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はじめに 

 

 

東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所の事故により、国のエネ

ルギー政策の見直しやそれに伴う再生可能エネルギーへの期待と推進の機運が

高まり、国や被災県の復興施策においてもその必要性が問われている。 

具体的には、国の「東日本大震災からの復興の基本方針（H23.7.29）」では

再生可能エネルギー関連産業の集積、福島県の復興ビジョン（H23.8）におい

ては、再生可能エネルギーのプロジェクトの推進といったように、再生可能エ

ネルギーは復興計画の重点頄目であり、推進・普及、関連産業の雇用創出が復

興のカギを握っている。 

このような背景のもと、本校が工業分野をもつ被災県の専門学校として、被

災地の復興に必要な人材---再生可能エネルギーの知識と技術を持った若い技

術者を輩出することが、教育機関としての使命であり今の福島に必要なことで

ある。 

本事業は平成 23年度からの継続事業となる。平成 23年度事業の核となる試

行講座では再生可能エネルギーの中の太陽光発電と風力発電に焦点を当て、学

科と実習を行った。この分野はまだ教育のプログラムが確立されておらず、文

字通り試行錯誤の中、内容の構築をしていった。この平成 23年度に作成した

教育プログラムを平成 24年度の 10月からの後期授業に導入し、実証講座とし

て本校の電気電子工学科 1 年生に対して実施された。今年度はそれに加えて、

EV電気自動車分野とITスマートグリッド分野の教育内容についても検討され、

教育プログラム案を作成した。さらに、本事業に関連した企業と人材の現状と

将来の予測のアンケート調査を行うことで、今後の事業展開においてとても重

要な情報が得ることができた。 

このように調査と実績を積み重ねて開発された再生可能エネルギー分野の

人材育成カリキュラムは、次年度も福島県、企業、大学、研究機関等との連携

を強化することでさらに発展させ、全国に普及させていきたい。 
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1.事業の概要        

（１）事業名 

再生可能エネルギー・スマートグリット分野技術者育成事業 

（２）メニュー・分野 

 

（３）メニュー 

1-①専修学校等における中長期的な人材育成コースの開発・実証 

「その他」分野名 

再生可能エネルギー・スマートグリット 

 

（４）事業実施期間 

平成 24 年 8 月 15 日～平成 25 年 3 月 15 日 

 

（５）事業の概要 

工業分野の専門学校として、これからの成長分野である太陽光や風力発電等の再生可能エネルギー、

被災地の街づくりにおいて推進が見込まれるスマートグリッド分野についての関連する知識や技術を習

得できる中長期的な人材の育成教育プログラムの開発・開設を産官と連携し開発・実証する。 

  

 ①人材ニーズにあった必要な知識・技術を検討し具体的な教育プログラム・教育モデル（案）を開発

する。 

 ②上記プログラムを本校既存学科に反映させ、実証を行い推進協議会で評価し、必要に応じて改善

する。 

 ③改善したカリキュラムの実証を繰り返し人材ニーズにあった新しい教育プログラムを完成させる。 

 ④完成した教育プログラムを全国に普及する。 

上記①は平成 23 年度の事業で策定され、引き続き実証と評価を重ねて精度を高める。 

平成 24 年度以降に上記②～④を検討し実証する。 

 

２．文部科学省との連絡担当者      

 

 

murakami.fuminari@nsg.gr.jp

024－956－0013

E-mail

024－956－0030 FAX番号

963－8811 福島県郡山市方八町二丁目4－15

学校法人新潟総合学院　専門学校国際情報工科大学校　副校長所属・役職

氏名

郵便番号

村上　史成

所在地

電話番号
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３．事業内容の説明       

 

（１）事業の目的 

東日本大震災および原子力災害事故により、国のエネルギー政策の見直しやそれに伴う再生可能エ

ネルギーへの期待と推進の機運が高まり、国や被災県の復興施策においてもその必要性が問われて

いる。 

具体的には、 

①国の「東日本大震災からの復興の基本方針（H23.7.29）」において、復興を支える人材育成の項目で

エネルギー等、成長分野における職業訓練の実施や、復興を牽引する人材育成のための先進的な教

育の実施が盛り込まれている。また再生可能エネルギーの利用促進・導入の項目では、太陽光や風力

発電設置の実証研究やスマートコミュニティの地域導入促進などが地域再生の要素となっている。 

②福島県の復興ビジョン（H23.8）においても、基本理念および復興に向けた主要施策（ふくしまの未来

を見据えた対応）の中で、再生可能エネルギーの飛躍的推進・普及、関連産業の雇用創出が掲げられ、

分科会での検討が行われている。 

 以上により、本校が工業分野をもつ被災県の専門学校として、これまでの既存の人材育成に加えて、

これからの福島をはじめとした被災地の復興・復旧、街づくりに必要な分野の人材育成に携わることは

地域の教育機関としての使命であり、地域貢献であると考える。 

このような状況を踏まえ、本事業では本分野に精通する学識経験者、地元自治体、企業と連携し、即戦

力の人材育成に必要な新プログラムの開発を行い、本校既存学科に反映させ実証を行う。開発したカリ

キュラムは推進協議会による評価を実施し、必要に応じて改善し、全国に普及する。 

 

（２）教育プログラム・教材の開発内容等 

成長分野である太陽光や風力発電等の再生可能エネルギー、被災地の街づくりにおいて推進が見込

まれるスマートグリッド分野についての関連する知識や技術を習得できる中長期的な人材の育成教育

プログラムの開発。 

  

 ①再生可能エネルギー対応の電気施工技術者育成プログラム。【H23 年度検討試行⇒H24 年度実

証】 

 ・中期：「再生可能エネルギー」履修科目 長期：「新エネルギー工学科」（2 年制課程） 

 ②電気自動車のテレマティクスをスマートシティに活用する際に必要な技術者育成プログラムの策定。

【H24 年度検討実証】 

 ・新設学科である電気自動車工学科（3 年制課程の 3 年時）のカリキュラム・シラバス等の教育プログラ

ム策定 

 ③スマートグリッドに対応する IT 技術者育成プログラム。【H24 年度検討実証】 

 ・情報システム系学科を対象にしたスマートグリッドに関する概論と実習の履修科目の構築 
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上記①～③を組み合わせ総合的な技術・知識を持つ新しい技術者育成のプログラムを完成させる。

【H24 年度完成】 

 

（３）地域の人材ニーズの状況、事業の必要性等 

福島県の復興ビジョンの基本理念および主要施策において、再生可能エネルギーの飛躍的推進によ

る新たな社会づくりとして同エネルギーの家庭・企業・団体への普及やスマートグリッド等の地域モデル

の構築が謳われ、その推進の重要性が認識される中で、今後の人材育成の視点を考慮すると、再生可

能エネルギー・スマートグリッド分野の知識を持ったインフラ整備に従事する施工技術者の人材ニーズ・

必要性は高まると推測する。 

○福島県：復興ビジョン、再生可能エネルギー推進ビジョン 

平成 23 年以降、国や県の政策を基に産学官の連携事業が多く立ちあがっており、今後も増加していく

ことが予測される。そこで県内の現状と人材に関する調査を行っていき、この調査結果を教育プログラム

の中に反映させていく。 

○産総研：再生可能エネルギー研究開発拠点施設を郡山市に平成２６年２月完成 

○メガソーラー計画：南相馬市と東芝、森トラストと泉崎村、GS ユアサといわき市、エコセンターNRW（ド

イツ）と川内村など 

○浮体式洋上風力発電実証事業（東大、丸紅など） 

しかし、人材育成に関しての言及がない事業が殆どである。これらの多くの事業はまだ準備の段階にあ

ることから、産業を誘致し雇用の拡大をうたっているもののまだ雇用や採用人数の具体的な計画の明示

までは至っていない。そこで、いちはやくこの分野の人材育成の課題に取り組む必要がある。数年後に

は確実に雇用が広がっていくとみられるからである。再生可能エネルギー関連産業が県内で立ち上が

ることで、県内出身者が福島にとどまり、そして県外から人が集まってくるという復興の道筋ができてく

る。 

 

本校は電気・IT・自動車・建築分野を持つ専門学校であり、これまでの既存ノウハウを活かしながら、こ

れらの分野の人材育成に取り組むことで地域に貢献し、地域の教育機関としての使命を果たしたい。 

 

（４）実証講座等の内容 

①再生可能エネルギー対応の電気施工技術者育成プログラム。【H23 年度検討試行⇒H24 年度実証】 

 

【１】短期プログラム 

本校でのオープンキャンパス、サマースクール、地域貢献活動などの学内外のイベントで催行すること

ができるもので、幅広い年齢層を対象とするためにわかりやすい内容で行う。出張授業の依頼等にも対

応する。 

○対象者：小中高生、専門学校生、保護者 

○時間：3 時間から 6 時間程度 
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○内容：学習キットで実際に発電を体験し、自然エネルギーのしくみを理解をする 

 

【２】中期プログラム：履修科目「再生可能エネルギー」の授業を実証 

再生可能エネルギーに対応した電気施工技術者育成プログラムである。 

○対象学科：電気電子工学科・エネルギー工学科 1 年・2 年  本校既存学科の教育課程に反映する 

○コース設定：太陽光発電と風力発電を履修する 

○時期：後期履修科目 

○時間（50 分授業）： 1 年：週 3 時間×15 週 計 45 時間 2 年：週 3 時間×7 週 計 21 時間 

 

◆プログラムの検討・改善  

当教育プログラムは平成 23 年度の本事業の推進協議会で検討、開発された人材ニーズにあった必要

な知識・技術を持つ技術者を育成するための具体的な教育プログラム・教育モデル（案）である。 

平成 24 年度以降、以下検討し実証していく。 

○推進協議会で評価し必要に応じて改善する 

○評価改善されたカリキュラムを人材ニーズに応える教育プログラムとして完成させる 

○完成した教育プログラムを全国に普及する 

 

【３】長期プログラム：専門学校の学科設立案の策定 

本校が平成 25 年度に実施・実証するために、平成 24 年度に推進協議会で審議し策定する、再生可能

エネルギーに対応した電気施工技術者育成プログラムの素案である。 

○学科：新エネルギー工学科 1 年課程・2 年課程のカリキュラム・シラバスを策定する 

 

②電気自動車のテレマティクスをスマートシティに活用する際に必要な技術者育成プログラムの策定。 

・推進協議会と分科会において試行授業を企画立案し本校自動車工学科で実施（6～10 時間） 

・新設学科である電気自動車工学科（3 年制課程の 3 年時）のカリキュラム・シラバス等の教育プログラム

策定 

・学科、実習の内容や教材、備品、設備等の検討 

 

③スマートグリッドに対応する IT 技術者育成プログラム。 

・スマートグリッドの概論と実習の試行授業を本校情報系の学科で実施する。（6～10 時間） 

・情報システム系学科の履修科目の設定 

・教育内容について検討しシラバスの作成、教材の選定 

 

（５）成果の普及・平成２５年度以降の事業展開の予定（自校・他校・企業・団体・地域との関係） 

再生可能エネルギーに関しては平成 23 年度に策定されたプログラムの（案）を原案とし、平成 24 年度よ

り、本校既存学科に反映させ実証を行う。そのために後期履修科目として「再生可能エネルギー」を組
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み入れた。推進協議会による評価を実施し、必要に応じて改善する。EV 電気自動車と IT スマートグリッ

ド分野に関しては、分野担当より素案を提示してもらい、分科会と推進協議会で細部にわたって審議検

討していく。同様に数日間の試行授業を経てそれぞれの教育プログラムを策定する。 

完成した新プログラムは報告会を推進協議会のみではなく、一般に公開する等の方法をとることを検討

している。報告書の送付先も見直しをはかり、事後のフィードバックを受ける体制を作りたい。グループ

校への報告提案をする機会をつくることと、ネットワークを駆使して全国の専門学校への普及を目指す。 

加えて、平成 23 年度に築いてきた産学官連携をさらに強め、広げていきたい。また、福島県内の新聞

テレビなどへのパブリシティ活動を行い成果を広報していく。 

 

４．事業のスケジュール       

 

 

 

５．事業実施体制        

（１）推進協議会の構成 

 

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

●

●

協議会

成果発表会

分科会

実証講座

月２回開催

開発

調査 視察5か所

備考

月１回開催

福島県

株式会社えこでん 代表取締役　久我　和也 開発 福島県

開発

福島県

福島県

福島県

アドバイザー

運営責任者

開発

専門学校国際情報工科大学校

開発

学校長　　　　水野　和哉

開発

株式会社ヨシダコーポレーション

新潟工科専門学校

富山情報ビジネス専門学校 企画推進課長　小平　達夫

企画開発室室長　丸岡一志

専門学校国際情報工科大学校

福島県

運営担当者

コーディネーター

学校法人新潟総合学院

一般社団法人　福島放射線総合研究所 理事長　　     内田　章

一般社団法人　福島新エネルギー総合研究所 理事長　　     長南　輝美

イメージスタジオ

役割等

エディター　　　　　阿部　恒雄情報ネットワーク・リベラ

副教務主任　　渡邉　真義

教授　　　　　西本　哲也

福島大学共生システム理工学類

福島県産業創出課

教授　　　　　佐藤　理夫

日本大学工学部機械工学科

主任主査　　藁谷　豪

評価

評価

福島県企画・調査・記録・報告代表　　　      村山　隆

マネージャー　羽田　篤史

福島県

福島県

株式会社エービーシステム

福島県

代表者組織名 都道府県

副校長　　　　仁多見　透

テクノアカデミー郡山

福島県

福島県

福島県

NPOふくしま未来戦略研究所 理事長　　   星　亮一 評価

常務理事　　　双石　茂 総括

委員長

専門学校国際情報工科大学校 学科長　　　　和田　秀勝 開発 福島県

アドバイザー

実証

福島県

富山県

新潟県

教務部長　　  村上　史成

福島県
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（２）分科会の構成（設置は任意） 

 

（３）事業実施協力専修学校・企業・団体等 

 

（４）事業の推進体制（図示） 

 

 

 

 

 

 

専門学校国際情報工科大学校

福島県

プログラム開発 福島県

福島県

IT分野プログラム開発

企画・調査・記録・報告

学校長　　　　水野　和哉

福島県開発

プログラム開発

コーディネーター

プログラム開発

福島県

福島県

福島県

副教務主任　　渡邉　真義

代表　　　      村山　隆

IT分野教員　　藁谷  昌司

常務理事　　　双石　茂

専門学校国際情報工科大学校 運営担当者

一般社団法人　福島新エネルギー総合研究所 理事長　　     長南　輝美

役割等

株式会社エービーシステム

テクノアカデミー郡山

組織名

株式会社えこでん

代表者

マネージャー　羽田　篤史

代表取締役　久我　和也

教務部長　　  村上　史成

理事長　　     内田　章

学校法人新潟総合学院

専門学校国際情報工科大学校

一般社団法人　福島放射線総合研究所

福島県

運営責任者

福島県

イメージスタジオ

専門学校国際情報工科大学校

専門学校国際情報工科大学校

EV分野教員　佐藤　弘二

学科長　　　　和田　秀勝

福島県

総括

エネルギー分野PG開発

EV分野プログラム開発

都道府県

福島県

福島県

富山情報ビジネス専門学校 小平　達夫 富山県

新潟県新潟工科専門学校 仁多見　透

福島大学共生システム理工学類

福島県

福島県イメージスタジオ 村山　隆

日本大学工学部機械工学科 西本　哲也

福島県産業創出課 藁谷　豪

代表者組織名 役割等

一般社団法人　福島新エネルギー総合研究所 長南　輝美

福島県

福島県

福島県

株式会社エービーシステム 高村　明

一般社団法人　福島放射線総合研究所 内田　章 福島県

佐藤　理夫

株式会社えこでん 久我　和也

株式会社ヨシダコーポレーション 丸岡　一志

都道府県

情報ネットワーク・リベラ

テクノアカデミー郡山

NPOふくしま未来戦略研究所 星　亮一

渡邉　真義

福島県

福島県阿部　恒雄

福島県

福島県

福島県

福島県

推進協議会（１8名）

再生可能エネルギー委員会 EV電気自動車委員会 スマートグリッド委員会

事務局スタッフ

協議会 １8名

分科会 12名
事務 3名

合計 20名
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平成 24 年 9 月 11 日 

 

第１回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 9 月 11 日（火）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

出席者（敬称略）： 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

 

１． 開会のあいさつと事業説明  村上 

２． 構成委員について   村上 

３． スケジュールについて  村上 

４． 教育プログラムについて  村山・和田 

５． 視察について   村上 

６． 第１回推進協議会について  村上・村山 

７． その他意見交換 

 

以上 
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議題１：開会のあいさつと事業説明 ＜事業計画書＞別紙参照 

 

村上：文科省に採択された事業計画書の説明 

質疑・意見等 

双石：NSG も新エネルギー関連の新たな動きがある。福島から世界に発信する意義のある事業だ。 

 

 

議題２：構成委員について ＜事業計画書＞別紙参照 

 

村上：名簿参照。委員 18名、簡単に紹介。 

質疑 

水野：富山情報ビジネス専門学校も小平さんも参加してもらえる。 

 

議題３：スケジュールについて 別紙参照 

◆事業期間 2 月末まで 

◆推進協議会月 1 回、分科会月 2 回、事業報告会 2 月 

◆報告書 2 月下旪～3 月上旪完成 

 

村上：エネルギーと放尃線も合わせたスケジュール。曜日はできるだけ固定した。 

質疑 

双石：時間は 

村上：１７：３０です。 

水野：場所は 

村上：WiZ204 教室（現在の場所）です。 

水野：分科会で検討した内容を協議会で審議していきます。 

 

議題４：教育プログラムについて 

 

・電気電子工学科対象に、前回作成中期プログラムに基づく授業を実施する。 

【1年】 週 3時間×15週 計 45時間---太陽光・風力の学科と実習 

【2年】 週 3時間×７週 計 21時間---太陽光・風力の実習 

※詳細は推進協議会にて 

 

・見学は別時間で布引高原、日大を予定。時間の確保ができれば会津方面等も 
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村山：授業内容の詳細は次回の推進協議会で提示する。 

質疑意見なし 

 

 

議題５：視察について 別紙参照 

 

① 三重大学：再生可能エネルギーを活用するスマートキャンパス 

② けいはんな：次世代エネルギー・社会システム実証プロジェクト 

③ 福岡市：緑の分権改革推進事業 太陽光発電、風レンズ風車 

④ パシフィコ横浜：スマートシティウィーク 10/29～11/2 他 

⑤ 豊田：スマートハウスの街 東山・高橋エリア 

⑥ 秋田（湯沢）：地熱エキスポ 10/23～28 

 

質疑・意見 

双石・水野：日程、参加者について再調整していくように。 

 

議題６：第 1 回推進協議会について---議題内容について確認・意見等あれば 

 

・あいさつ  校長 

・事業説明  村上 事業内容、委員、スケジュールについて 

・授業詳細  村山・和田  カリキュラム等について 

・視察について  村上 

・各委員よりあいさつ 抱負など 

・EV、スマートグリッドへの取り組み 

・その他 

質疑・意見なし、承認された。 
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平成 24 年 9 月 20 日 

 

第１回推進協議会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 9 月 20 日（木）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

出席者（敬称略）： 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●日本大学工学部西本 哲也教授、●福島県産業創出課 藁谷 豪、 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●NPOふくしま未来戦略研究所 理事長 星 亮一、 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、●株式会社ヨシダコーポレーション 丸岡一志 

●新潟工科専門学校 仁多見 透 副校長、●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１． 開会のあいさつ   専門学校 国際情報工科大学校 水野校長 

２． 委員紹介    各委員の皆様よりひとこと 

３． 事業概要・スケジュール説明  専門学校 国際情報工科大学校 村上 

４． 教育プログラムについて  専門学校 国際情報工科大学校 和田 

     イメージスタジオ 村山 

５． 視察について   専門学校 国際情報工科大学校 村上 

６． その他意見交換 

７． 連絡事頄 

 

以上 



Ⅱ議事録 

16 

 

議題１：開会のあいさつ 

 

水野： 

・平成 23年度の課題を継続して取り組んでいきたい。 

・新メンバーを協議会委員に加えてスマートグリッド、EVの新たな取り組みもはじまる。 

 

議題２：委員の紹介 ＜事業計画書＞別紙参照 

◆各委員の皆様よりひとことずつお願いします。 

 

福島大学佐藤教授： 

県内 5-6 の市町村のエネルギー、除染の委員をはじめ福島県の再生可能エネルギー推進委員長を

している。復興に向けて積極的にやらなければならない。県も力を入れているので人材育成のた

めに頑張りたいと思う。 

 

日大西本教授： 

機械工学科で自動車の研究に携わっている。今は高齢者用の小さな車のデザインや人と機械の安

全基準を経産省とつくっている。 

 

NPOふくしま未来戦略研究所 理事長 星 亮一： 

設立間もない NPOだが、ふくしまの未来をプランニングしていく。講演会等の企画。川内村に日

本一の花園を作るプロジェクトが始まり、除染をしてから実験を開始する。 

 

情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄： 

震災を機にネット新聞のサイトを作った。 

 

ヨシダコーポレーション 丸岡一志： 

県と環境事業も取り組んでいる。布引の風車一基を市民風車にできないかと電源開発に打診した

ことがある。福島の本当の空、水と空と風による電気を雑誌メディアで首都圏に売り込んでいく。

環境と社会の人材育成に経験を生かしたい。 

 

えこでん 久我和也： 

節電、エコプランニング、コンサルティングから施工までの商社。販売から施工まで受け持つ。

創エネと節電を普及させることがテーマ。自分がやってきたことで役に立てればと思う。 

 

エービーシステム 羽田篤史： 
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泉崎村。産業用システム CAD、LED、省エネ、太陽光発電などを取り扱う。これから伸びていく

産業と一緒に成長していきたい。産業を築いて働ける場を作りたい。人材育成にいっしょにカリ

キュラムを作りかかわり、彼らと一緒に働けるようになりたい。 

 

イメージスタジオ村山 隆： 

記録、議事の記録と報告書作成、教育プログラムの開発のお手伝いをしていく。 

 

放射線総合研究所理事長 内田 章 

復興に向けて新たな産業を興していかなければならない。 

 

新潟工科専門学校 仁多見 透 副校長： 

工業系専門学校。環境エネルギーの新しい学科を立ち上げた。新しい分野のカリキュラムを作っ

て行くことが大事。まだこの分野を目指す若者は尐ないが、再生可能エネルギーの知名度を高め

ていくことが必要。 

 

富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫： 

富山でも原発に対する思いは変わってきている。自然エネルギーにも興味関心が高まっている。

福島県だけではなく日本全体で取り組んでいく問題。 

 

テクノアカデミー郡山 渡邉 真義 

機械材料系 短期大学校 2年課程。組み込み、精密機械工学科を担当。軽い材料や石油を使わな

い材料を研究。エネルギーを使う方をサポートしていく。自分たちができることで貢献したい。 

 

福島県産業創出課 藁谷 豪 

震災からの復興の柱である産業集積、太陽光などの普及推進をしており、産業集積を担当。 

研究会立ち上げ、展示会開催、ビジネスマッチングを行っている。人材の育成にいいものを生み

出したい。 

 

専門学校 国際情報工科大学校 和田 秀勝： 

電気電子工学科 エネルギー工学科 担任。みなさんの知恵を拝借してよりよい事業運営をした

い。 

 

専門学校 国際情報工科大学校 村上教務部長 

運営担当として事業を統括。 

 

新潟総合学院 双石 茂 常務理事： 
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これからの福島の若者のために、復興と未来のために、人材育成に努めていきたい。いろいろな

意見を頂戴したい。 

 

福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

再生可能エネルギーのセミナー開催を企画し告知している。この事業ではまとめ役、コーディネ

ータとして運営にかかわっていく。 

 

 

議題３：事業概要・スケジュールについて ＜事業計画書＞別紙参照 

◆事業期間 2 月末まで 

◆推進協議会月 1 回、分科会月 2 回、事業報告会 2 月 

◆報告書 2 月下旪～3 月上旪完成 

 

村上： 

事業内容の説明 

① 目的 ②教育プログラム ③地域の人材のニーズ状況 ④実証講座の内容 

事業実施体制とスケジュール 

 

質疑なし 

 

 

議題４：教育プログラムについて 次頄参照 

 

・電気電子工学科対象に、前回作成中期プログラムに基づく授業を実施する。 

【3年】 週 3時間×15週 計 45時間---太陽光・風力の学科と実習 

【4年】 週 3時間×７週 計 21時間---太陽光・風力の実習 

・見学は別時間で布引高原、日大を予定。時間の確保ができれば会津方面等も 
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学生数

習得技術

科目 時間

再生可能エネルギー
と環境政策

３ 時間

太陽光発電基礎 ２ 時間

太陽光発電システム ２ 時間

太陽光発電設計 １ 時間

太陽光発電施工 ３ 時間

風力発電基礎 ２ 時間

風力発電の
開発計画

１ 時間

風力発電システム ３ 時間

風力発電の
運転と保守

０ 時間

安全衛生 ３ 時間

太陽光発電
現場調査実習

３ 時間

太陽光発電
施工実習

６ 時間

太陽光発電
運用・保守実習

６ 時間

風力発電
施工実習

６ 時間

風力発電
運用・保守実習

０ 時間

開講式
オリエンテーション

１ 時間

アンケート
修了式

３ 時間

計

学
科

PCシステムを使用し平面図、モジュール配置図作成を学ぶ

主な科目の概要

平成24年度実施：再生可能エネルギー技術者養成カリキュラム

対象 電気電子工学科 １２名

講座期間 3時間×15日　計45時間
太陽光発電・風量発電設備の
施工・運用

カリキュラム時間割の説明

授業アンケート記入　確認テスト

モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。

実
習

取り付ける屋根の現場を調査する

実際に発電、運用しメンテナンスの技術を身につける

エネルギー・環境問題と太陽光発電など再生可能エネルギー
環境政策及び環境に関する法規

発電のオペレーションとモニタリング、点検などのメンテナンスの知識

システムを構成する各機器の意味と役割、設置条件など構成機器類の関する知識
設備費用の償却、光熱費の削減効果、売電による導入効果のシュミレーション演習
積算方法を習得し見積書の作成の演習

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

太陽エネルギー　電気と発電の基礎　太陽光発電の原理（太陽電池）
スマートグリッド　モジュールの仕組み

世界の風力発電事情、風とエネルギー、風力発電のメカニズム、風車の種類と性能など
の基礎知識を習得する
環境政策や地域社会と風力発電の関わりについて理解する

風況調査・立地調査、電力系統、用地、輸送など導入のプロセス
設計と設置工事の計画及び各種法令等手続関連　立案される事業計画
輸送・土木・電気・組立の建設工事の工程

発電機の原理と電気の専門的な知識

建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異な
る施工方法とその特徴の知識

４５ 時間

風力発電ユニットの運用・保守

風力発電ユニットの設置場所の準備と組立設置
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村山：上記カリキュラムと日程を説明 

 

和田： 

委員の皆さまからの意見や提案をいかして作りあげていきたい。 

産業フェアに参加。学習内容の発表をする。 

 

内田： 

法律関係 通産省と電力会社電気事業法 電気工事業務の適正に関する法律 電気用品安全取

締法 工作物 建築基準法に一部を盛り込んでいく必要がある 

 

村上： 

詳しくは分科会で検討する。 

 

 

1年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 科目 学習内容 講師

1 3 10月10日 水 学科 再生可能エネルギー技術 オリエンテーション　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス
2 3 10月15日 月 学科 太陽光発電基礎 太陽光発電の基礎知識　環境政策など
3 3 10月22日 月 学科 安全衛生 高所作業　屋根の勾配 
4 3 10月29日 月 学科 太陽光発電システム システムの構成と仕様　設計　積算　見積など
5 3 11月5日 月 学科 太陽光発電施工 建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線
6 3 11月12日 月 実習 現場調査 取り付ける屋根の現場を調査する
7 3 11月19日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作
8 3 11月26日 月 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続
9 3 12月3日 月 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続

10 3 12月10日 月 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス
11 3 1月8日 火 学科 風力発電基礎 基礎知識　開発計画
12 3 1月9日 水 学科 風力発電システム 発電機の原理と電気の専門的な知識
13 6 1月10日 木 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備と組立設置
14 1月21日 月 実習 風力発電施工 運用保守（予備日）
15 3 1月28日 月 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

45

2年

1 3 10月19日 金 学科 再生可能エネルギー技術 業界の動向　環境政策
2 3 11月2日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備
3 3 11月16日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの組立設置
4 3 11月30日 金 実習 風力発電施工 運用保守
5 3 1月18日 金 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続
6 3 1月25日 金 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス
7 3 2月1日 金 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

21

1・2年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 場所 内容

3 10月中 水 見学 布引高原風力発電所 発電設備の見学
6 11月7日 水 参加 再生可能エネルギー産業フェア

9

授業日程

行事・見学
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議題５：視察について 別紙参照 

 

⑦ 三重大学：再生可能エネルギーを活用するスマートキャンパス 

＜キャンパス配置図は省略 視察の項 P230 を参照＞ 

 

⑧ けいはんな：次世代エネルギー・社会システム実証プロジェクト 

 

 

⑨ 福岡市：緑の分権改革推進事業 太陽光発電、風レンズ風車 

 

●福岡市の「緑の分権改革」推進事業 

①クリーンエネルギー賦存量、利用可能量等の調査をしました。 

⇒利用可能量が多い項に、①太陽光、②風力、③バイオマス、④小水力となりました。 

今後は、太陽光発電と風レンズ風車を使った風力発電を基本としながら、バイオマスや小水 

力を組み合わせたエネルギー利用が望まれます。 

【出典：「福岡市新エネルギー」、福岡市環境局温暖化対策課】 

②風力発電システムの具体的展開のための実証調査をしました。 

福岡市が九州大学と連携して進めている風レンズ風車の普及可能性検討の資料とするために、実証調査（設

置適地の検討、障害要因調査、４つの実証調査地点での風況（風向・風速）調査と風況シミュレーション）

を行いました。 

 

⑩ パシフィコ横浜：スマートシティウィーク 10/29～11/2 他 コンファレンスと展示会 
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「世界の成功事例や新たな挑戦など、スマートシティの最新情報を共有することは関係者にとって不

可欠です。世界から情報が集まる場、そして日本の事例を世界に発信していく“場”。それが「Smart 

City Week」です。スマートシティに関わる“人”と“情報”と“ビジネス”が集まります。」 

（日経 BP社 開催概要 代表者メッセージより） 

横浜市も同時に見学 

⑪ 豊田：トヨタホーム スマートハウスの街 東山・高橋エリア 

 

 

⑫ 秋田（湯沢）：地熱エキスポ 10/23～28 日本地熱学会 

講演会・地熱開発機器類展示会・美の郷ゆざわ地熱観光＆体感ツアー 

村上： 

三重 京都 豊田市を一回で回る。京都エコエネルギー学院とコンタクトが取れたので訪問した

い。福岡は日程と予算の関係で今回は見送り。 

 

議題６：その他意見交換 

 

特になし 

 

 

議題７：連絡事頄 

●次回 第 2 回推進協議会 10 月 18 日（木）17：30～ 

 

閉会 

 

  



Ⅱ議事録 

23 

 

平成 24 年 9 月 26 日 

 

第２回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 9 月 26 日（火）18:00~ 

場所：WiZ 204 教室 

出席者（敬称略）： 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１． 事業計画書一部修正  村上 

２． 業務分担について   村山 

３． 教育プログラム・講師依頼  村山・和田 

４． 視察について   村上 

５． その他 

 

以上 
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議題１：事業計画書一部修正について＜別紙参照＞ 

 

村上：赤字のところが修正箇所。事業内容の説明の中で 

(2)教育プログラムの詳細、(3)人材ニーズについて追加、(4)講座内容の②と③を具体的に記述。 

(5)成果の普及については入れ替えた。 

 

双石：福島大学のフォーラムに参加してきた。県内で復興に向けていろいろなところで再生可能

エネルギーに取り組んでいる。人材育成についての必要性について今後しっかりと調査が必要で

ある 

 

村上：スケジュール変更 再生可能エネルギーフェアに参加する都合で 11/7の分科会を 9日に

変更したい。 

一同：了承。 

村上：視察 11/28～の予定 

水野：栃木のベルシオン型風車が効率がいいらしい。近いので見にいけたらいい。 

村上：福島高専も再生可能エネルギーとスマートグリッドに取り組んでいるらしい。 

長南：コンタクトをとってみる。 

村上：他に情報ありましたらお互いに共有しましょう。 

 

 

議題２：業務分担について＜表は省略＞ 

 

村山： 

◆課題として以下のことに取り組んでいく。 

１．実証授業の準備。スケジュール→内容→講師依頼→機材部材の準備 

２．新分野スマートグリッド、IT関連の教育の方向性について検討する 分科会の開催 10/10

または 24 

３．2 年生の授業の準備（10/19～風力発電実習） 

４．人材ニーズ調査 県内の再生可能エネルギー関連の組織・団体・企業の現状と見込みについ

て 

 

双石：アンケートなどの評価、把握をしっかりやってほしい。 

渡邉：人材のニーズの把握を先行していければと思うが。 

村山：前回の事業を基に作っているが改善していきたい。 
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双石：南相馬が東芝とスマートグリッドに取り組むらしいので調査していくといい。しかし、メ

ガソーラー計画では再び津波が来た時の保険や農地転用が法的にできないとか法的にいろいろ

な壁があるそうだ。 

 

議題３：教育プログラム・試行授業の講師依頼について 

◆試行授業開始 10 月 10 日（水）4 時間目より 

4：オリエンテーション 学生に事業説明 村上部長 

5~6：再生可能エネルギー 福島大学 佐藤教授 

◆授業アンケートは毎回授業終了時にとる（約 10 分~15 分） 

◆それ以降の講師の依頼 

 

村山：電気電子工学科 1年と 2年の授業、1年生が主になる。羽田さん、久我さんに授業を受け

持っていただきたい。（了承された）詳細は別途打ち合わせをしたい。 

 

月日 曜 科目 講師 

10 月 10 日 水 再生可能エネルギー技術 佐藤 

10 月 15 日 月 太陽光発電基礎 村山 

10 月 22 日 月 安全衛生 羽田 

10 月 29 日 月 太陽光発電システム 久我 

11 月 5 日 月 太陽光発電施工 近内 

11 月 12 日 月 現場調査   

11 月 19 日 月 太陽光発電施工   

 

渡邉：昨年度の報告書によると太陽光パネルの取付金具の手配が必要だったそうだが、メーカに

よって違うということは、実習として汎用性がない点はどう考えているか。 

久我：メーカごとに仕様が全く違っている。安全や製品保障の問題も絡んでくる。 

羽田：メーカ主導で市場が形成されてきた。施工については研修を受け IDを取得しメーカから

ライセンスを受けないといけない。 

和田：規格統一化の動きもあるらしいが現実的には厳しい。 

双石：車だと自動車整備士はメーカに関係なく資格がある。部品の共通化を業界に提案できたら

いいのだが。 

和田：太陽光設計士という民間資格がある。（京都エコエネルギー学院） 
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村上：業界のことは羽田さん、久我さんにアドバイスをもらいながら進めていく。また、産業構

造の実態を把握した上で求められる人材像のアンケート調査をしていきたい。 

渡邉：求人は営業系が多いらしいが。施工もできるといいと思うのだが。 

内田：学生は営業＝ノルマ＝セールスマンのイメージが強い。サービスエンジニアということを

理解させないといけない。 

 

 

 

議題４：視察について 11月 28日（水）～予定 

 

① 三重大学：再生可能エネルギーを活用するスマートキャンパス 

② けいはんな：次世代エネルギー・社会システム実証プロジェクト 

③ 豊田：スマートハウスの街 東山・高橋エリア 

 

 

議題５：その他 スケジュール確認等 

 

双石：次回今後の全体の動きを教えてください。 

村上：詳細のスケジュールを提示します。 

 

以上 
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平成 24 年 10 月 10 日 

 

第３回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 10 月 10 日（水）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

出席者（敬称略）： 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美、●福島放尃線総合研究所 内田 章、 

●イメージスタジオ 村山 隆 

 

議題： 

１． スマートグリッド・EV 分野について  村上 

２． 授業準備について     村山 

３． 視察について     村上 

４． その他 

 

 

村上：はじめに、議題に入る前に報告。本日より授業が開始され、佐藤教授による再生可能エネ

ルギーの概論をしていただいた。また、調査については現在、県内に関連企業 76 社、団体では

4 団体というリストを作成しており、アンケートの依頼を今後していく予定。 
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議題１：スマートグリッド EV 分野について 

① 教育プログラム、試行授業の内容を検討 

◆EV：電気自動車工学科 教育課程 下図参照 

スマートグリッド分野の授業をどう取り入れていくか→試行授業の設定 3～9 時間程度 

 

学科名：電気自動車工学科

年 次                  授業科目 必選の別

１年 構造・性能学 必 108 時間 12 時間

力学・数学 必 16 時間 4 時間

電気・電子理論 必 36 時間 4 時間

材料学 必 8 時間 2 時間

燃料・潤滑剤 必 8 時間 2 時間

エンジン 必 64 時間 8 時間

シャシ 必 32 時間 4 時間

電装 必 32 時間 4 時間

整備作業機器 必 18 時間 4 時間

測定機器 必 8 時間 2 時間

手仕上げ工作 必 11 時間 11 時間

機械工作 必 11 時間 11 時間

基本計測 必 43 時間 13 時間

エンジン整備 必 215 時間 35 時間

シャシ整備 必 210 時間 35 時間

電装整備 必 210 時間 35 時間

自動車工学総合演習 必 42 時間 2 時間

就職実務 必 16 時間 時間

１年次小計 1,088 時間

２年 構造・性能学 必 140 時間 12 時間

力学・数学 必 18 時間 2 時間

電気・電子理論 必 52 時間 4 時間

図面学 必 18 時間 2 時間

エンジン 必 16 時間 2 時間

シャシ 必 16 時間 2 時間

電装 必 16 時間 2 時間

故障原因探求 必 34 時間 2 時間

検査学 必 24 時間 3 時間

自動車整備法規 必 24 時間 3 時間

エンジン整備 必 147 時間 35 時間

シャシ整備 必 140 時間 35 時間

電装整備 必 140 時間 35 時間

故障原因探求 必 147 時間 35 時間

検査作業 必 56 時間 35 時間

自動車工学総合演習 必 30 時間 3 時間

就職実務 必 17 時間 1 時間

２年次小計 1,035 時間

3年 電気自動車概論 必 18 時間 2 時間

電気自動車構造 必 36 時間 3 時間

電気自動車機能 必 36 時間 3 時間

駆動モータ 必 36 時間 3 時間

モータコントロール 必 36 時間 3 時間

電力変換 必 36 時間 3 時間

蓄電デバイス 必 36 時間 3 時間

バッテリマネジメント 必 36 時間 3 時間

充電システム 必 36 時間 3 時間

EV車両制作実習 必 360 時間 30 時間

EV車両設計実習 必 120 時間 30 時間

電気工事士特別講義 必 120 時間 30 時間

就職実務 必 10 時間 1 時間

3年次小計 916 時間

合        計 3,039 時間

本校の教育課程および授業時間

年間授業時間数 週授業時間数
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◆試行授業（案） 

・自動車工学科の学生対象---機械工学＋電気電子 

・①小型 EV の設計と製作をソーラーカー、EV エコランカーを題材に学ぶ②または自動車メー

カの技術者のセミナー 

・エネルギー、スマートグリッドの基本的な知識も学ぶ 

・専門的な内容は時間的にできないので学生の興味関心を持ってもらうことを主眼とする 

 

１時限目 （学科）EV 電気自動車概要：構造としくみ、スマートグリッド 

２  （学科）モータ：基本原理、種類 

３  （学科）バッテリ：電気、電池、充電 

４～６ （実習）設計、製作 

 

村上：前頄の資料以下の追加資料をもとに、原案について説明。 

＜資料１＞EV・PV関連産業人材育成研修（鳥取県雇用創造協議会）研修内容 

＜資料２＞スマートグリッド学習キット（協栄エレクトロニクス） 

ハードブロック図とセミナー案内 

 

長南：自動車整備士に電気技術を習得させるのか、電気工事士に自動車整備の技術を習得させる

のかで違ってくるが。 

 

内田：電気工事の資格を持っているから電気工事をしていいということではなく事業所として認

可されなければ法的に電気工事には従事できない。 

 

村上：電気技術者に対して EV を教えた方がいいのか。 

 

和田：スマートグリッド等をトータルで教育するのであればその方がわかりやすいのでは。 

 

長南：充電器とかの扱いには資格は必要か 

 

和田：低圧電気取扱安全衛生教育が必要。事故防止労災事故防止のための講習を受ける。 

 

内田：いちばん気になるのは絶縁のところ。 

 

村上：電気の学生に自動車の先生から教わる。 

 

和田：自動車科では直流のことは多く学ぶが交流のことはあまりやらないので必要だ。 
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内田：電気の学生は直流の知識がないがソーラーや蓄電をやるには勉強しないといけない。 

 

和田：将来 EVのインフラが整っていくことで新しい街づくりになっていくはず。 

 

長南：EV の充電の規格は各メーカで違うのか互換性はあるのか。 

 

村上：プラグは共通の仕様になっている。規格は統一されている。 

 

和田：各家庭でも使われるようになると技術者は必要になる。 

 

村上：学校の充電器取り付けミスがあって電気工事士がやってショートさせてしまった。 

 

内田：インバータの接続、逆につけたか。 

 

渡邉：普及が進むと各家庭の状況に合わせて充電器を設置する技術者の需要は高まっていくはず。 

 

内田：普通充電は単相、急速充電は三相。 

 

和田：電気の学生はクルマにも興味はある。 

 

内田：制御をやっている電気工事士はいいが、配線しかしていない電気工事士がやるとそんなこ

とになったりする。 

 

渡邉：オーダーメードで家を建てるときにソーラーと EV を連携しトータルでリアルタイムに電

力や蓄電が見られるシステムをプログラミングできたりする技術者がいたら自分もお願いした

い。 

 

久我：電力の見える化のシステムはいろいろなメーカ、ハウスメーカーから出ている。フレッツ

光のオプションが一番安くできる。コンパクトな液晶で見るだけなら既存のものを入れた方が結

果的に早く安く済む。 

 

渡邉：セキュリティや水道もメータ、警報が出たときとかがみんなスマホで見られるとか。 

 

村上：スマホでクルマの充電量もわかる。 

 

羽田：ホームネットワークはいろいろできる。 
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内田：基盤のコントロールの知識は必要。 

 

渡邉：警報をキャッチする BOXの組み込みはやっている。必要に応じて組合せのユニットを作っ

てくれる人がいたらいい。 

 

久我：スマホのアプリならまとめられそうな気がする。 

 

渡邉：視覚・聴覚に障害者に気付かせる光とか振動で伝えるしくみを作るノウハウがあるといい。

プログラミングキットで基礎的なことを理解した上で流れを作ってやればいい。 

 

村上：そこで資料のスマートグリッド学習キットを 

 

内田：バラで組み合わせて同じものを作れるようにすればいい。 

 

渡邉：専用のトレーニングキットを自作すれば安く教材ができる。 

 

和田：その方が学生も楽しくできる。 

 

内田：蓄電・バッテリが大事。 

 

村上：意見を組み合わせて考えてみる。 

 

村山：時間をいただいて細かい内容を考えて、次回の分科会で形にしたい。時宗の協議会には間

に合わないが。1 月に試行講座を実施するので 11 月中に概要を固めていきたい。 

 

② 準備、依頼事項、スケジュール等について 

・試行授業は 1 月中旪から下旪に実施予定 

・IT 分野については次回分科会で検討 

・カリキュラム、シラバス案を担当学科系で作成する依頼 
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議題２：授業準備について 教育プログラム・講師依頼等 

① 試行授業開始 10 月 10 日（水）4 時間目より 

4：オリエンテーション 学生に事業説明 村上部長 

5~6：再生可能エネルギー 福島大学 佐藤教授 

② それ以降の講師の依頼 

 

 

村山：11 月までは上記の表のように決まっている。羽田さん、久我さん後ほど詳細につい

て打ち合わせをしたい。現場調査も久我さんのところで検討していただきたい。 

2 年生の授業に関しては消耗品の部材の購入の許可が出てから準備に入るので、11 月からに

なりそう。1 年生は 11 月に模擬屋根の製作に入る。 

 

 

  

1年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 科目 学習内容 講師

1 3 10月10日 水 学科 再生可能エネルギー技術 オリエンテーション　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス 佐藤
2 3 10月15日 月 学科 太陽光発電基礎 太陽光発電の基礎知識　環境政策など 村山
3 3 10月22日 月 学科 安全衛生 高所作業　屋根の勾配 羽田
4 3 10月29日 月 学科 太陽光発電システム システムの構成と仕様　設計　積算　見積など 久我
5 3 11月5日 月 学科 太陽光発電施工 建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線 近内
6 3 11月12日 月 実習 現場調査 取り付ける屋根の現場を調査する
7 3 11月19日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作
8 3 11月26日 月 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続

45

2年

1 3 10月19日 金 学科 再生可能エネルギー技術 業界の動向　環境政策
2 3 11月2日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備
3 3 11月16日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの組立設置
4 3 11月30日 金 実習 風力発電施工 運用保守

21

授業日程
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③ 授業アンケート頄目について

 

村山：アンケートは早速今日から使い始めた。数値を比較したいので前回と頄目は同じ。 

 

議題３：視察について 12 月 10 日（月）～に予定変更 

 

① 三重大学：再生可能エネルギーを活用するスマートキャンパス 

② けいはんな：次世代エネルギー・社会システム実証プロジェクト 

③ 豊田：スマートハウスの街 東山・高橋エリア 

 

村上：三重大学が 12/10・11 に変更になった。11/28～けいはんな、豊田になる。旅行会社に旅

程の作成を依頼しているので、次回の推進協議会で案内する。 

 

議題４：その他 スケジュール確認等 

 

次回推進協議会 10/18（木） 

 

以上 

 

科目名 再生可能エネルギー 2/13（月）1～3時間　福島大学佐藤教授

Ⅰ以下の質問について１～５段階の評価をしてください。番号を○で囲んでください

①この科目は将来どの程度役に立つと思いますか。

１：役に立たない　２：あまり役に立たない　３：役に立つ　４：よく役に立つ　５：とても役に立つ

②科目の難易度はどうでしたか。

１：とても難しい　２：やや難しい　３：普通　４：やや簡単　５：とても簡単

③どの程度理解できましたか

１：理解できなかった　２：3～4割ほど理解した　３：半分以上理解した　４：7割ぐらい理解した　５：8割以上理解した

④授業に対してのあなた自身の取り組みの姿勢はどうでしたか。

１：やる気がなかった　２：あまりやる気が出なかった　３：ふつう　４：がんばった　５：とてもがんばった

Ⅱこの科目の感想を書いてください

平成23年度文部科学省委託事業

東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成支援事業

再生可能エネルギー・スマートグリッド分野技術者育成事業
試　行　講　座　ア　ン　ケ　ー　ト
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平成 24 年 10 月 18 日 

 

第２回推進協議会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 10 月 18 日（木）17:30~ 

場所：WiZ 203 教室 

出席者(敬称略)：  

●福島大学 佐藤 理夫教授、 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●NPOふくしま未来戦略研究所 理事長 星 亮一、 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、●株式会社ヨシダコーポレーション 丸岡一志 

●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

 

議題： 

１． 実証授業について      

２． EV 電気自動車試行授業カリキュラムについて  

３． 人材ニーズ調査について     

４． 視察について      

５． その他意見交換 

６． 連絡事頄 スケジュール確認 

 

以上 
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議題１：実証授業について 

 (1) 

 

 (2)報告事頄 

●10/10より開講し 2週消化した。 

●受講後アンケートによると前回と比べて学生の意識と取り組み姿勢は若干下回っている。 

●現在、11月の授業の準備を行っている。 

●文科省の返答待ちで機材と消耗品が未発注。 

●布引風力発電所への学生の見学日程調整中。 

●11/7,8【ビッグパレットふくしま 再生可能エネルギー産業フェア】出展：パネル展示 

 

 

村上：上記資料説明 

 

佐藤：授業を教えての感想。大学生と違うところは専門的なことには食い付きがいいところ。 

前回と比べて、若干眠そうな様子だった。 

 

和田：学生たちに授業の後にヒヤリングした。役に立つわかりやすい内容であったということだ

った。クラス全体のモチベーションを上げていくように指導していく。 

 

1年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 科目 学習内容
1 3 10月10日 水 学科 再生可能エネルギー技術 オリエンテーション　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス
2 3 10月15日 月 学科 太陽光発電基礎 太陽光発電の基礎知識　環境政策など
3 3 10月22日 月 学科 安全衛生 高所作業　屋根の勾配 
4 3 10月29日 月 学科 太陽光発電システム システムの構成と仕様　設計　積算　見積など
5 3 11月5日 月 学科 太陽光発電施工 建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線
6 3 11月12日 月 実習 現場調査 取り付ける屋根の現場を調査する
7 3 11月19日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作
8 3 11月26日 月 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続
9 3 12月3日 月 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続

10 3 12月10日 月 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス
11 3 1月8日 火 学科 風力発電基礎 基礎知識　開発計画
12 3 1月9日 水 学科 風力発電システム 発電機の原理と電気の専門的な知識
13 6 1月10日 木 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備と組立設置
14 1月21日 月 実習 風力発電施工 運用保守（予備日）
15 3 1月28日 月 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

45

2年
1 3 10月19日 金 学科 再生可能エネルギー技術 業界の動向　環境政策
2 3 11月2日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備
3 3 11月16日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの組立設置
4 3 11月30日 金 実習 風力発電施工 運用保守
5 3 1月18日 金 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続
6 3 1月25日 金 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス
7 3 2月1日 金 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

21

授業日程
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村山：太陽光発電の基礎知識を担当した。パワーポイントで説明する形式ではなく、ワークシー

トを作成し、自分で板書・メモを記入していき、学生が手を動かして考えさせる工夫をした。し

かし、アンケートを見てみるとまだ尐し難しい内容だと感じていたようだ。 

 

羽田：次回安全衛生を担当するが、ディスカッション形式を取り上げて盛り上がる工夫をする。 

 

久我：前回までの詳しい内容を教えて欲しい。 

 

和田：後ほど打ち合わせをします。 

 

丸岡：今回の事業のミッション（使命）はどのように伝えたのか。 

 

村上：事業概要をオリエンテーションで説明し、理解してもらえたと思う。 

 

長南：第１回の推進協議会で配布した事業計画書で明記してある。 

 

佐藤：学生に十分伝わったか疑問な部分はあるが、前回と今回も、大切なことを 2 時間の中で詰

め込んで講義をした。現在の電力需給の状況とそれに対する再生可能エネルギーをどう取り入れ

ていくかという、福島が目指していく方向性を示す話からはいって、（再生可能エネルギーの）

需要の伸びを想定したビジョンができているので、君たちが活躍する場所はとてもたくさんある

から希望を持っていいというイントロダクションを多くの時間を割いて話した。なので、受け取

ってもらえればこれからの実習を頑張ってもらえるんじゃないか。 

 

内田：反原発や原発はなくなっていくからこれからは再生可能エネルギーだという考え方ではな

く、学生たちの活躍する場であったり可能性の話を明確にして示していくことが必要だ。 

 

佐藤：改善点があれば手厚く考えていくことだ。 

 

村上：意見を反映していきたい。 

 

星 ：川内村に日大のロハスの家を導入できたらと考えていたが、日大だけではなくいろいろな

ところでやればいいのにと思う。学生を川内村に連れて行って住民と一緒に実習をやるのもいい

のではないか。 
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議題２：EV 電気自動車試行授業カリキュラムについて 

参考◆EV：電気自動車工学科 教育課程  

 

スマートグリッド分野の授業をどう取り入れていくか⇒試行授業の設定 3～9 時間程度 

 

◆試行授業（案） 

・自動車工学科の学生対象---機械工学＋電気電子 

・①小型 EV の設計と製作をソーラーカー、EV エコランカーを題材に学ぶ 

   ②または自動車メーカの技術者のセミナー 

・エネルギー、スマートグリッドの基本的な知識も学ぶ 

・専門的な内容は時間的にできないので学生の興味関心を持ってもらうことを主眼とする 

・「EV・PV関連産業人材育成研修（鳥取県雇用創造協議会）」の研修内容を参考とした 

 

 

１時限目 （学科）EV 電気自動車概要：構造としくみ、スマートグリッド 

２  （学科）モータ：基本原理、種類 

３  （学科）バッテリ：電気、電池、充電 

４～６ （実習）設計、製作 

 

◆第３回分科会での意見 

・試行講座の対象学科は自動車工学科だが、スマートグリッド等の教育までトータルで考えると

電気工学科の学生に EVを教えた方がいいのでは 

・充電器の取付、蓄電、バッテリが重要な教育頄目になる 

・次回の分科会での審議を経て、推進協議会までにカリキュラム案を提示する予定 

3年 電気自動車概論 必 18 時間 2 時間

電気自動車構造 必 36 時間 3 時間

電気自動車機能 必 36 時間 3 時間

駆動モータ 必 36 時間 3 時間

モータコントロール 必 36 時間 3 時間

電力変換 必 36 時間 3 時間

蓄電デバイス 必 36 時間 3 時間

バッテリマネジメント 必 36 時間 3 時間

充電システム 必 36 時間 3 時間

EV車両制作実習 必 360 時間 30 時間

EV車両設計実習 必 120 時間 30 時間

電気工事士特別講義 必 120 時間 30 時間

就職実務 必 10 時間 1 時間

3年次小計 916 時間
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村上：カリキュラムと分科会での意見の前頄資料を説明。ニーズの把握に努めていく。 

 

双石：カリキュラムの内容の検討でもあるが、産官学の連携という意味でもみなさんからいろい

ろな意見をいただきたい。 

 

星 ：川内村では高齢者が多く残っている。このような老人社会に向けた乗り物の研究がされて

いけばと思う。 

 

双石：本当に必要なニーズの調査が必要になってくる。 

 

村上：日大の西本教授が県の事業で同様の研究が進められている。 

 

水野：福島ならではの視点での意見をみなさんから出していただいてカリキュラムに反映させて

いきたいのがこの協議会の狙い。 

 

佐藤：移動手段としての自動車を考えるのか、電気で動くものとして考えるかで方向性が変わっ

てくるので、注意していかなければならない。（EV の研究は）大学で将来研究開発にも関与す

る形式のものであったり、自治体や関連した企業に勤める可能性のある人たちに向けてこそやる

べきだと聞いている。それとも、もっと現場に近いところでやっている技術を学生に向けて教え

る内容なのかを吟味して厳選していかないと、カリキュラムの方向性が脱線してしまうデメリッ

トもある。 

 

渡邉：カリキュラムの中にニーズの調査をする時間も入れてもいいのでは。どこまで（EV に関

する教育を）入れるのかということを、我々がニーズの調査をしなければならないのか、学生が

調査をしていくのか。 

 

内田：学生が（ニーズを）聞くというよりも、現実的にそれに直接従事している方に（ニーズを）

聞いていくことになるだろう。カリキュラムではそのことを（学生が）学ぶ姿勢の方が大事なの

ではないかと思う。 
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議題３：人材ニーズ調査について 
 

今後も調査を継続し、リストを作成。人材に関するヒヤリングのアンケートを行う。 

情報等ありましたらお寄せください。 

 

長南：現時点で県内 81社ある。アンケートの内容は今後分科会で検討していく。 

 

村上：太陽光発電に関するリストだが、他に市町村自治体、企業などの情報があれば欲しい。 

 

内田：業種別に分類してほしい。 

 

長南：詳細の把握と合わせて今後進めていく予定である。 

太陽光発電取扱店、企業、団体 (県内）

県北 県中 いわき

1 1 1 株式会社リビングソーラー

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

9 9 9

10 10 10

11 11 11

12 12

13 13

14 14

15 15 会津
16 16

17 17 1

18 18 2

19 19 3

20 20

21 21

22

23

24

25

26 県南
27

28 1

29 2 八溝マテリアル株式会社

30 3

31 株式会社アメテック東日本設備 4

32 京セラソーラーＦＣ　鏡石 5

33 6 福島県太陽光発電協同組合

34 7

35

36

37

38

39

日本エコシステムサービス

カネハナ住材（株）

シオヤ産業株式会社

エステック株式会社

メイワ住設

有限会社　グッドハウス

株式会社　マルエイ

（株）アポロガス　アポロエナジー

アサヒ電子株式会社

株式会社ソーラーポスト

伸栄商事有限会社

しいね産業株式会社

株式会社　東日本アーステック

有限会社　オールサプライ

有限会社　総合電設協進

株式会社メニハンズ

東栄産業株式会社

（株）カノウヤ

株式会社　倉島商店

特定非営利法人太陽光発電と再生可能エネルギー普及協会

一般社団法人　福島おひさま連合

アース株式会社　京セラソーラーＦＣ福島

シーアイエー株式会社

光陽システム

株式会社アポロガス　ほっとリビング

菊池電設工業株式会社

株式会社　日本エス・ジェーシー

有限会社　ライフエナジー

福島太陽光発電所企業組合

岡崎設備

一般社団法人東北再生可能エネルギー協会

株式会社　アプト

株式会社　ウエスギ

株式会社　ハウジングベスト

株式会社　大喜

株式会社　エヌエス工業

（株）スマートエコソーラー

オフィス・フェイス環境事業部

株式会社　グリーンシステムコーポレーショ ン郡山支店

株式会社　長井商事

株式会社エダックス

三洋サンソーラシステム

東北ビルエンジニアリング株式会社

株式会社　コーエイ・アールシー

東北エコロジー株式会社

しいね瓦

株式会社　ケントソーラーエナジー

有限会社　アラテック

株式会社三州プランニング株式会社エコクリーン

アイアンドエヌ

株式会社タツミ太陽光発電事業部

有限会社ランズ・アイ

福島パルス株式会社

株式会社サイトー

株式会社　マキノ

株式会社　レクエ

株式会社　斎弁

福陽ガス株式会社

株式会社丸ウ吉田工務店

南相馬太陽光発電所企業組合

吉田電気工事

若松ガス株式会社

有限会社　福島空調システム

伊達太陽光発電所企業組合 株式会社カナメ

株式会社ポパイ

株式会社ブレイン　京セラソーラーＦＣ　白河

福島セントラルガス株式会社

有限会社　佐藤工業　設備部

高田産商株式会社　本社

日伸電工

（株）セキノ産業　郡山店

株式会社サンワークス

パナソニック株式会社　エコソリューション社

ヒートエナジー株式会社
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議題４：視察について 

（１）アースソーラーカレッジ訪問 ＜詳細は省略 視察の項 P208 を参照＞ 

村上：上記について報告 

（２）視察スケジュール 

①京都けいはんなエコシティ・エコエネルギー学院、豊田市 

日程：11月 28日（水）～30 日（金）2 泊 3日 時間の詳細は調整中 

11/28(水) （夕方～夜）郡山発----------京都泊 

11/29(木) 京都エコエネルギー学院、けいはんなエコシティ見学----------名古屋泊 

11/30(金) 豊田スマートハウスの街----------（夕方～夜）郡山帰着 

②三重大学 

日程：12月 10日（月）～11 日 1泊 2日 

12/10(月) 12:01 郡山駅発----------16:28 津駅着 （泊） 

12/11(火) 三重大学----------------19:28 郡山駅着 

◆参加希望の方は村上までお申し出ください。 

 

村上：後日改めて参加申し込みについて案内する。 

 

議題５：その他意見交換 

 

水野：3 月までにエネルギーマネジメントができる校舎に改修する計画がある。社会人講座とエ

ネルギーを学ぶ入学対象者への奨学金も作る。電力の見える化と売電のシステムの構築や太陽光

発電施工のための実習模擬屋根の設置なども現在調査しているところだ。 

 

双石：三重大学ほどの規模ではなく校舎の屋上などの限られたスペースであるが、実証モデルと

して実績が期待できる。学校での日中の消費電力や太陽光発電量のデータ等の記録をしていく。 

 

丸岡：EV については産業構造の転換点であることを学生に伝えること。スマートグリッドにつ

いてはエイモリーロビンスの提言を知ってもらいたい。人材ニーズについては県内だけではなく

県外、首都圏の関連企業まで視野を広げてはどうか。 

 

 

議題６：連絡事頄・スケジュール確認 

●次回 第 3 回推進協議会 11 月 15 日（木）17：30～ 

以上 
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平成 24 年 10 月 24 日 

 

第４回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 10 月 24 日（水）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

出席者（敬称略）： 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島放尃線総合研究所 内田 章、 

●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１． 授業について     村上 

２． EV 分野について     村上 

３． IT 分野について     村山 

４． その他 

 

以上 
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議題１： 授業について 

＜授業日程の表は省略＞ 

村上：上記の予定を説明。3 週まで終了した。 

 

和田： 

◆11 月の担当講師の決定   

◆消耗品・機材の発注  文科省の確認待ち。実習授業にむけて模擬屋根の準備をする。 

◆見学の日程を調整中 

◆再生可能エネルギー産業フェア 11/7,8 展示パネル製作を進めている。 

 

村山：現場調査の授業は久我さんのところでできそうか。日程の調整化可能なので、現場となる

場所等の選定をお願いしたい。 

 

和田：水・金で時間の移動は可能。 

 

久我：現場をあたって探してみます。 

 

羽田：ちょうど今は実習に適した場所がない。 

和田：工務店、住宅展示場でもいい。近内先生にも協力してもらう。解説は久我さんにお願いし

たい。 

 

内田：新築の住宅で初めから屋根にパネルがあるものと、後から設置したものとの違いを見るだ

けでも勉強になる。 

 

村山： スケジュールが前後してもカリキュラム上は支障がないので現場調査先の選定をよろし

くお願いします。 

 

議題２： EV 分野について 

① 教育プログラム、試行授業の内容を検討 

◆EV：電気自動車工学科 教育課程 下図参照 

スマートグリッド分野の授業をどう取り入れていくか→試行授業の設定 3～9 時間程度 

◆試行授業（案） 

・自動車工学科の学生対象---機械工学＋電気電子 

・①小型 EV の設計と製作をソーラーカー、EV エコランカーを題材に学ぶ②または自動車メー

カの技術者のセミナー 

・エネルギー、スマートグリッドの基本的な知識も学ぶ 
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・専門的な内容は時間的にできないので学生の興味関心を持ってもらうことを主眼とする 

 

１時限目 （学科）EV 電気自動車概要：構造としくみ、スマートグリッド 

２  （学科）モータ：基本原理、種類 

３  （学科）バッテリ：電気、電池、充電 

４～６ （実習）設計、製作 

 

⇒カリキュラム・シラバスについて担当学科系で作成を依頼したい 

・科目名、内容、時間数、---1年間のカリキュラム表作成まで 

 

② 準備、依頼事項、スケジュール等について 

・試行授業は 1 月中旪から下旪に実施予定 

・カリキュラム案を 12 月推進協議会で提示 

 

村上：上記資料に基づいて説明。 

 

村山： EV に取り組んでいる専門学校はあるが、体系的なカリキュラムの公開までは至っていな

いようだ。 

 

双石：再生可能エネルギーとスマートグリッドの連携、そして福島ならではの独自色を打ち出し

た、先駆的なものを構築していければと思う。対象の学生は？ 

 

村上：電気自動車工学科の学生はまだいないので、試行授業は自動車工学科の 1級自動車整備士、

3 年生に対して行う。 

 

和田：資料書籍を発注したので次回紹介する。 

 

水野：今後、ガソリンスタンドにも充電設備が設置されていくので技術者が必要になってくる。 

 

内田：低圧電気取扱講習を受ける必要がある。 

 

村山：自動車系の先生方に協力していただいてディーラーごとに情報収集をしたい。 

 

双石：就職や人材についても調べて欲しい。 
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議題３：IT分野について 

 

＜プログラム案＞ ＜参考＞「スマートグリッド教科書」より ＜項目は省略＞ 

 

◆以上をまとめ 3科目に集約してプログラム（カリキュラムとシラバスを作成） 

① スマートグリッド概論 2時間/週 34 週 68時間 

② ネットワーク技術概論 2時間/週 34 週 68時間 基礎知識あるなら不要 

③ スマートグリッド演習 2時間/週 34 週 68時間 ネットワークシステム 

 

◆実習の内容については今後情報を収集⇒情報系の先生に協力を依頼 

1)スマートメータ試作 2)キット使用 3)データベース 4)ネットワーク  

のいずれかまたは組合せ…など 

 

村山：別紙資料について説明。スマートグリッド分野は取り扱う技術がとても範囲が広く、教育

に関しては修士課程で研究するレベルのようだ。資料は明治大学総合数理学部ネットワークデザ

イン学科のもの。技術開発研修のプログラムは、熊本県のスマートグリッド人材養成事業のもの。 

人材像に関してのリクルートの記事は後ほどお読みください。カリキュラム内容について今後情

報系の先生方と相談しながら進めていく。 

 

渡邉：組み込みを担当しているが、これらの内容を期間内にすべてトレースするのは難しい。 

 

村山：具体的で分かりやすい目標ということで、スマートメータの試作を提示してみた。 

 

双石：電気系、IT系相互に係り合っている。IT系の学生に電気の知識を教えていくようなやり

方なのか。 

 

村上：システム系の学生にスマートグリッドの情報通信技術を教えていくことが軸にはなるが、

当然電気や制御系のことも必要になってくる。 

 

水野：既存の学科の電気工事士、自動車整備士、情報通信技術者のスキルにスマートグリッドの

内容を付加していく。 

 

渡邉：基礎的な部分をだけの講座を作って勉強させていくのはどうか。前回紹介されたキットに

準じたものということであれば、7000円ぐらいからある。もうちょっと見た目がいいものでは

LEDがすでについていてピカピカと光るものだと 30,000 円くらいで買える。制御する技術の基

礎はそういったものでできる。そして、実際にプログラミングして「できたー！」ということに
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はなる。その延長としてアナログの世界があってという、もっていき方ができる。本来ならこの

資料にあるくらいの時間が必要だが。 

 

村上：情報系の学生もハード系のことは興味があってやりたいとは思っているはずだと思うが。 

 

水野：学生の就職先もそちらの方に向かせていきたい。将来的には学科の中にコースができると

いい。 

 

渡邉：実際に 30人クラスだとついていけない学生も出てくるのである程度達成感を味わわせて

あげるには準備、お膳立てが必要になってくる。モジュールの作業になると PSoC（ピーソック）

という小さなチップを使って簡単にできるかもしれない。スマートグリッドの形に近い例題をや

らせるような教材を準備するといいだろう。 

 

村上：学生のレベルと授業の内容を検討していくので、また具体的なアドバイスをいただきたい。 

 

水野：久我さんのところでは実際に家庭でスマートメータの設置実績はあるか。 

 

久我：いや、そこまではまだない。うちでやるとすると監視装置ぐらい。これに連動して空調の

制御をするとか。NTT東日本のフレッツで、オムロンの装置を使って光ケーブルと分電盤を接続

して消費電力が分かるサービス（月 420円）がある。現状では太陽光発電システムのモニタが最

も一般的なものだ。 

 

 

議題４：その他 スケジュール確認等 

次回分科会 11/9（金） 

再生可能エネルギー産業フェア 11/7,8 

 

分科会 11/21も 22 か 19に変更の可能性あり。 

 

以上 
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平成 24 年 11 月 9 日 

 

第５回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 11 月 9 日（金）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

出席者（敬称略）： 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、 

●専門学校国際情報工科大学校：村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１． 授業について    村上 

２． 視察について    村上 

３． アンケートについて   村山 

４． 第３回推進協議会について   村上 

５． その他 

 

以上 
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議題１： 授業について 

 

◆報告事頄 

・1 年生 5 週目まで終了した。学生の反応は「役に立つ内容だが、若干難しい」。 

・再生可能エネルギー産業フェア出展 11/7,8 展示パネル製作 

 

◆11 月~12 月の担当講師の決定 

・現場調査 

・施工（模擬屋根） 

・施工（モジュール取付） 

・風力（2 年生） 

 

◆消耗品・機材は文科省の確認が取れたので発注と納期確認をする。 

 

◆見学の日程調整 

 

村山：上記資料の説明。 

和田：実習は施工に入るので準備をしている。現場調査実習は市内開成の場所が決まり日程の返

答待ち。 

村山：12 月にはモジュール取付に入れるようにお願いします。 

久我：後ほどアンケートを見せてください。 

村山：了解しました。今回は毎回授業の後にすぐアンケートを取るようにしています。 

 

議題２： 視察について 

 

（１）スマートシティウィーク 

1.日程：平成 24年 10月 31 日（水） 

2.行先：Smart City Week 2013 （スマートシティウィーク 2013） 横浜市 パシフィコ横浜 

3.参加者：  

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 
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4.目的： 

本事業の展開に必要とされるスマートシティの成功事例や新たな実証事業などの最新動向の情

報収集と調査を行う。 

 

5.概要 

●世界では現在、多くのスマートシティ・プロジェクトが立ち上がり、多数の企業が各都市でプ

ロジェクトに参画している。技術的な検証や政策的な実証においては多くの成果が得られている

ものの、事業化に向けたビジネスモデルが未整備だという課題が指摘されている。 

●スマートシティに関わる世界中のキーパーソンや政府・自治体関係者を招き、実ビジネスの段

階へと進んでいくスマートシティビジネスの具体例や目指す方向、スマートシティのビジネスモ

デルなどについて議論された。 

●期間中は、構成要素と要素技術にフォーカスした専門セミナーや、横浜市、北九州市が主催す

る自治体セミナーなどが開かれた。関連企業による商品・サービスを集めた展示会も開催された。 

 

村山：上記報告について説明。その他補足等あればお願いします。 

内田：出展する企業によって着目する点が違うと感じた。スマートグリッドの技術分野の範囲は

とても広く、我々も含めて各企業や組織は連携するにあたってどの技術に専門的に関わっていく

のかを探るのが課題である。電気自動車は自動車メーカが作るのではなく電機メーカが作った方

が売れるのではないかなんて考えてみたりすることもできる。今までの産業構造も変革の時期が

来ている。 

 

長南：南相馬市の市長の講演から幕を開けるなど、復興を意識したスマートグリッドの展示であ

った。福岡の 5Kw出力のレンズ風車が 60世帯ほど導入されている。九州大学の実証事業も興味

深かった。訪問見学は可能だそうだ。 

 

羽田：スマートシティといってもどう売っていくかが難しい。 

 

双石：実証段階のものが多く、ビジネスとしての目標はこれからだ。 

 

久我：電気・ガス・水道、どこかがイニシアチブをとって推進していかないとと思う。 

 

双石：理想の未来図は掲げられているが、誰かが具体的にやらなければならない。政府主導から

民間主導になっていかないといけない。 

 

久我：ひとつの家で実現する方が技術の普及になると思うが。 
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内田：分譲住宅地単位で行うのが効率的で導入しやすい。 

 

久我：WiZでも実習用の家を作って、エネルギーを学習できたらいい。 

 

（２）ふくしま復興 再生可能エネルギー産業フェア 

 

1.日程：平成 24年 11月 6 日（火）7 日（水） 

 

2.行先：ビッグパレットふくしま（郡山市） 

 

3.参加者：  

専門学校国際情報工科大学校 

電気電子工学科・エネルギー工学科 1年 2年 

 

4.展示： 

平成 23年度の文部科学省事業と復興プロジェクトの成果を発表した。 

A1・A2パネル計 4枚、スライドショー、太陽光発電・風力発電実験機 

 

村山：上記資料を説明。セミナーでは福島大学の渡邉教授の「再生可能エネルギー産業のための

人材育成プログラム計画」が参考になった。事業プランナーとしての人材ということだったが、

我々のところでは施工管理の人材といった持ち味を生かした事業展開ができたらいいと思う。他

に産総研の詳しい内容があるので次回推進協議会で紹介する。他に意見・感想や情報提供があれ

ばお願いいたします。 

 

和田：学生にとっても収穫があったと思う。学校関係では日大工学部が多くの人を動員していて

よくやっていた。福島高専は防災という観点でのシステムを構築していたところがよかった。企

業では富士通の会津若松のスマートシティが印象に残ったが、プロジェクトが立ち上がったとこ

ろだそうだ。 

学生は 2 名ずつ交代でブース担当をさせた。一番多かった質問は学校の所在地だった。展示の風

車を売ってくれないかというお客さんもいた。 

 

渡邉：学生を引率して見に行った。「再生可能エネルギー」というキーワードに対して学生が憧

れるようなものがないといけないなと感じた。電気自動車なら分かりやすいが、風車やソーラー

でワクワクするような、引き付けられるようなことができればいいのだが。 
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和田：学生は発電所を管理する仕事には興味があるようだ。自分が電気を送りだして見守ってい

る感じが学生の心に響くみたいだ。 

 

内田：再生可能エネルギー・スマートグリッドはいろいろな分野の技術が共有結合されて成り立

っていくものだという印象。 

 

渡邉：実際の施工管理の授業ができればいいのだが。 

 

内田：ソーラーも風車水車は電気工事の知識がすべてではなく物理や化学の技術であり、設備の

保守管理のスペシャリストの方が求められている。 

 

双石：興味を持ってくれる若い人がいないと育てたくても学びたい人材が集まってこない。中高

生にもこの分野はわかりやすくしないと。進路指導をする学校の先生にも伝えていかないと。 

 

内田：発電所では電気の専門家は 5%位で配管や土木関係の技術者ばかり。私の地元で夏休みに

小学校５・６年生に再生可能エネルギーの勉強会を企画したら子どもが集まらなかったらしい。 

 

双石：生涯学習としての内容もどうしたらいいかを考えていく必要がある。 

長南：このイベントは平成 20 年から省エネフェアとしてやっていたもの。来年も開催されるで

あろう。 

 

渡邉：生涯学習のプログラムは考えていたのか 

 

村山：短期プログラムで中高生向けのものは 23年度のこの事業の中で作成した。 

 

双石：来年度にまた生涯学習の計画の予定がある。 

 

渡邉：夏休みとかに小中生を集めて、ソーラー発電をして暮らし方も変わるということを教えた

らいいと思う。暮らしを体験できる空間を作ってできたらおもしろい。 

 

久我：WiZで作ってしまったらいい。 

 

内田：日大のロハスの家では地中熱使っている。 

 

久我：既存のものでも十分できる。250万円くらいのキットもあって太陽光とエネファームを組

み合わせたり、電力のモニターシステムもある。施工は学生ができて実習にもなる。 
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議題３： 企業アンケート（送付）について 

 

◆頄目等で意見があればうかがいたい。（以下再エネフェアでのアンケート） 

＜アンケート質問項目は省略＞ 

●目的：再生可能エネルギー・スマートグリッド分野において企業等で求められている人材に関

する情報収集をする。 

 

＜フローとして…以下のような流れでどうでしょうか、ご意見を＞ 

再生可能エネルギーへの対応があるかないか、あるとすれば、どの分野（太陽光、EV…） 

 

であって、人材を確保できているか？または新たな人材が必要なのか？ 

 

こういう職種：（営業、技術、開発、マネジメント…）であり。 

 

必要なスキルや資格は何であり、何人ぐらいを、いつ頃までに必要か。 

 

村山：企業リストの作成を継続している。今回提示したものは先日の展示の際に使ったもの。以

後質問頄目について検討していくので意見等ありましたら出していただきたい。頄目は 12月に

確定し 1 月には実施したい。形式として Webサイトでできないか情報収集している。 

 

長南：次回協議会でも提示して検討していく。 

 

久我：FAX DMの方法もある。 

議題４： 11/15（木）：＜日程注意！＞第３回推進協議会について   

 

【予定している議題】他に取り上げる議題あれば… 

１．授業の報告と今後の予定 

２．EV、IT分野カリキュラムについての分科会の報告 

３．視察等について 

①スマートシティウィーク視察の報告 

②再エネフェア展示の報告 

③けいはんな視察の案内 

３．三重大学旅程について 

４．人材アンケートについて  質問頄目について討議 

５．その他 連絡事頄等 

 

議題５：その他 スケジュール確認等 

次回分科会 ＜日程変更＞ 第６回分科会  11月 19 日（月）17:30～ 
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平成 24 年 11 月 15 日 

 

第３回推進協議会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 11 月 15 日（木）17:30~ 

場所：WiZ 203 教室 

出席者（敬称略）： 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、 

●NPOふくしま未来戦略研究所 理事長 星 亮一、●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、 

●株式会社えこでん 久我 和也、●株式会社ヨシダコーポレーション 丸岡一志 

●新潟工科専門学校 仁多見 透 副校長、●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

 

議題： 

１．授業の報告と今後の予定 

 

２．EV、IT分野カリキュラムについての分科会の報告 

 

３．人材アンケートについて  質問頄目について討議 

 

４．視察の報告 

  ①スマートシティウィーク視察の報告 

  ②再エネフェア展示の報告 

 

５．けいはんな・三重大学視察の旅程について 

 

６．その他 連絡事頄等 

 

 

以上 
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議題１：授業の報告と今後の予定 

 (1) 

 

 (2)報告事頄 

・1 年生 5 週目まで終了した。学生の反応は「役に立つ内容だが、若干難しい」。 

・再生可能エネルギー産業フェア出展 11/7,8 展示パネル製作 

◆11 月~12 月の担当講師の決定 

・現場調査  久我先生：実習場所が決まり先方との日程確認中 

・施工（模擬屋根） 近内先生：次週より製作 

・施工（モジュール取付） 担当講師依頼中 

・風力（2 年生）  担当講師依頼中 

◆消耗品・機材は文科省の確認が取れたので発注と納期確認をする。 

◆布引風力発電所への学生の見学日程調整中。 

●11/7,8【ビッグパレットふくしま】再生可能エネルギー産業フェア出展：パネル展示 

 

久我：授業を受け持った感想について、積算の部分は本気になって取り組んでいた。見積の際の

図面の見方についても、正解がないということで戸惑った部分もあった。実際に自分で頭を使っ

て考えるということと、これから自分がどう関わっていくかということを意識してもらえたとこ

ろが良かった。 

1年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 科目 学習内容 講師 状況
1 3 10月10日 水 学科 再生可能エネルギー技術 オリエンテーション　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス 佐藤 済
2 3 10月15日 月 学科 太陽光発電基礎 太陽光発電の基礎知識　環境政策など 村山 済
3 3 10月22日 月 学科 安全衛生 高所作業　屋根の勾配 羽田 済
4 3 10月29日 月 学科 太陽光発電システム システムの構成と仕様　設計　積算　見積など 久我 済
5 3 11月5日 月 学科 太陽光発電施工 建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線 近内 済
6 3 11月12日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 設計図と模型 近内 済
7 3 11月19日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 近内
8 3 11月26日 月 実習 現場調査 取り付ける屋根の現場を調査する 久我 日程調整中

9 3 12月3日 月 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続
10 3 12月10日 月 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス
11 3 1月8日 火 学科 風力発電基礎 基礎知識　開発計画
12 3 1月9日 水 学科 風力発電システム 発電機の原理と電気の専門的な知識
13 6 1月10日 木 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備と組立設置
14 1月21日 月 実習 風力発電施工 運用保守（予備日）
15 3 1月28日 月 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

45

2年
1 3 10月19日 金 学科 再生可能エネルギー技術 業界の動向　環境政策 延期
2 3 11月2日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備 延期
3 3 11月16日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの組立設置 延期
4 3 11月30日 金 実習 風力発電施工 運用保守
5 3 1月18日 金 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続
6 3 1月25日 金 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス
7 3 2月1日 金 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

21

1・2年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 場所 内容

3 10月中 水 見学 布引高原風力発電所 発電設備の見学 調整
6 11月7日 水 参加 再生可能エネルギー産業フェア 学習内容の発表 済
9

授業日程

行事・見学
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議題２：EV、IT分野カリキュラムについての分科会の報告 

①EV 分野教育カリキュラム参考例 

◆「EV・PV関連産業人材育成研修（鳥取県雇用創造協議会）」の研修内容 

＜表は省略 前出＞ 

◆試行授業（案） 

・1 級自動車整備士 3 年生を対象とする 

・①小型 EV の設計と製作をソーラーカー、EV エコランカーを題材に学ぶ 

 ②自動車メーカの技術者のセミナー 

・エネルギー、スマートグリッドの基本的な知識も学ぶ 

・専門的な内容は時間的にできないので学生の興味関心を持ってもらうことを主眼とする 

 

１時限目 （学科）EV 電気自動車概要：構造としくみ、スマートグリッド 

２  （学科）モータ：基本原理、種類 

３  （学科）バッテリ：電気、電池、充電 

４～６ （実習）設計、製作 

 

◆第４回分科会での意見 

・自動車系の先生にカリキュラムの編成を依頼 

・ディーラーごとの情報収集をする（技術、特徴、人材など） 

・充電設備の施工、低圧電気取扱講習の内容が必要 

・次回の分科会での審議を経て、推進協議会までにカリキュラム案を提示する予定 

 

◆ 12 月の推進協議会でカリキュラム案を提示、試行授業は 1月中旪～下旪の予定 

 

村山：以上説明。 

村上：試行授業は学生の反応や企業アンケートを生かして構築していく。 

佐藤：３時間程度のキットを使う実習ということだが、実際の物を作ることが大事。 

双石：ディーラーごとの状況はかなり違うのか。ヒヤリングはどの程度の規模で考えているのか。 

村上：かなり違う。県内の自動車ディーラーだけでなく幅広い企業に聞かなければならない。 

佐藤：再生可能エネルギー産業フェアでは日産リーフのような乗用車もあったが、一人乗りのコ

ミューターのような展示もあり、自動車メーカ以外の企業も取り組んでいる。 

水野：具体的なリストは現在作っているのでその辺の背景も加えて調査していく。 
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②IT 分野教育カリキュラム 以下「スマートグリッドの教科書」参考 

＜表は省略 ＞ 

 

◆以上をまとめ 3科目に集約してプログラム（カリキュラムとシラバスを作成） 

④ スマートグリッド概論 2時間/週 34 週 68時間 

⑤ ネットワーク技術概論 2時間/週 34 週 68時間 基礎知識あるなら不要 

⑥ スマートグリッド演習 2時間/週 34 週 68時間 ネットワークシステム 

 

◆試行授業 

実習の内容については今後情報を収集⇒情報系の先生に協力を依頼 

スマートグリッド技術に近い例題を PSoC（ピーソック）等のキットを使用してプログラミング

など具体的なやり方を検討していく。 

 

村山：以上資料説明。広範囲で高度な内容であり、専門学校の学生に適した内容にするためには

今後検討が必要である。試行授業は実習の内容が決まれば行えるが、学科の授業は概要の説明に

とどまる見込である。 

 

内田：再生可能エネルギーとスマートグリッドにおいて、ＥＶ、エネルギー、ＩＴの全部の学ぶ

べき事をやるのは際限のないこと。電気系の学生であれば再生可能エネルギーに特化した部分、

情報系ではオンデマンドと系統連携と制御の部分がメインになるであろう。IT系の学生に電気

のしくみとかはやったところで彼ら自身に深く入っていかないと思う。この分野は国の政策的な

ところが大きかったり、あまりにも技術の範囲が広く各分野での棲み分けが非常に難しくなって

いる。 

 

村上：分科会でも話し合ってきたが分野を絞って作り上げていく。 

 

水野：現在既存の学科の来年度のカリキュラムを検討しているのだが、今まで電気の方で通信を

やっていたが、情報系の方でこそ通信をやるべきだという議論もあり、いろいろな角度での検証

が必要だ。 

 

村上：ＩＴ系の学科で通信を学び工事担任者のイメージでいる。 

 

長南：ＩＴ系の学科は情報システム、ＳＥ、プログラマーの分野。 

 

佐藤：通信とは情報の伝達がベースとなる。それにエネルギーの制御という概念があるというこ

とを知ってもらう。 



Ⅱ議事録 

56 

 

 

水野：けいはんなでの実証実験があるように電気を街で制御する、ネットワークを構築する人材

は必要になってくる。今までの情報通信技術に加えてエネルギーの制御技術が求められる。３年

課程で考えている。 

 

佐藤：知り合いの電設・電気工事は工場の分電盤を作っているが制御系でわからない部分は外注

してしまうそうだ。 

 

内田：私の知り合いの会社でも電気系・制御系の両方に精通した社員はいない。社員募集でも最

近は電気工事士採らないんだ、制御やプログラムできる人を採るんだという声もあったりする。

メーカの制御盤、防犯設備の下請けの会社だが。 

 

和田：強電の部門と制御系も含めたワンストップでできる会社もある。 

 

双石：どの技術がどのくらいの範囲で必要とされているのか調査しないといけない。 

 

久我：デマンド監視の現場では、電気工事士が取り付けて、ネットワークはシステム系の技術者

がセットアップする。分業されていて必ずしも両方の技術が必要とされているわけではない。 

 

内田：電気設備、通信工事と消防設備など一人で全部できる人は殆どいない。 

 

佐藤：分業になっていることを前提とすれば、私の仕事はここまでだけどあなたの仕事はちょっ

と知っているよということで打ち合わせやコミュニケーションができることが大事。 

 

双石：電気やＥＶも基本の知識は共通して持っていることは必要だ。 

 

水野：この校舎の改修の業者も、エネルギーマネジメントとデータ運用管理は別の会社が担当す

る。 

 

久我：専門的な技術者が必要なのか、システムをマネジメントできる人材が必要なのかでも変わ

ってくる。 

 

内田：ＯＡ機器のサービスエンジニアのイメージがあるが。 

 

村上：いろいろなケースを考えて対応していきたい。 
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長南：具体的な部分で今後も情報と意見の交換をしていき、内容については分科会で再度話し合

っていきたい。 

 

議題３： 企業アンケート（送付）について 

 

◆頄目等で意見があればうかがいたい。（以下再エネフェアでのアンケート） 

 

●目的：再生可能エネルギー・スマートグリッド分野において企業等で求められている人材に関

する情報収集をする。 

 

Q1 勤務地はどちらですか。 

１．福島県内         市町村名           

２．県外           都道府県、市区町村名           

 

Q2 該当する勤務先の業種に○をつけてください。 

１．建設業 ２．製造業 ３．電気・ガス・水道業 ４．情報通信業 ５．運輸業

６．卸・小売業 ７．金融・保険業 ８．丌動産業  ９．飲食店・宿泊業  

10．医療・福祉業 11．教育・学習支援業 12．広告マスコミ業 13.サービス業 

14.公務員 15．各種団体 16．自営業 17.その他 

 

Q3 該当する勤務先の従業員数に○をつけてください。 

１．29 人以下  ２．30～99 人  ３．100～299 人  ４．300～999 人  ５．1000 人以上 

 

Q4 現在のあなたの勤務先は再生可能エネルギー関連の業務との関わりはありますか。 

１．全くない ２．少しある ３．普通（半分位）  ４．多くある 

５．ほとんど ６．わからない 

 

Q5 あなたの勤務先では近い将来、再生可能エネルギー関連の業務を新規に始めたり拡大していく予定や

計画がありますか。 

１．ある  ２．ない  ３．わからない 

 

Q6 Q5 であると回答した方は該当する再生可能エネルギー（新エネルギー）を以下から選んでください。

（複数可） 

１．太陽光発電 ２．風力発電 ３．バイオマス発電  ４．中小規模水力発電 

5．地熱発電 ６．太陽熱発電 ７．温度差熱利用  ８．バイオマス熱利用  

９．雪氷熱利用 10．バイオマス燃料製造 11.その他（          ） 
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Q７あなたの勤務先において、再生可能エネルギー・スマートグリッド分野の人材は今後必要になってい

きますか。 

１．必要である ２．どちらかというと必要 ３．あまり必要でない ４．必要でない 

５．わからない 

 

Q８ Q７で１か２に回答した方は再生可能エネルギー（新エネルギー）関連業務で必要とされる職種を以

下から選んでください。（複数可） 

１．営業職 ２．事務職 ３．企画職 ４．専門職  

5．ソフトウェア・ネットワーク系技術職 ６．素材・化学系技術職 ７．建築・土木系技術職 

８．電気電子機械系技術者  ９．農林水産系技術職 10.その他技術職 

 

Q９ Q７で 4-10 を選んだ方は再生可能エネルギー分野で必要とされる技術者を選んでください。（複数

可） 

１．太陽光発電施工技術者  ２．風力発電技術者  

３．電気設備工事技術者  ４．EV 電気自動車技術者 

５．ネットワークエンジニア  ６．プログラマー  ７．プロジェクトマネージャ 

８．低圧電気取扱者   ９．スマートグリッド技術者  

10.その他（              ） 

 

Q10 Q8 にあげた再生可能エネルギー・スマートグリッド分野の技術者はどのような方法で確保しますか。 

１．社内の人材を育成 ２．経験者の中途採用 ３．新卒採用 ４．必要でない 

５．わからない 

 

Q11（経営・人事を担当されている方のみお答えください）再生可能エネルギー・スマートグリッド分野

の技術系人材の採用予定人数は何人ですか。 

１．若干名 ２．5 から 10 名 ３．10 名以上 ４．必要でない 

５．わからない 

 

Q12「スマートグリッド」についてどのくらい知っていますか。 

１．全く知らない ２．聞いたことはあるが意味は分からない ３．何となく理解している 

４．よく理解している ５．詳しく説明することができる 

 

※ 今後、資格やスキルについての内容の質問項目を作成して加えていく。 

 

双石：Ｑ９について問いの番号が違う。 
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村山：Ｑ７ではなくてＱ８の間違い。 

 

内田：Ｑ９の３を省エネも入れてはどうか。技術者の分類も考えて。 

 

佐藤：例えば、スマートグリッドの技術者を拡大したいということで、Ｑ９の４，５，６あたり

でＮＯとなってしまったらアンケートは成立するか。「再生可能エネルギー」と「スマートグリ

ッド」の問いかけが明確でない感じがするが。 

 

丸岡：Ｑ９では発電領域の種別で聞いているが、発電・送電の分け方もあってもいい。 

 

佐藤：省エネに関わる人たちもスマートグリッドと同じように配慮していく。 

 

内田：日経エコロジーとかアンケートもくるのだが、やっていて気持ち悪くなる。質問が多すぎ

て。 

 

双石：Ｑ１２が一番最後にあるのがおかしい。 

 

内田：再生可能エネルギーとスマートグリッドの関係性もとらえ方が人によって違うこともある。 

 

佐藤：再生可能エネルギー関連の業務といったときに、スマートグリッド分野が含まれるのかど

うかの認識は人によって違ってくる。スマートグリッド関連の業務をしている人がＱ４、５で「ほ

とんどない」という解答になるということもありうる。スマートグリッドは再生可能エネルギー

と関連があると見た方がいいと思ってはいるが、アンケートを読んだ人がそう思わなかったらア

ンケートがこちらの意図と違った結果になってしまう。強調するのであればＱ５で選択肢を再生

可能エネルギー全般とするのなら、つくるエネルギーと省エネルギーとスマートグリッドも含め

るというふうに最初に定義してあげるようにすればいいのでは。 

 

久我：「スマートグリッド」って今さら何？と聞けなかったりもする人も多いのでは。 

はじめに説明を入れるとか。 

 

長南：再生可能エネルギーとスマートグリッドの組み合わせた問い方でいいと思うか。 

 

内田：再生可能エネルギーありきでスマートグリッドはあとについてくる物だと思う。どれだけ

の人がスマートグリッドの概念を理解しているか。電気工事士がソーラーや風車を取り付けてい

てもどれだけスマートグリッドを意識していることか。スマートグリッドということについて掘
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り下げて質問しないとスマートグリッドという言葉がどれだけ浸透しているかわからない。この

アンケートでは理解していることを前提にしているが。よくメルマガでくるのが、「企業の環境

に対する取り組みについてご存じでしょうか」とか、動画のリンク先が貼ってあったり。始めに

説明することがあってもいいだろう。スマートグリッドについてどれだけ知っているかを質問し

て掘り下げて行くのもおもしろいのでは。 

 

佐藤：分けて詳しく聞く方法もある。Ｑ７とか、１０、１１の質問は再生可能エネルギーとスマ

ートグリッドで分けて質問したほうがいい。 

 

双石：目的はどういう人材が必要なのかということ。 

 

丸岡：今回の事業は両方を取り扱っているから難しくなっている。スマートグリッドというコン

セプトと産業の分類が合致していない側面もある。ＥＶ分野を取り上げても、蓄電・充電や再生

可能エネルギーの要素も入ってきて、人材の持つ技術も新たに広がっている。スマートグリッド

で必要な人材といってもなかなか簡単には語れない。 

 

内田：これこれの技術分野がスマートグリッドの一翼を担うというとらえ方になる。 

 

村上：業種職種の分類がまとめられたものがあればありがたいのだが。 

 

藁谷：再生可能エネルギーとなると産業分類の指標がないのが現状だ。 

 

内田：電気工事業、建設工事業、通信工事業、消防防災設備業であったりそれぞれが一翼を担う

が、スマートグリッドのスキームというと政策的なところであったり、新たな産業がこれから出

てくることもある。 

 

藁谷：電力を生み出す機械を作るとしてもどう分類していくかは難しい。 

 

富山：富山県でもいろいろな業界が取り組み始めた。 

 

村上：県内外の企業で１００から１２０くらいの企業のリストアップをした。 

 

長南：県外企業にも広げていくことで丸岡さんよりアドバイスをいただいたが。 

丸岡：この分野に新規参入ということになればある程度の資本力のある東京の企業ということに

なる。産業分野として確立していない分、欲しい人材のイメージが引き出せる。 
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双石：対象の企業を明確にする方がアンケートを取りやすいが、多くの業種が関わってきている

状況を考えると、どこまで対象を広げるかも検討事頄になってくる。 

 

長南：アンケートの頄目に関しても次週の分科会で話し合う。 

 

議題４：視察の報告 

① スマートシティウィーク＜詳細は視察の項を参照＞ 

② 再生可能エネルギー産業フェア＜詳細は視察の項を参照＞ 
 

村山：上記資料を説明。 

 

和田：専門学校での技術者育成の取り組みを紹介できた。また、出展社との情報交換の場でもあ

り参加した学生も勉強になった。 

 

長南：２日間で４２００名の動員だった。 

 

藁谷：目標は３０００人の動員だった。２日目の入場が多かった。 

 

佐藤：初日のテレビ等の報道があってからいった人も多いようだ。 

 

藁谷：来年度に向けてまた準備をしていく。 

 

議題５：けいはんな・三重大学視察の旅程について 

 

①京都けいはんなエコシティ・エコエネルギー学院、豊田市 

日程：11月 28日（水）～30 日（金）2 泊 3日 詳細別紙 

11/28(水) （夕方～夜）郡山発----------京都泊 

11/29(木) 京都エコエネルギー学院、けいはんなエコシティ見学----------名古屋泊 

11/30(金) 豊田スマートハウスの街----------（夕方～夜）郡山帰着 

②三重大学 

日程：12月 10日（月）～11 日 1泊 2日 

12/10(月) 12:01 郡山駅発----------16:28 津駅着 （泊） 

12/11(火) 三重大学----------------19:28 郡山駅着 

 

村上：上記日程を説明。 
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議題６：その他意見交換、連絡事頄・スケジュール確認 

 

富山：富山県は人口 110 万人だが太陽光の買い取り１万８千件（７万６千ＫＷ） 

 

佐藤：福島県は 2011年末で約 7万 KW。2 年間で 1.7倍に増えた。 

 

●次回 第４回推進協議会 12 月 13 日（木）17：30～ 

以上 
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平成 24 年 11 月 19 日 

 

第６回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 11 月 19 日（月）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１． 授業について    村上 

２． 11～12 月の業務について   村山 

３． アンケートについて   村山 

４． その他 

 

以上 
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議題１： 授業について 

＜授業日程表は省略＞ 

◆報告事頄 

・1 年生 6 週目まで終了した。 

・実習消耗品等の購入待ち 

◆11 月~12 月の担当講師の決定 

・現場調査  久我先生 日程返答待ち 26 日の週になる 

・施工（模擬屋根）  

・施工（モジュール取付） 

・風力（2 年生） 

◆消耗品・機材は文科省の確認が取れたので発注と納期確認をする。 

◆見学の日程調整 

 

村上：上記資料を説明 

（質疑なし） 

 

議題２： 11 月から 12 月の業務について  進行状況等 

 

村山：別紙業務分担表の説明。 

 

◆課題  

１．実証授業の準備。スケジュール→内容→講師依頼→機材部材の準備  

    ●モジュール取付以降が未定  

２．EV、ITカリキュラム策定  

    ●EV自動車系に依頼 12月協議会でカリキュラムと試行授業案を発表したい 

３．2 年生の授業の準備（10/19～風力発電実習）  

    ●機材準備遅れている 

４．人材ニーズ調査 県内の再生可能エネルギー関連の組織・団体・企業の現状と見込み  

    ●企業リストを継続して作成 県外、大手関連企業もピックアップ  

    ●アンケート頄目を継続審議  

 

村上：機材の発注は契約が済んでからとの指示が文科省よりあった。 
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議題３： 企業アンケート（送付）について 

 

◆頄目等で意見があればうかがいたい。（以下再エネフェアでのアンケート） 

＜アンケート項目は省略＞ 

 

村山：上記について説明。 

 

内田：アンケートについては委員からも意見を出し合った方がいい。次回の推進協議会でよく検

討したい。 

 

村上：アンケートのコンセプトは人材育成の視点で考える。どんな知識と技術を持った人材なの

かをリサーチしたい。再生可能エネルギー・スマートグリッドの取り組みに関する視点もあるが、

優先されるのはカリキュラム作成のためのものであることである。 

 

双石：趣旨と頄目とをまとめて、討議の元になるものをもう一度上げてもらうようにしたい。 

 

水野：次回の分科会の事前にメンバーに知らせて考えてもらうようにすればいい。成果報告でも

重要だ。 

 

村山：データをメールでお送りします。 

 

渡邉：対象企業の選び方でも結果が変わってくるが、どのような視点で決めていくかを検討した

方がいい。 

 

村上：業種に注視していくことになると思う。 

 

内田：現場にブルーカラーとして実際に携わっているかがポイントで、大手企業の管理職につい

てはよく技術者の把握はできていないと思う。電気工事、通信、情報サービス、建設、設備あた

りが対象になるのでは。新規参入企業の業種は多岐にわたるが、それらの企業に絞った方がいい

のではないか。 

村上：カリキュラムを学んだ専門学校生が就職することができる企業。 

 

内田：取り組んでいる会社は、電気工事業、給排水、ボイラー、ガス、通信であれば電話、情報

サービスでは制御をやっている会社、建設は地元での中堅以下の会社で顧客や工事業者と直接か

関わっている会社。 
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双石：専門学校としての人材育成、その人材がつながる企業。 

 

村上：再生可能エネルギーと、スマートグリッドを分けて考えることも必要。予算も取っている。 

 

村山：回収率を上げる方策も練っていかなければならない。ネット利用について現在調査中。 

 

内田：紙、FAX、ネットいずれの方法でもできるように案内する。 

 

羽田：封筒で送るにも開けてもらえないといけない。 

 

久我：確実なのは送付の前後で確認の電話を入れると回収率は高まる。 

 

双石：重要な会社は直接会社を訪問して記入してもらうこともあるだろう。 

 

水野：企業リストの検討作業も会議で話し合いたい。 

 

村山：企業のリストを継続して収集していき、選定をお願いしたい。 

 

長南：スケジュールは 12月 5日の分科会の前にもう一度原案を提示し、委員の中で意見交換を

する。 

 

議題４：その他 スケジュール確認等 

 

村上：視察について連絡と確認。 

 

次回 第７回分科会 12月 5日（水） 17:30～ 
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平成 24 年 11 月 28 日 

 

第４回推進協議会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 11 月 28 日（水）18:30~ 

場所：京都リッチホテル 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、 

●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１．視察の予定等について 

 ・けいはんな 

 ・豊田スマートシティ 

 

２．人材アンケートについて 

 

３．その他 連絡事頄等 

 

 

 

●次回 第 7回分科会 12月 5日（水）17:30～ 

 

以上 
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議題１：視察の予定について 

村上：以下説明 

◆京都エコエネルギー学院は先方から連絡で訪問不可となった 

9:00ホテル発 

11/29(木) 12:00 着 けいはんなエコシティ見学----------名古屋リッチホテル泊 

11/30(金) 11:00 着 とよたエコフルタウン--------------17:28 郡山帰着 

 

議題２：アンケートについて 

村山：以下説明 

 

①【調査企画】アンケートを行う前の準備として必要な頄目をまとめました。 

＜表は省略 アンケートの項を参照＞ 

②【調査内容の流れ】 

＜表は省略 アンケートの項を参照＞ 

③【検討事項】 

1)再生可能エネルギーとスマートグリッドを分けたが、この形でよいか。 

 ・２つの分野の認知度や理解度等に対象者によって差があるのではないかという予測 

 ○データを集計する上でも分類した方が明確なレポートができる 

 ×な点は質問内容が繰り返される、質問頄目数が多くなる 

 ？再生可能エネルギーだけに絞った方がよいか 

2)現在の状況と将来の予測と、別々に同様な内容で質問しているが、これでいいか。 

 それともうまくミックスさせた方がいいか。 

 ・「現状はこうだが」「将来はこうしたいという」差やギャップが明らかになると、 

   問題点や課題が浮き上がってくるのではないかという予測 

3)質問項目、質問文について意見訂正等あればお願いします。 

4）選択肢の項目（職種・資格）について過不足があれば意見訂正等お願いします。 

5)職種・資格についての表記を 3パターン提案してありますが、適切なものを決めたい。 

6)今後の流れは、本日の結果をもとにメールで次回分科会の前日までに送信します。12/5（水）

の分科会で再度確認します。 

以上次回分科会(12/5)で討議する 

 

議題３：その他 連絡事項   なし 
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平成 24 年 12 月 5 日 

 

第７回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 12 月 5 日（水）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１．授業について    村上 

２．視察報告    村上 

(1)けいはんなエコシティ 

(2)とよたエコフルタウン 

３．アンケートについて   村山 

４．第５回推進協議会について  村上 

５．三重大学視察について 

６．その他 連絡事頄 

 

以上 



Ⅱ議事録 

70 

 

議題１： 授業について 

 

◆報告事頄 

・12/4 に予定していた現場調査は雨天のため延期 

・年内授業終了につき模擬屋根製作と太陽光モジュール取付は 1 月に延期 

・実習消耗品等の購入待ち 

◆消耗品・機材は文科省の確認が取れたが再び承認待ちの状態。 

◆見学の日程調整 

 

村上：上記内容を説明。 

 

和田：模擬屋根はスレートと和瓦の 2種類を製作する。 

 

議題２： 視察報告 

 

（１）けいはんなエコシティ 

１． 訪問先：京都府精華町 

けいはんなエコシティ「次世代エネルギー・社会システム」実証プロジェクト 

２． 日 時：平成 24年 11月 29日（木）13:00～15:00 

３．参加者：（敬称略） 

 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

 

４．概要： 

＜省略 視察の項を参照＞ 

 

（２）とよたエコフルタウン 

１．訪問先：豊田市 

 とよたエコフルタウン 
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２．日 時：平成 24年 11月 30日（金）11:00～12:00 

３．参加者：（敬称略） 

 ●福島大学 佐藤 理夫教授、●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、 

●株式会社エービーシステム 羽田 篤史 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

４．概要： 

①豊田市の最先端の環境技術開発の取組み 

②パビリオン 

③スマートハウス モデル棟 

＜省略 視察の項を参照＞ 

 

村上：けいはんなでは実際に講義を受けていい内容であった。豊田でも説明員の方から実際のス

マートハウスの運用について説明を受けた。人材についてのヒントはなかなか得られなかったの

が残念であった。 

 

内田：とよたエコフルタウンは豊田市のプロジェクトだがトヨタ自動車がリーダーシップをとっ

ている。 

 

村上：けいはんなでは実証実験としてデータをとることが大事である。 

 

双石：理想としては素晴らしいものがあるが、実現には産官学の連携が難しい。人材育成という

点ではとても考えさせられた。 

 

内田：産官学のそれぞれの目指すものが違うところが難しい。産がリーダーシップをとって利益

を生み出していかないとなかなか市場は広がっていかない。 

 

羽田：企業としての立場からいろいろ見させてもらった。（スマートグリッドは）これからイン

フラのところから整備されていくと思うが、やろうとしても人を投入するには限りがあると感じ

た。また、ネットワークでプライベートな情報を収集することもあり、情報モラルやセキュリテ

ィについてのシステムづくりと人材教育についての課題があるようだ。 

 

村上：情報提供者にはポイントやインセンティブが支給されるそうだ。 

 

長南：ビジネスモデルの構築や雇用につながるところまで発展させていくことがこれからの課題。 
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議題３： 企業アンケート（送付）について 

 

村山：資料の説明。別紙のアンケート用紙には佐藤教授からの指摘を赤で記入してある。 

 

【検討事項】 

 

1)再生可能エネルギーとスマートグリッドを分けたが、この形でよいか 

 ・２つの分野の認知度や理解度等に対象者によって差があるのではないかという予測 

 ○データを集計する上でも分類した方が明確なレポートができる 

 ×な点は質問内容が繰り返される、質問頄目数が多くなる 

 ？再生可能エネルギーだけに絞った方がよいか 

 

2)現在の状況と将来の予測と、別々に同様な内容で質問しているが、これでいいか。 

 それともうまくミックスさせた方がいいか。 

 ・「現状はこうだが」「将来はこうしたいという」差やギャップが明らかになると、 

   問題点や課題が浮き上がってくるのではないかという予測 

 

村山：上記 1)と 2)について意見をお願いします。 

 

渡邉：再生可能エネルギーの分類の仕方はいいと思うが、スマートグリッドは職種が多く複雑な

ので（再生可能エネルギーと）同じような訊き方は難しいのではないか。 

 

一同：難しい。 

 

村山：HEMS、BEMS、CEMSの用語は一般には浸透していないと思う。EV は身近になってきたが。 

最新の情報によるとスマートグリッドの未来は医療や介護の分野まで広がっていくそうだ。スマ

ートグリッドでは質問内容を変えていく必要がある。来週の協議会では同様に質問していく。 

今回の分科会の意見では人材アンケートは再生可能エネルギー分野の人材の現状と未来という

ことで質問頄目を決めていく。 

 

3)質問項目、質問文について意見訂正等あればお願いします。 

 

4）選択肢の項目（職種・資格）について過不足があれば意見訂正等お願いします。 
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5)職種・資格についての表記を 3パターン提案してありますが、適切なものを決めたいと思いま

す。 

 

村山：以上 3つのパターンについてはどうでしょうか。 

 

内田：資格だけではうまく合致しない場合もある。従事している職務内容で訊いた方がいい。 

 

村山：職種の質問のところの選択肢をよく検討する必要がある。また選択肢リストを作るので次

回検討していきたい。 

 

渡邉：プラント設計とか…。 

 

◆訂正・意見等ありましたら 12/11 までにメールで村上宛にお願いします。 

 

村山：細かい内容になっていくので委員の皆さんで見ていただいてメールで職種の提案や訂正意

見をいただきたい。 

 

【調査企画】アンケートを行う前の準備として必要な頄目をまとめました。 

＜表は省略 アンケートの項を参照＞ 

 

【調査内容の流れ】 

＜表は省略 アンケートの項を参照＞ 

 

村山：リストの件数は？ サンプル 100で 3割の回収率を目指すとすると約 300件必要だが。 

 

村上：重複もあるがそのくらいはあると思う 

 

村山：特に職種に関するアドバイスをみなさんにお願いしたい。 
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議題４：第５回推進協議会について 

 

議題 

１．授業の報告と今後の予定 

２．視察報告  (1)けいはんなエコシティ  (2)とよたエコフルタウン  (3)三重大学 

３．人材アンケートについて 

（４．EV IT のカリキュラムが未決定） 

その他 連絡事頄 

 

村上：日程の確認をしてください。12 月 13 日（木）17:30~ 

 

議題５：三重大学視察について 

 

テーマ：再生可能エネルギーを活用するスマートキャンパス 

 

参加者：水野・村上・双石・佐藤・内田・久我・羽田・阿部・小平・村山 

 

議題６：その他 連絡事頄 

 

◆次回 第５回推進協議会 12 月 13 日（木）17:30~ 

    第８回分科会    1 月９日（水）  
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平成 24 年 12 月 13 日 

 

第５回推進協議会 議事録 

 

 

日時：平成 24 年 12 月 13 日（木）17:30~ 

場所：WiZ 203 教室 

出席者：(敬称略) 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、 

●NPOふくしま未来戦略研究所 理事長 星 亮一、 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、●株式会社ヨシダコーポレーション 丸岡一志 

●新潟工科専門学校 仁多見 透 副校長、●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成副校長、近内 広樹 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、佐藤 和典 

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１．授業の報告 

 

２．EV分野試行講座カリキュラムについて 

 

３．人材アンケートについて 

 

４．視察の報告 

  ①けいはんなエコシティ 

  ②とよたエコフルタウン 

  ③三重大学スマートキャンパス 

 

５．その他 連絡事頄等 

 

以上 
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議題１：授業の報告と今後の予定 

 

(1)授業日程 

 

  

(2)報告事頄 

・12/4 に予定していた現場調査は雨天のため延期 

・年内授業終了につき模擬屋根製作と太陽光モジュール取付は 1 月に延期 

・模擬屋根はスレートと和瓦の 2種類を製作 

・実習消耗品・機材は文科省の確認が取れたが再び承認待ちの状態 

・見学の日程調整 

 

村上：上記資料の説明。 

 

佐藤：布引高原は冬季通行止めになってしまった。 

 

村上：見学場所を再検討する。 

1年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 科目 学習内容 講師 状況
1 3 10月10日 水 学科 再生可能エネルギー技術 オリエンテーション　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス 佐藤 済
2 3 10月15日 月 学科 太陽光発電基礎 太陽光発電の基礎知識　環境政策など 村山 済
3 3 10月22日 月 学科 安全衛生 高所作業　屋根の勾配 羽田 済
4 3 10月29日 月 学科 太陽光発電システム システムの構成と仕様　設計　積算　見積など 久我 済
5 3 11月5日 月 学科 太陽光発電施工 建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線 近内 済
6 3 11月12日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 設計図と模型 近内 済
7 3 11月19日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 近内 延期
8 3 11月26日 月 実習 現場調査 取り付ける屋根の現場を調査する 久我 延期
9 3 12月3日 月 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続 延期

10 3 12月10日 月 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス 延期
11 3 1月8日 火 学科 風力発電基礎 基礎知識　開発計画
12 3 1月9日 水 学科 風力発電システム 発電機の原理と電気の専門的な知識
13 6 1月10日 木 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備と組立設置
14 1月21日 月 実習 風力発電施工 運用保守（予備日）
15 3 1月28日 月 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

45

2年
1 3 10月19日 金 学科 再生可能エネルギー技術 業界の動向　環境政策 延期
2 3 11月2日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備 延期
3 3 11月16日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの組立設置 延期
4 3 11月30日 金 実習 風力発電施工 運用保守 延期
5 3 1月18日 金 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続
6 3 1月25日 金 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス
7 3 2月1日 金 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

21

1・2年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 場所 内容

3 10月中 水 見学 布引高原風力発電所 発電設備の見学 調整
6 11月7日 水 参加 再生可能エネルギー産業フェア 学習内容の発表 済
9

行事・見学
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議題２：EV分野試行講座カリキュラムについて 

 

◆試行講座実施案---九州工科事業と共催 

(1)日程：平成 25年 1 月 21 日（月）～25 日（金）の間で 2日間 

(2)場所：専門学校国際情報工科大学校 

(3)対象：本校 1級自動車工学科 3 年生 18名 

(4)時間割： 

 1 日目 2 日目 

1 限目 

9:30～10:20 

講座① 

「EV・HV の普及と自動車整備

業界の状況」 

担当：県自動車整備振興会 

講座③ 

「EV周辺の技術」 

担当：外部依頼 

 

2 限目 

10:30～11:20 

講座② 

「EVの技術」 

担当：日産サティオ福島 

   or 外部依頼 

3 限目 

11:30～12:20 

昼休み 12:20～13:20 

4 限目 

13:20～14:10 

講座②の続き 

 

講座④ 

「スマートグリッド実習」 

担当：外部依頼 5 限目 

14:20～15:10 

6 限目 

15:20～16:10 

 

(5)講座内容 

講座① 「EV・HVの普及と自動車整備業界の状況」 

 近年の EV・HV の動向 

 福島県における EV・HV の整備需要の状況 

 自動車整備業界としての取り組み 

 これからの自動車整備士に求められる技術 

教材：スライド資料、等 

 

講座② 「EVの最新技術」 

 EV の特徴 

 エンジン車・HV との違い 

 EV 固有の技術 
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 回生ブレーキ 

 インホイールモータ 

 スマートフォントの連携（車外からエアコンを ON にする、等） 

 VtoH（Vehicle to Home） 

 充電インフラ（設備、チャデモ方式・コンボ方式、整備状況、等） 

 その他、日産リーフ固有の技術・実演 

 整備モードへの移行 

 ダイアグコード 

 その他（実演は可能な範囲で） 

教材：スライド資料、リーフ実車、等 

 

講座③ 「EV周辺の技術」 

 再生可能エネルギー 

 太陽光発電、風力発電、バイオマス、等 

 活用事例 

 福島県での取り組み 

 スマートグリッド 

 概要 

 スマートグリッドに使われる装置 

 スマートハウス 

 活用事例 

 福島県での取り組み 

 EV と再生可能エネルギー、スマートグリッドの関わり 

教材：スライド資料、等 

 

講座④ 「スマートグリッド実習」 

 スマートグリッドキットの概要 

 バッテリ制御の仕組み 

 定電圧制御、定電流制御、PWM 制御、MPPT 制御 

 スマートグリッドキット製作 

 スマートグリッドキットによるバッテリ制御実習 

 定電圧制御、定電流制御、PWM 制御、MPPT 制御 

 教材：スライド資料、スマートグリッドキット、等 

 

村上：上記資料の説明。 

 （質疑なし） 
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議題３： 企業アンケート（送付）について （質問頄目は別紙） 

 

●第７回分科会の議事録より 

 

【検討事項】 

1)再生可能エネルギーとスマートグリッドを分けたが、この形でよいか 

 ・２つの分野の認知度や理解度等に対象者によって差があるのではないかという予測 

 ○データを集計する上でも分類した方が明確なレポートができる 

 ×な点は質問内容が繰り返される、質問頄目数が多くなる 

 ？再生可能エネルギーだけに絞った方がよいか 

2)現在の状況と将来の予測と、別々に同様な内容で質問しているが、これでいいか。 

 それともうまくミックスさせた方がいいか。 

 ・「現状はこうだが」「将来はこうしたいという」差やギャップが明らかになると、 

   問題点や課題が浮き上がってくるのではないかという予測 

 

1) 2)についての意見 

・スマートグリッドの概念はまだ一般的でないので、エネルギーと分けて質問内容も変える。 

・再生可能エネルギー分野の人材の現状と未来ということで質問頄目を決めていく。 

 

3)質問項目、質問文について意見訂正等あればお願いします。 

 

・細かい内容になっていくので委員の皆さんで見ていただいてメールで訂正意見をいただきたい。 

 

4）選択肢の項目（職種・資格）について過不足があれば意見訂正等お願いします。 

 

・職種＝資格ではないので職種の選択肢を現状に合わせて充実させる。 

・人数が知りたい：現在●名 → 将来増員●名、増員したいが未定…など 

 

5)職種・資格についての表記を 3パターン提案してありますが、適切なものを決めたいと思いま

す。 

 

・3番目の表にしたものが適切。大分類を付け加えるとよい。 

・2番目の表で自由記入欄を設ける。 
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【調査企画】アンケートを行う前の準備として必要な頄目をまとめた。 

 

①背景 再生可能エネルギー分野の人材ニーズを調査する 

②調査目的 同分野の人材に関する情報を収集し、育成カリキュラム作成に反映させる 

③内容把握 各企業の同分野への取り組みと必要とされる人材の確保と職種・資格について現状と

将来に分けて尋ねる 

④調査対象 同分野の事業に関わると思われる産業に属する企業 

⑤調査地域 主に福島県内 

⑥調査時期 平成 25年 1月 20日～2月中旬 

⑦調査対象者の

名簿 

再生可能エネルギー産業フェア出展社リスト、本校就職実績企業リスト、本校取引企

業他 

⑧調査方法 基本的に郵送、FAX返信とするが Webアンケートの準備をする。電話によるフォロー

もしていく。 

⑨サンプル抽出

方法 

名簿クリーニングの後、層化抽出法 比例割り当て  

⑩サンプルサイ

ズ 

配信数 300、サンプルサイズ 100、回収率 33.3%、標本誤差±9.8% 

 

【調査内容の流れ】 

 

企 業 概 要 
所在地・業種・社員数 

再生可能エネルギー スマートグリッド 

現在の取組み 

 

現在の取組み 

関わりの度合い 関わりの度合い 

 

種別 

将来の見込み 

新規や拡大の計画 

種別 

将来の見込み 

種別 

 

人材の職種 

種別 

 

技術者の充足度 

人材確保の方法 

技術者の職種 

持っている資格 

技術者の必要度 

人材確保の方法 

技術者の職種 

 

必要な資格 

 

技術者の充足度 

 

人材確保の方法 

 

技術者の職種 

 

持っている資格 

 

技術者の必要度 

 

人材確保の方法 

 

技術者の職種 

 

必要な資格 
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村山：上記資料、別紙アンケート用紙について説明。前回の分科会で委員の方の意見を赤で追記

してある。1)と 2)で再生可能エネルギーとスマートグリッドは分けて聞くということでいい

か？全体の流れはこれでいいでしょうか？ 

 

阿部：各企業の専門的な人を対象に聞いていくのか。 

 

村山：企業の代表または人事担当者を対象としている。電話がけも必要だと認識している。 

 

佐藤：集計後の報告についてはどのように考えているか。 

 

村山：1月の推進協議会で内容を確定したい。時間的に集計が 2月下旪までというスケジュール

は厳しい。集計結果は報告書に入れられるがプログラムに反映できない。 

 

佐藤：今回のアンケートはどのような形で生かしていくのか。 

 

村上：次年度の事業計画を立てる上での貴重な資料としたい。 

 

村山：4)と 5)の職種と資格についての頄目や表記についての意見をうかがいたい。 

 

内田：太陽光、風力発電の技術者といっても実際はとび職や板金工や屋根、配管工事の人だった

りする。 

 

渡邉：厚生労働省の技能検定の分類を参考にしたらいいのでは。資格がなくてもできるのという

こともあるが。 

 

村上：必要なものを選択して、再度組み直していくようにする。 

 

村山：Q10の質問形式、①②③のどれかを決定したいが、意見をうかがいたい。 

 

村上：分科会では③に自由記入欄を設けるという意見であった。 

 

双石：記入する立場として羽田さんはどう思いますか。 

 

羽田：③でいいと思うが「わからない」という人もいるかもしれない。 

 

久我：②でもいいかとも思うが、③だと重要かどうかが実際分かりにくいかもしれない。 
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村上：こちら側からすると③の方で進めていきたい。（一同了承） 

 

村山：分科会ではスマートグリッドに関して同じ問題は厳しいという意見が多数であったが意見

をうかがいたい。職種についてはかなり種類が広範になってしまい現実的ではない。 

例えば重要な頄目のチェックなのか、「知っていますか」程度の質問なのか。 

 

村上：Q21以降は不要だと思う。 

 

佐藤：回答者が知っているかどうかになる。 

 

内田：アンケートに役職や立場を記入してもらう必要がある。 

 

佐藤：スマートグリッドの概念は広い。省エネの分野があいまいで、誤解されないようにしたい。 

 

内田：知らないという前提で進めた方がいいのでは。スマートグリッドは国の施策によるところ

が大きく、民間でやっているのも大企業が多く、県内の中小企業で従事している人たちのイメー

ジがしにくい。 

 

双石：中途半端に聞くよりは再生可能エネルギーに絞ってもかまわないと思う。 

 

久我：スマートグリッドの中身をこちら側から限定して提示することが必要。エネルギーのマネ

ジメントにしてもどう効率よくエネルギーを使うかということとどうエネルギーを減らすかと

いう２つがある。聞かれた方がイメージしやすいようにすること。 

 

村上：人材については再生可能エネルギーの方で十分に聞くこととし、スマートグリッドは簡単

な質問だけでいい。 

 

佐藤：スマートグリッドの施工に関しては中小の電設工事会社が関わっており、このあたりがカ

ギになる。全体的なシステム構築は大企業が行っているが、関連した省エネ等に関わる中小企業

は地元でも多い。地域のニーズを吸い上げたいのなら、きちんとそのあたりの設問が欲しい。省

エネルギーを再生可能エネルギーの頄目にあげないのであればスマートグリッドに「省エネ関連

も含みます」と入れるか。蓄電池などのシステムも再生可能エネルギーに入れるほうがいいのか

もしれない。 

 

久我：質問の最後に記入する側が考えるスマートグリッドを自由に書いてもらったらどうか。 
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水野：企業が考えるスマートグリッドに必要な技術者を書いてもらう。 

 

久我：例えば「御社でスマートグリッドを構成する場合何と何の技術が必要ですか？」といった

質問とか。 

 

村山：いただいた意見をもとに再構成したものをメールでお送りいたします。 

 

議題４：視察の報告 

（１）けいはんなエコシティ 

１．訪問先：京都府精華町 

けいはんなエコシティ「次世代エネルギー・社会システム」実証プロジェクト 

２． 日 時：平成 24年 11月 29日（木）13:00～15:00 

３．参加者：（敬称略） 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

４．概要： 

＜以下省略 詳細は視察の項 P216 を参照＞ 

（２）とよたエコフルタウン 

１．訪問先：豊田市 

 とよたエコフルタウン 

２．日 時：平成 24年 11月 30日（金）11:00～12:00 

３．参加者：（敬称略） 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、 

●株式会社エービーシステム 羽田 篤史 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

４．概要： 

＜以下省略 詳細は視察の項 P226 を参照＞ 

 



Ⅱ議事録 

84 

 

（３）三重大学スマートキャンパス 

１．訪問先：三重県津市 国立大学法人 三重大学 

三重大学スマートキャンパス（MIESC）実証事業 

２．日 時：平成 24年 12月 11日（火）10:00～14:00 

３．参加者：（敬称略） 

●株式会社エービーシステム 羽田 篤史 ●株式会社えこでん 久我 和也 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄 ●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫  

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成副校長、和田 秀勝部長 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事 ●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章 ●イメージスタジオ 村山 隆 

４．概 要： 

国立大学法人 三重大学（三重県津市）では経済産業省の「次世代エネルギー技術実証事業」に

よるスマートキャンパスの実証事業を平成 23 年 10月から平成 26 年 3月まで行っている。目標

は平成 22年度比で CO2を 24%削減する。 

＜以下省略 詳細は視察の項 P230 を参照＞ 

 

村上：参加者から代表して感想をいただきたいと思います。 

 

佐藤：「けいはんなエコシティ」は実際に商用化する上で必要な実験をやっているなという印象。 

 

村上：けいはんなでは事業終了後の計画はまだなく、各設備は撤去してしまうそうだ。人材に関

して質問をしたが、担当企業の人材に関しては明確な回答は得られなかった。システムに関して

は参考になった。 

 

久我：三重大学についてはとても規模が大きな事業だったが、もっと収益性のあるコンパクトに

できる方法を考えたい。予算規模の大きい補助金ありきではビジネスとしては成り立たない。高

価なコージェネレーションもガスの燃料代も必要である。実現までの課題は多い。人材にしても

大きな資本がないと雇用が生まれないということではなく、施設もコンパクトにしてそこに技術

者を育成していく方が現実的だ。 

 

村上：三重大学では実際に各所でこの事業の工事が行われていて、太陽光モジュールの取付や電

気配線を行う電気工事技術者や、風車の建設工事とメンテナンスの技術者の作業の様子も見られ

た。同様の設置工事等が増えていけば必ず人材は必要になると思う。 

 



Ⅱ議事録 

85 

 

内田：風車の現場では元請けは大手商社で、1 次下請けは駒井鉄工（ハイテック）。2 次下請け

になるとそこに電気工事、建築工事、土木工事、鋼構造物塗装工事、鳶土工工事と広がってくる。

これらの職人が集結している。 

 

渡邉：大学での実証事業に学生が関わってくる機会はあるのか。 

 

村上：直接関わっている授業はないそうだ。エコ活動は教職員で推進している。 

 

内田：学生が工事に関わることは現実的にできない。 

 

双石：事業の目的が人材育成ではなく CO2の削減という違いもある。 

 

佐藤：この 1/10 位の規模だが梁川町の中小企業の連合体が実証事業を行っている。20kw の太陽

光発電と 5.5Kwh の蓄電池を中核としたファクトリー・エネルギー・マネジメント・システム。 

80kVA の契約を 50kVA に下げると基本料金が安くなるので、その分を蓄電池の費用に充てるとい

うことだった。特別新しい技術を使っているわけではなく、県内でも十分できるケースだ。 

 

双石：施設や設備の大小もあるが、専門学校の人材育成の中身を我々が作れたらいいと思う。そ

して具体的に雇用に結び付ける。 

 

佐藤：この桑折町の小さな電設会社には見学にも行けるだろうし、人材についてはプロジェクト

のアドバイザーに聞いてみるのもいいだろう。他にも事例はいくつかあって、100kwの太陽光発

電の計画をしている会社などもある。いかにしてシステムにつなぎどのような施工しているかを

見るには県内でも可能だ。学生の就職先としても見ていければと思う。 

 

双石：必要とされる内容を今後も作りこんでいきたい。 

 

議題５：その他意見交換、連絡事頄・スケジュール確認 

 

●1 月のスケジュール 

■ 第８回分科会   １月９日 （水）17：30～ 

■ 第６回推進協議会   1月 17 日 （木）17：30～ 

■ 第９回分科会   1月 23 日 （水）17：30～ 

■ 第 10回分科会   1月 30 日 （水）17：30～ 

以上 
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平成 25 年 1 月 9 日 

 

第８回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 25 年 1 月 9 日（水）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、●福島新エネルギー総合研究所 佐藤 和典 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１．1 月の業務について   村上 

２．アンケートについて   村山 

３．第６回推進協議会について   村上 

４．その他 連絡事頄 

 

以上 
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議題１：1 月～2 月の業務について  

 

 

1年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 科目 学習内容 講師 状況
1 3 10月10日 水 学科 再生可能エネルギー技術 オリエンテーション　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス 佐藤 済
2 3 10月15日 月 学科 太陽光発電基礎 太陽光発電の基礎知識　環境政策など 村山 済
3 3 10月22日 月 学科 安全衛生 高所作業　屋根の勾配 羽田 済
4 3 10月29日 月 学科 太陽光発電システム システムの構成と仕様　設計　積算　見積など 久我 済
5 3 11月5日 月 学科 太陽光発電施工 建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線 近内 済
6 3 11月12日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 設計図と模型 近内 済
7 3 11月19日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 近内 延期
8 3 11月26日 月 実習 現場調査 取り付ける屋根の現場を調査する 久我 延期
9 3 12月3日 月 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続 延期

10 3 12月10日 月 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス 延期
11 3 1月8日 火 学科 風力発電基礎 基礎知識　開発計画 延期
12 3 1月9日 水 学科 風力発電システム 発電機の原理と電気の専門的な知識 延期
13 6 1月10日 木 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備と組立設置 延期
14 1月21日 月 実習 風力発電施工 運用保守（予備日）
15 3 1月28日 月 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

45

2年
1 3 10月19日 金 学科 再生可能エネルギー技術 業界の動向　環境政策 延期
2 3 11月2日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの設置場所の準備 延期
3 3 11月16日 金 実習 風力発電施工 風力発電ユニットの組立設置 延期
4 3 11月30日 金 実習 風力発電施工 運用保守 延期
5 3 1月18日 金 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続
6 3 1月25日 金 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス
7 3 2月1日 金 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート

21

1・2年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 場所 内容

3 10月中 水 見学 布引高原風力発電所 発電設備の見学 調整
6 11月7日 水 参加 再生可能エネルギー産業フェア 学習内容の発表 済
9

授業日程

行事・見学

種別 業務 主担当 担当 開始 終了 説明
ｴﾈ 実証授業 村上副校長 和田部長 1月7日 2月23日 模擬屋根⇒取付　風力の準備
ｴﾈ 講師依頼 村上副校長 和田部長 1月7日 2月23日 終了までの授業の講師依頼
ｴﾈ 1年授業準備 村上副校長 和田・村山 1月7日 2月23日 カリキュラムシラバス確認　講師依頼
ｴﾈ 2年授業準備 村上副校長 和田・村山 1月7日 2月23日 延期中　1月開始？　風力実習準備
ｴﾈ 協議会準備 村山 1月7日 2月14日 会議資料作成
ｴﾈ 分科会準備 村山 1月7日 2月6日 会議資料作成
ｴﾈ 機材発注 村上副校長 和田 1月7日 1月18日 納期確認　支払い時期
ｴﾈ 見学準備 和田部長 1月7日 2月23日 学生の見学日程の決定　バス手配
ｴﾈ EV試行授業 村上副校長 2月23日 2月24日 準備物　カリキュラム案作成
ｴﾈ 人材ニーズ調査 村山 佐藤 1月7日 2月22日 アンケート項目と企業リスト　送付1/22目標

◆課題
１．実証授業の準備。スケジュール→内容→講師依頼→機材部材の準備
　　　　●モジュール取付以降が未定

２．EV、ITカリキュラム策定
　　　　●試行授業準備
　　　　●EV自動車系に依頼　カリキュラムと試行授業案作成

３．2年生の授業の準備（風力発電実習）
　　　　●機材準備遅れている

４．人材ニーズ調査　県内の再生可能エネルギー関連の組織・団体・企業の現状と見込みについて
　　　　●企業リストランクづけ、送付準備
　　　　●アンケート項目ほぼ確定
　　　　●送付1/22目標、集計3週間後　2/12

業務分担工程表 11～12月
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■延期分の授業日程は 2 月 2 週目に集中して実施するよう再度調整する 

■学生の見学は以下に変更 

 ①行先：「住まいの耐震博覧会 2013 東京」東京ビッグサイト 

 ②日程：2 月 11 日（祝・月）バスで日帰り 

 ③内容：低酸素住宅、ゼロエネルギー住宅、スマートハウスの見学 

 

和田：以上資料を説明 

 

議題２：アンケートについて 別紙 

■アンケート調査票 

1)前回までの意見をもとに修正した。 

 ・職種の選択肢を A）電気電子機械 B)建築土木 C)IT に分類した 

 ・資格スキルを表の形にして回答しやすくした 

 ・スマートグリッドに関しては内容を簡潔にまとめた 

2)質問項目、質問文について意見訂正等あればお願いします。 

3）選択肢の項目（職種・資格）について過不足があれば意見訂正等お願いします。 

4)データをメールで送る。 

◆訂正・意見等ありましたら 1/15 までにメールで村上宛に返信お願いします。 

 

村山：＜省エネ関連＞の記述を再生可能エネルギーに含めていいか。県内の対象企業で取り組ん

でいる会社が多い。資源エネルギー庁による再エネの区分には含まれていない。 

 

久我・羽田：いいと思う。 

 

村山：＜職種について＞の表記についての意見をお願いしたい。 

 

双石：職種区分の参照は何をもとにしたか。 

 

村山：厚生労働省も調べたが、現実的なのがリクナビの分類であった。 

 

村山：＜資格について＞職種とリンクした形でまとめた。電気電子機械、建築土木は資格がない

とその仕事に携われない。IT 系は必ずしも資格＝職種ではない、という違いがある。現状と将

来で分けている。ここでは現状でどの有資格者がいればいいかを知りたい。 

 

内田：これでも多いかなと思うがこれでいいのでは。対象の属性がよく考えられている。 

和田：人数に関してはどうか。 
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村山：記入者は代表もしくは人事担当者等になると、調べる手間と時間が大変になる。 

 

双石：必要とされるかどうかだけでいいのでは。重要性は将来の頄目できければいいのでは。 

 

一同：（意見多数の後）、質問数と集計を考えると、資格を持っているかどうかだけでいい。 

 

村山：＜スマートグリッドについて＞ 

 

内田：うちはやっていないという場合は。 

 

村山：取り組んでいないという選択肢を入れてもいいが、最後に自由記入欄を設けている。 

取り組んでいなくても「重要かどうか」というきき方をしている。 

 

羽田：「貴社における」を「貴社の考える」とするといい 

 

村山：なるほど。その方がスマート。 

 

和田：関心があるか、これから取り組んでいくかという質問は。 

 

村山：これは問 20 の「重要度」の質問に集約したつもりである。来週の協議会でも検討します

のでよろしくお願いいします。 

 

■Web アンケート 

1)サーベイモンキー社のサイトで作成とデータ収集を行う 

2)スタンダードプラン \2,900/月を １～3月まで利用 

3)現在ベーシックプランで質問 10問で試験的に運用しているので 

 以下にアクセスして実際に回答してみてほしい 

http://www.surveymonkey.com/s/722JHLC 

 

4)機能はほぼ要求を満たしている 

 

村山：以上、PC 画面をスクリーンに投影して説明。ほぼ必要な機能は満たしている。 

 

和田：ユーザ IDパスワードは必要か。 
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村山：管理者には必要だが、回答者には必要ない。セキュリティはしっかりしている。複数のア

ンケートを管理できる。 

 

和田：スマートフォンは対応しているか。 

 

村山：iPadでは動作確認をした。画面が小さいと見にくい。ケータイは未対応。 

 

水野：質問の入力はどうするのか。 

 

村山：フォームに入力して作成する。定型質問文のテンプレートが豊富にある。 

 

■リスト 

再エネフェア出展企業、本校就職実績のある企業等から電気電子機械、建築土木、情報、自動車

分野に分けての企業リストをクリーニング中 

・不足情報の確認（郵便番号、担当者、FAX番号など） 

・ランク付けを行って対応していく 

・地域や業種が偏らないように配分を考える 

 

村山：以上頄目を説明。郵送と Web の両方を実施し、なんとかサンプル数 100件を確保したい。 

 

双石：FAX回答分はどう処理をするか。 

 

村山：さきほどのサイトに手入力ができるのでデータの統合は容易。 

 

議題３：第６回推進協議会について 

１．授業の報告と今後の予定 

２．人材アンケートについて 

３．その他 連絡事頄 

議題４：その他 連絡事頄 

◆次回 第６回推進協議会 1 月 17 日（木）17:30~ 

    第９回分科会   1 月 23 日（水）17:30~ 

渡邉：次回 EV のカリキュラムについて検討したい。 

村上：次回分科会で取り上げる。参考資料を準備しておく。報告会は 2 月 26 日～28 日で日程

を調整している。 

 

以上  
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平成 25 年 1 月 9 日 

 

第６回推進協議会 議事録 

 

 

日時：平成 25 年 1 月 17 日（木）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

出席者(敬称略)： 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●福島県産業創出課 藁谷 豪 

●NPOふくしま未来戦略研究所 理事長 星 亮一、 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、●株式会社ヨシダコーポレーション 丸岡一志 

●新潟工科専門学校 仁多見 透 副校長、●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉 校長、村上 史成 副校長、和田 秀勝 教務部長 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、佐藤 和典 

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

  

議題： 

１．実証授業について   村上 

２．教育プログラム開発について  村上 

３．EV 試行授業について   村上 

４．アンケートについて   村山 

５．その他 連絡事頄 

 

以上 
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議題１：実証授業について 

 

授業日程 

 

■延期分の授業日程は 2 月 2 週目に集中して実施する。 

・1 年生のみの実施 2 年生、風力発電の授業は実施しない 

 

■学生の見学は以下に変更 

 ①行先：「住まいの耐震博覧会 2013 東京」東京ビッグサイト 

 ②日程：2 月 11 日（祝・月）バスで日帰り 

 ③内容：低炭素住宅、ゼロエネルギー住宅、スマートハウスの見学 

 

和田：上記内容を説明 

（質疑なし） 

1年
週 ｺﾏ 月日 曜 種別 科目 学習内容 講師 状況
1 3 10月10日 水 学科 再生可能エネルギー技術 オリエンテーション　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス 佐藤 済
2 3 10月15日 月 学科 太陽光発電基礎 太陽光発電の基礎知識　環境政策など 村山 済
3 3 10月22日 月 学科 安全衛生 高所作業　屋根の勾配 羽田 済
4 3 10月29日 月 学科 太陽光発電システム システムの構成と仕様　設計　積算　見積など 久我 済
5 3 11月5日 月 学科 太陽光発電施工 建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線 近内 済
6 3 11月12日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 設計図と模型 近内 済
7 6 2月18日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 近内 延期
7 6 2月19日 火 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 近内 延期
7 6 2月20日 水 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続 延期
7 6 2月21日 木 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続 延期
7 3 2月22日 金 実習 太陽光発電施工 発電　運用　メンテナンス 延期
7 3 実習 現場調査 取り付ける屋根の現場を調査する 久我 調整
7 3 2月22日 金 学科 確認テスト　アンケート 学習内容の理解度テストと授業アンケート
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議題２：教育プログラム開発について 

○手項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■素案を次回協議会で審議する。 

次回分科会にて再エネ、EV、ITのカリキュラムの検討をしていく（1/23,2/6 の分科会） 

 

村上：上記内容を説明 

 

小平：再生可能エネルギーの教科書テキストは作成するか。 

 

村上：カリキュラムを修正する内容になる。分科会で審議したものをメールで送付する。 

 

（１）試行授業の評価 

①科目、授業内容、時間数、講師、充実度 

②良好な点、問題点・反省点とその解決策 

（２）学生からアンケート 

①学生アンケート実施 

②5段階評価のマークと感想などの意見を記述

してもらう 

（３）カリキュラム・時間割、シラバス案の提示 

●中期プログラム：各 30～60 時間程度での講義向け 

 専門学校等を対象 

●長期プログラム：通年で単位として扱う科目、もしくは学科として構築する 

 専門学校等を対象 

○教科書・教材の選定 

 

＜作成するプログラム＞ 

１．再エネ 昨年版を修正する 

２．EV  学科として運営していくための長期プログラム 

３．IT  履修科目としての「スマートグリッド」長期プログラム 
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議題３：EV試行授業について 

 

日程：平成 25 年 1 月 23 日（水）～24 日（木）の 2 日間 

場所：専門学校国際情報工科大学校 

対象：同校 1 級自動車工学科 3 年生 18 名 

時間割： 

 1 日目（1/23(水)） 2 日目（1/24(木)） 

1 限目 

9:30～10:20 

講座① 

「自動車整備業界の動向」 

担当：振興会 志賀 様 

講座④ 

「EV 周辺の技術」 

担当：テクノウォーカー 

末石 吾朗 様 

 

2 限目 

10:30～11:20 

講座② 

「EV の技術」 

担当：日産サティオ福島 

   菅野 雅幸 様 

3 限目 

11:30～12:20 

昼休み 

12:20～13:20 

4 限目 

13:20～14:10 

講座③ 

「EV の基礎知識」 

担当：テクノウォーカー 

末石 吾朗 様 

講座⑤ 

「スマートグリッド実習」 

担当：ワイズマン 

原田 賢一 様 

5 限目 

14:20～15:10 

6 限目 

15:20～16:10 

 

講座内容（案） 

講座① 「自動車整備業界の動向」 

 自動車整備業界の動向 

 これからの自動車整備士に求められる技術 

教材：スライド資料、配付資料、等 

 

講座② 「EVの技術」 

 日産リーフに使われている技術 

 リーフの特徴 

 LEAF to Home 

 充電インフラ（設備、整備状況、等） 

 日産リーフによる実演 

 整備モードへの移行 
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 ダイアグコード 

 その他（実演は可能な範囲で） 

 日産の将来動向 

 HV、EVの今後の開発 

 関連事業について、等 

教材：スライド資料、配付資料、リーフ実車、等 

 

講座③ 「EVの基礎知識」 

 電気自動車の概要 

 電気自動車の種類や歴史、普及の課題、スマートグリッドとの連携などの総論 

 EV HV PHV FCV、歴史、基本構造、スマートフォンとの連携、充電インフラ、VtoH 

 モータと駆動回路 

 各種モータの構造と特性、モータ制御回路から EVのモータ制御など 

 誘導モータ、同期モータ、リラクタンスモータ 

 パワーエレクトロニクス、直流電圧制御(降圧，昇圧) 

 交流モータ駆動、同期モータの制御回路 

 自動車用電池と制御回路 

 二次電池、燃料電池、キャパシタなどから、リチウム電池の特性まで 

 鉛蓄電池、アルカリ蓄電池、ニッケル水素電池、リチウム・イオン電池 

 ニッケル水素電池の充放電特性、充電・放電保護回路 

教材：スライド資料、配付資料、モータキット、EVカート、等 

 

講座④ 「EV周辺の技術」 

 再生可能エネルギー 

 自然エネルギーの活用 

 サムソ島プロジェクト、太陽エネルギー、風力エネルギー、地熱エネルギー 

 海洋･河川エネルギー、温度差エネルギー、バイオマスエネルギー 

 スマートグリッド 

 スマートグリッドの概要 

・ スマートグリッド概説、国際標準化活動、電力システム（電力系統）の基礎 

・  デマンドレスポンス 

 分散型電源技術と電力貯蔵システム 

・ 需要家用電力供給システム、分散型電源技術、電力貯蔵記述、電気自動車 

・  通信基盤 AMI、WASA、スマートメータ、AMIシステム 

教材：スライド資料、配付資料、等 
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講座⑤ 「スマートグリッド実習」 

 導入概説 

 太陽光発電実験 

 キットに含まれる太陽光パネルと準備していただくバッテリで、発電電圧・充電電流など

を計測する 

 放電実験 

 キットに含まれるインバータを使い、充電したバッテリで、AC100Vの機器を駆動する 

 通信実験 

 キットに含まれる、簡易モニターユニットを使い、車にも使われるシリアル通信を行い、

PCとの双方向通信を行う 

 実験キット解説 

 開発したキットの全体を詳細に説明する 

 組み立て 

 キットを組み立てる 

 PWM実験 

 キットを使用して、DCモータの PWM制御を行い、周波数や DUTYの計測を行う 

 Bluetooth 通信実験 

 キットに組み込まれている、Bluetooth 通信機能を用いた、通信実験を DEMOします 

 まとめ 

 スマートグリッド実習のまとめと質疑応答 

 教材：スライド資料、スマートグリッドキット、等 

   

 

村上：上記内容を説明。 

 

長南：講座①の自動車整備業界の動向とは。 

 

村上：県内の動向について話していただく予定だ。 
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佐藤：講座③の電池のところについて。EV といえばリチウム・イオン電池になるがニッケル水

素についても取り上げるようだが。 

 

村上：従来の電池で教えることが多いので内容に入れている。 

 

佐藤：講座③EV の基礎知識の時間を増やした方がいいのではないか。内容が④と比べてもとて

も多いと思う。 

 

村上：同じ講師なので調整は可能。 

 

議題４：アンケートについて 別紙参照 

 

■アンケート調査票 

1)前回までの意見をもとに修正しました。 

・案内と導入等の文章を追加した 

・資源エネルギー庁による再エネ区分に含まれてはいないが、関連企業数が多いため

省エネ関連を含めた 

・職種の選択肢を A）電気電子機械 B)建築土木 C)IT に分類した 

 ・資格スキルを表の形にして回答しやすくした 

 ・職種・資格についてはリクナビの分類が最も現実的だったので参考にした 

 ・スマートグリッドに関しては内容を簡潔にまとめた 

2)質問項目、質問文について意見訂正等あればお願いします。 

3）選択肢の項目（職種・資格）について過不足があれば意見訂正等お願いします。 

 

 

■Web アンケート 

1)サーベイモンキー社のサイトで作成とデータ収集を行う 

2)スタンダードプラン \2,900/月を １～3月まで利用 

3)現在ベーシックプランで質問 10問で試験的に運用しているので 

 以下にアクセスして実際に回答してみてください 

http://www.surveymonkey.com/s/722JHLC 

 

4)機能はほぼ要求を満たしている 
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【作成機能】 

●質問数無制限 1,000 回答/月 ●SurveyMonkey の社名が表示されます●使いやすい ウェブベー

ス アンケートツール●15 種類の質問タイプ（選択肢 1個、複数、文字入力、マトリックス…）●

ページロジック(1ページ、2ページ…)●質問ロジック●ランダム割り当てなし●質問 & 回答のパ

イピングなし●質問のランダム表示なし●テーマのカスタマイズ●アンケートのブランド構築（ロ

ゴあり）●回答の選択肢を並べ替え / ランダム化して表示●15 種類のテーマから選択●アンケー

トの完了 進捗状況バー●自動番号付け（ページ & 質問）●検証/必須化（アンケート回答）●ア

クセシビリティ対応 / 第 508 条準拠●アンケート完了時のカスタムリダイレクトなし●カスタ

マイズ可能な「サンキュー」ページ●PDF 印刷可能バージョン 

【回収機能】 

●Web リンク、メール、もしくはツイッターを利用したアンケートの送信●カスタム URL●

Facebook でアンケートを共有する●ページや Web サイトへのアンケートの組み込み●Web サイ

トのポップアップ画面を利用してアンケートを実施●メールマネージャーを利用したアンケート

の送信●セキュリティ強化（SSL） 

【分析機能】 

●リアルタイムで結果を表示●テキスト分析なし●SPSS の統合なし●複数のカスタムレポート●

回答をカスタム基準によりフィルタリングおよびクロス集計●回答をダウンロード●カスタムグ

ラフを作成 & ダウンロード●回答を共有 

 

■リスト 

再エネフェア出展企業、本校就職実績のある企業等から電気電子機械、建築土木、情報、自動車

分野に分けての企業リストをクリーニング中 

・不足情報の確認（郵便番号、担当者、FAX番号など） 
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・ランク付けを行って対応していく 

A：再エネフェア出展企業、重要企業（電話・面談による個別フォローをする） 

B：選択した企業（特にフォローはしない） 

C：調査票送付のみ 

D：対象外 

・地域や業種が偏らないように配分を考える 

・郵送と Webの両方を実施し、サンプル数 100件の確保をめざす 

 

村山：上記内容を説明。 

再生可能エネルギーのその他のカテゴリに省エネ関連を含めた形にしたが、意見等はありますか。 

 

一同：意見なし、承認。 

 

小平：産廃業者で再生可能エネルギーに関わっているのはその他に書くことになるのか。 

 

村山：明記されていない業種を受けとめるために「その他」の記述欄を設けている。 

 

小平：最近話題になっている PV（太陽光）施工技術者は Q10に入らないのか。 

 

内田：Q10は職種、Q14は資格についての質問なので入らない。 

 

村山：PV 技術者は職種というより資格でとらえている。 

 

佐藤： 1 必要である→5必要でない、を逆項にした方がいい 

 

村山：修正します。 

 

渡邉：エネルギー管理士はどうか。 

 

内田：電気とエネルギー(熱)を将来統合する考えもあるようだが。 

 

水野：資格としてあるなら入れてもいい。Q28 について、「選んでください」という聞き方だと

「重要かどうか」という評価に合っていない。 

 

村山：「資格について選んでください」を「資格の重要度についてお答えください」に訂正する。 
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佐藤：Q28、Q27 の自由記入欄は、分野別に「その他」があるので不要だと思うが。 

 

村山：同様に Q13、Q17も同様の理由で削除する。 

 

長南：今両面印刷になっているが、FAX 返信となると片面印刷になるのか。 

 

村山：片面になる。 

 

佐藤：Web版と質問番号が違うという点は 

 

村山：違うと集計上不都合があるので同じになるようにしていく。 

 

村山：アンケートの Webサイトの画面を投影して説明。 

 

佐藤：匿名のアンケートになるのか。 

 

村山：リストに基づいて案内するが、管理するために、回答には社名と氏名とメールアドレスを

記入してもらうようにする。 

 

議題５：その他 連絡事頄 

 

◆次回 第７回推進協議会 2 月 14 日（木）17:30~ 

    第９回分科会   1 月 23 日（水）17:30~ 

    第 10 回分科会    2 月 6 日（水）17:30~ 

 

報告会は 2 月 26 日～28 日で日程を調整中。 

 

小平：富山県の太陽光発電・地熱発電などの再生可能エネルギーについての報告。 

 

星：川内村の被災者支援活動の講座の開催案内。 

 

以上 
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平成 25 年 1 月 23 日 

 

第９回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 25 年 1 月 23 日（水）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 史成部長、和田 秀勝 

●福島新エネルギー総合研究所 佐藤 和典 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１．アンケートについて   村山 

２．教育プログラムついて   村上・村山 

 (1)再生可能エネルギー分野 

 (2)EV 電気自動車分野 

 (3)IT スマートグリッド分野 

３．その他 連絡事頄 

 

以上 
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議題１：アンケートについて  

 

■アンケート調査票 

修正完了。リスト完成待ち。 

 

■Web アンケート 

入金済み。サイトの制作に入った。委員にテストメールの送信をする。 

メールアドレスの収集が進んでいない。 

 

■リスト 

再エネフェア出展企業、本校就職実績のある企業等から電気電子機械、建築土木、情報、自動車

分野に分けての企業リストをクリーニング中 

・不足情報の確認（郵便番号、担当者、FAX番号など） 

・ランク付けを行って対応していく 

A：再エネフェア出展企業、重要企業（電話・面談による個別フォローをする） 

B：選択した企業（特にフォローはしない） 

C：調査票送付のみ 

D：対象外 

・地域や業種が偏らないように配分を考える 

・社数は 300から 500 の間で絞り込み。 

・送付は 1月中、締め切り 2/22の設定で期間は 3 週間。 

 

■封入発送作業 

1 セット 10ページ×300社に及ぶため印刷会社に発送を依頼 

 

村山：以上資料の説明。 
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議題２：教育プログラムについて 

◆中期プログラム 

（１）再生可能エネルギー分野の教育プログラム（H23年度報告書より） 

・全 99時間 （50 分授業） 

・1日 6時間×16.5日間 夏休みなど休業期間内に実施 

・もしくは 3時間×33 回（週 3時間授業で 1年間相当） 

・太陽光発電と風力発電の共通の科目 

 再生可能エネルギー 8時間 安全衛生 3時間 

（２）中期プログラム時間割案 

◆長期プログラム 

（１）履修科目：再生可能エネルギー 

・通年で週 3時間×30 週（前期・後期各 15週） 

・太陽光発電 60時間、風力発電 30時間 

・3単位 

・科目名：再生可能エネルギー 

・電気電子工学科向け 

・太陽光モジュール取付の模擬屋根製作時間含まず（約 12 時間） 

＜シラバスの表は省略 教育プログラムの項を参照＞ 

（2）専門学校の 1 年課程学科： 

 

１．学科名：新エネルギー工学科 

２．分野：工業課程 

３．修業年限：１年制（昼間） 

４．定員：入学定員 20名 男女 

５．設置趣旨： 

東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故による復興計画の中でも再生可能エネ

ルギー関連産業の集積施策が今後推進されていくにあたり、復興の使命感に燃える若い

人材を育成するニーズが高まっていくことが予想される。求められている知識と技術を

持つ人材を養成することが急務である。 

 

６．人材育成方針： 

①太陽光発電のシステムを理解し、設計・施工ができる 

②風力発電のシステムを理解し、保守点検に必要な技術を身につける 

③環境やエネルギーに精通し、地域や顧客にあった企画提案ができる 
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④電気工事、住宅建築、住宅設備の知識と技術を持っている 

７．取得可能な資格：第二種電気工事士 

８．卒業後の代表的な職種・職業 

太陽光発電システムメーカー、エネルギー関連エンジニアリング会社、 

電気設備会社、住宅設備会社、住宅メーカ、電力会社、電機メーカ９．カリキュラム 

①科目・内容・時間・単位数＜表は省略＞ 

②カリキュラム表＜表は省略＞ 

③時間割例＜表は省略＞ 

④備考 

・専門学校の教育課程 1年に準拠 週 30時間×34週 

・通年 34週（前期・後期各 17 週）年間授業時間数 1020 時間 

・前期太陽光発電中心、後期風力発電中心 

・テスト等評価の期間を含む 

・電気電子工学科・エネルギー工学科等に 2年課程を修了後 3 年目の課程として 

・1年課程で履修する場合でも第二種電気工事士の受験資格が得られる 

◆シラバスは平成 24年度の成果をもとに作成する予定 

⑤教材等 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの頄参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

⑥講師 

・ 専門学校専任講師、メーカ、エンジニアリング会社の協力、大学講師 

 

村山：平成 23年度の内容だが、意見等があればお願いします。 

 

内田：法規・法令が必要だ。 

 

村山：「再生可能エネルギー」の知識の中に含めているがシラバスを確認する。 

 

水野：この時間数が多いが伴った内容はあるのか。 

 

村山：シラバスを今回の資料に出していないが、様々な知識の授業、概論をこの科目に含めてい

る。 

 

和田：流体力学の内容などは。 

 

村山：風力発電機その中に含まれている。 
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内田：風力発電は、1M クラスの風車が主流だが実際の設置は建設の人材になる。メンテナンス

に関しても人材ニーズは今のところ不透明だ。太陽光発電のウエイトの方が高いだろう。小水力

も取り上げられてはいるが、ビジネスとしての市場や事業性についてはあまり大きな動きは今の

ところ見込めていない。 

 

村上：大型風力発電のメンテナンス技術者のイメージがあった。 

 

久我：電気もあるが、機械やベアリングなどの知識が必要になってくる。発電機の構造も。 

 

和田：一般家庭で使われる小型風車もあるが、市場規模を考えると人材の必要性の太陽光発電と

の違いは昨年度から取り組んできて見えてきた部分ではある。 

 

渡邉：情勢では太陽光発電プラスその他という構図になっている。 

 

村上：今回のアンケート調査の結果で動向が見られると思う。次回の分科会でも引き続き討論し

ていく。 

 

村山：シラバスはもう一度見直していく必要はあるようだ。次回修正点を提示したい。 

 

（２）EV 分野教育カリキュラム 

◆参考例「EV・PV関連産業人材育成研修（鳥取県雇用創造協議会）」の研修内容 

＜表は省略＞ 

◆試行授業 1/23・24 講座③ 「EVの基礎知識」より＜項目省略＞ 

◆第４回分科会での意見 

・自動車系の先生にカリキュラムの編成を依頼 

・ディーラーごとの情報収集をする（技術、特徴、人材など） 

・充電設備の施工、低圧電気取扱講習の内容が必要 

 

◆ 12 月の推進協議会での意見 

・実習で実際の物を作ることが大事 

・自動車メーカ以外の企業の動向（コミュータなど） 
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◆今年度作成する教育プログラム 

・対象学科： 電気自動車工学科 

・修業年限： 3 年課程のうちの 3 年時の教育課程 

・取得資格： 2 級自動車整備士＋第二種電気工事士＋EV 設備工事技術者＋自動車電装整備士 

 

村山：上記資料を説明。 

 

村上：試行講座での学生の様子についてだが、自動車の構造などは良く取り組んでいたようだが、

再生可能エネルギーやスマートグリッドの講義は授業の意味がよくわかっていないかもしれな

い。EV とスマートグリッドの関係性を良く理解させていかなければいけないことが課題である。 

 

村山：次回分科会で引き続き討議します。 

 

（３）IT 分野教育カリキュラム 以下「スマートグリッドの教科書」参考 

＜表は省略＞ 

◆以上をまとめ 3科目に集約してプログラム（カリキュラムとシラバスを作成） 

スマートグリッド概論 2時間/週 34 週 68時間 

ネットワーク技術概論 2時間/週 34 週 68時間 基礎知識あるなら不要 

スマートグリッド演習 2時間/週 34 週 68時間 ネットワークシステム 

組込・制御系の学科と実習？？ 

  

◆今年度作成する教育プログラム 

・対象学科： 情報システム工学科 スマートグリッド専攻 

・修業年限： 3 年課程のうちの 3 年時の教育課程 

・取得技術： 応用情報技術者試験、データベーススペシャリスト試験、情報セキュリティスペシャ

リスト試験、C、Java、PHP 

 

◆試行授業＜項目省略＞ 

 

村山：上記資料を説明。モバイルアプリケーション科の学生に授業をする。電気工作等のスキル

は全くない学生である。 

 

村上：試行授業の担当講師から情報をもらいながら次回分科会で再度提示するが、皆さんからの

意見も頂きたい。 

 

水野：いろいろな角度からアプローチしていく。 
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内田：スマートグリッドの理解を進めていくことには、目的を明確にしていくことが必要。オー

ル電化や省エネと混同してはいけない。便利さと快適さと統制と。 

 

村上：ビジネスには時期尚早な部分もある。 

 

渡邉：アメリカから入って生きた考え方が日本の政策にとりいれられており、国の補助金で行わ

れているという背景。 

 

村山：実証実験段階から早くビジネスモデルの構築がされればいいのだがまだ時間はかかるであ

ろう。利用者、市民の生活の向上が目的ではあるが新しいライフスタイルの提案などをもっと企

業が行っていかなければならないと思う。 

 

議題３：その他 連絡事頄 

◆次回 第 10 回分科会   1 月 30 日（水）17:30~ 

 

和田：学生の見学の行程と模擬屋根製作の状況について説明。 

 

村山：風力関係のキットの発注をした。 

 

以上 
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平成 25 年 1 月 30 日 

 

第 10 回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 25 年 1 月 30 日（水）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉 校長、村上 史成 副校長、和田 秀勝 部長 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、 

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美、佐藤 和典 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１．アンケートについて   村山 

２．教育プログラムついて   村上・村山 

 (1)再生可能エネルギー分野 

 (2)EV 電気自動車分野 

 (3)IT スマートグリッド分野 

３．授業について 

４．その他 連絡事頄 

 

以上 



Ⅱ議事録 

109 

 

議題１：アンケートについて  

 

■アンケート調査票 

データ入稿済み。 

 

■Web アンケート 

作成しテスト確認済み。ページ確定し以下 URLで案内。 

https://www.surveymonkey.com/s/S6ZCX6N  
 

■リスト…500件 

A：再エネフェア出展企業、重要企業（電話・面談による個別フォローをする）170件 

B：選択した企業（特にフォローはしない）127件 

C：調査票送付のみ 129件 

D：対象外 74件 

・地域や業種が偏らないように配分を考える 

 

■封入発送作業 

1 セット 12ページ×500社に及ぶため印刷会社に発送を依頼 2/1 発送予定 

 

◆メールアドレスの収集について 

・上記 A ランクで 68件のみ 

・もし再エネフェア出展社の方の名刺をお持ちでしたらリストに加えたい 

・サイトのアドレス帳を使うと未回答の場合重ねて依頼することができる 

・知人の方にメールで案内する場合、案内文のテンプレ送ります。 

 

■しめきり 2月 22 日（金） 回収目標 100件 

 

村山：上記内容を説明。 
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議題２：教育プログラムについて 

（１）再生可能エネルギー分野の教育プログラム 

 

■中期プログラムについて 

○コース設定 

１．太陽光発電のみを履修する   60 時間 

２．風力発電のみを履修する   48 時間 

３．太陽光発電と風力発電の両方を履修する 99 時間 

▶太陽光の方が内容時間数とも多い 

 

■長期プログラム（エネルギー工学科）科目のバランスについて 

 

 

・学科（概論）においての時間数は、太陽光＝風力であるが、「施工保守点検実習」では５：１の比率で

太陽光の時間を多く取っている。 

 

・法規、法令、環境政策は3 時間から6時間「再生可能エネルギー」のシラバスに含めて設定している。 

 

 

  

就職実務 68 科目名 時間数 割合
再生可能エネルギー 68 共通科目 204 20%
スマートグリッド 68 太陽光学科 102 10%

共通科目 204 風力学科 102 10%

住宅学科・実習 102 10%
太陽光発電システム 51 施工保守点検実習 204 20%
太陽光発電設計施工 51 電気工事 306 30%

太陽光学科 102 総時間数 1020 100%

風力発電システム 51
風力発電機器 51

風力学科 102

住宅建築 51
住宅設備 51

住宅学科・実習 102

施工保守点検実習 204

電気工事 102
電気工事実習 204

電気工事 306

総時間数 1020

20%

10%

10%

10%
20%

30%
共通科目

太陽光学科

風力学科

住宅学科・実習

施工保守点検実習

電気工事
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＜詳細は省略＞ 

村上：上記内容を説明。 

 

村山：詳細について説明。次回推進協議会で長期プログラムのシラバスを提示する。 

 

和田：電気工事の時間は基礎も含むのか。 

 

村山：電気工事の時間は週 12 時間とっているので十分。3年目のカリキュラムなので電気工事

士は取得している。 

 

（２）EV 分野教育カリキュラム 

 

■電気自動車工学科 3 年時のカリキュラム 

＜表は省略＞ 

■取得資格： 2 級自動車整備士＋第二種電気工事士＋EV 設備工事技術者＋自動車電装整備士 

 

◆試行授業 1/23・24 講座③ 「EVの基礎知識」より＜以下項目は省略＞ 

 

村山：上記内容を説明。 

 

（九州工科の授業での資料を回覧） 

村上：試行授業では遠隔操作の実際も講義してもらえた。スマートグリッドの学科の授業は学生

にとっては動機づけが必要であった。スマートグリッドの実習授業では楽しく学べたようだ。 

 

水野：このカリキュラムは実際に申請するのか。 

 

村上：実際に使っていく。 

 

渡邉：単位数について説明してほしい。 

 

村山：単位制の学校もあり、大学編入に必要になるので記載した。 

 

村上：3年制課程は高度専門士に該当しないので、授業時間数のみ注意する。この時間(1000 時

間以上)なら満たしている。 
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（３）IT 分野教育カリキュラム  

◆以下 3 科目のシラバスを作成 

スマートグリッド概論 2時間/週 34 週 68時間 

ネットワーク技術概論 2時間/週 34 週 68時間  

スマートグリッド演習 2時間/週 34 週 68時間 組込系とネットワーク 

 

◆今年度作成する教育プログラム 

・対象学科： 情報システム工学科 スマートグリッド専攻 

・修業年限： 3 年課程のうちの 3 年時の教育課程 

・取得技術： 応用情報技術者試験、データベーススペシャリスト試験、情報セキュリティスペシャ

リスト試験、C、Java、PHP 

 

村山：上記内容を説明。詳細の内容は次週試行授業の講師の原田先生にアドバイスをもらいなが

ら作成し、次回推進協議会で提示する。 

 

◆試行授業＜項目は省略＞ 

【1日目】2/6 

１．プログラミング入門（実習） 

【2日目】2/7 

２．環境エネルギー利用・スマートグリッド活用に必要な制御技術 

 1)PWM制御プログラミング（実習） 

 2)アンドロイドタブレットシステム（講義） 

 3)スマートグリッドキットの実験・考察（3人×2グループで実習） 

 

村上：試行授業について説明。次週分科会に講師の原田氏に出席してもらう。 

 

議題３：その他 連絡事頄 

◆2 月の予定 

第 11 回分科会   2 月 6 日（水）17:30～ 

第７回推進協議会 2 月 14 日（木）17:30～ 

第８回推進協議会 2 月 28 日（木）17:30～予定です 

◆報告会 

 3 月 5 日（火）時間（午後）場所調整中 

以上 
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平成 25 年 2 月 6 日 

 

第 11 回分科会 議事録 

 

 

日時：平成 25 年 2 月 6 日（水）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、 

●専門学校国際情報工科大学校：村上 史成 副校長、和田 秀勝 部長 

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美、佐藤 和典 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

●ワイズマン 原田 賢一 

議題： 

１．2 月～3 月の業務について  村山 

２．授業について    和田 

３．教育プログラムついて   村上・村山 

 (1)再生可能エネルギー分野 

 (2)EV 電気自動車分野 

 (3)IT スマートグリッド分野 

４．アンケートについて 

５．その他 連絡事頄 

 

以上 
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議題１：2月～3月の業務について 

業務 開始 終了 説明 

分科会準備 2 月 4 日 2 月 6 日 会議資料作成 

協議会準備 2 月 11 日 2 月 14 日 会議資料作成 

議事録 2 月 15 日 2 月 16 日 議事録作成 

実証授業 2 月 19 日 2 月 22 日 模擬屋根⇒取付 風力の準備 

機材設置 2 月 19 日 2 月 22 日 設置工事と簡単な授業 

授業レポート 2 月 25 日 2 月 26 日 授業日誌 アンケート 取材 レポ 

視察見学 レポ 2 月 11 日 2 月 12 日 資料起こし 

アンケート管理 2 月 4 日 2 月 22 日 管理 電話がけ依頼 メール再送 

アンケート分析 2 月 25 日 2 月 26 日 分析 報告書 

報告書 2 月 15 日 3 月 7 日 協議会でほぼ完パケ？ 

プレゼン準備 3 月 1 日 3 月 4 日 パワポ・資料 

■推進協議会 

 ・第 6 回  2 月 14 日（木） 

 ・第 7 回  2 月 28 日（木）（臨時：プレ報告会） 

■成果報告会 

 ・合同  3 月 5 日（火）午後  

■報告書 

 ・授業終了 2 月 22 日 

 ・アンケート 2 月 22 日 

 ・教育プログラム  

  

村山：上記資料を説明。 

 

議題２：実証授業について 

◆電気電子工学科 1年生 

2/20（水）模擬屋根製作 

2/21（木）模擬屋根製作・太陽光モジュール取付 

2/22（金）太陽光モジュール接続・風力発電キット組立 

 

和田：上記内容を説明。 

 

久我：太陽光モジュールの取付は 1 日に集約してほしい。天候とスケジュールもあるが。 

 

和田：了解しました。 
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議題３：教育プログラムについて 

（１）再生可能エネルギー分野の教育プログラム 

＜以下 中略＞ 

 

（２）EV 分野教育カリキュラム 

■電気自動車工学科 3 年時のカリキュラム 

＜表は省略＞ 

■取得資格： 2 級自動車整備士＋第二種電気工事士＋EV 設備工事技術者＋自動車電装整備士 

 

◆試行授業 1/23・24 講座③ 「EVの基礎知識」より 

 電気自動車の概要 

 電気自動車の種類や歴史、普及の課題、スマートグリッドとの連携などの総論 

 EV HV PHV FCV、歴史、基本構造、スマートフォンとの連携、充電インフラ、VtoH 

 モータと駆動回路 

 各種モータの構造と特性、モータ制御回路から EVのモータ制御など 

 誘導モータ、同期モータ、リラクタンスモータ 

 パワーエレクトロニクス、直流電圧制御(降圧，昇圧) 

 交流モータ駆動、同期モータの制御回路 

 自動車用電池と制御回路 

 二次電池、燃料電池、キャパシタなどから、リチウム電池の特性まで 

 鉛蓄電池、アルカリ蓄電池、ニッケル水素電池、リチウム・イオン電池 

 ニッケル水素電池の充放電特性、充電・放電保護回路 

教材：スライド資料、配付資料、モータキット、EVカート、等 

 

＜表は省略 「電気自動車工学」「電気・充電設備概論」「モータ技術」＞ 
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（３）IT 分野教育カリキュラム  

◆以下 3 科目のシラバスを作成 

⑦ スマートグリッド概論 2時間/週 34 週 68時間  

⑧ ネットワーク技術概論 2時間/週 34 週 68時間 不要かもしれない 

⑨ スマートグリッド演習 2時間/週 34 週 68時間 組込系とネットワーク 

 

◆今年度作成する教育プログラム 

・対象学科： 情報システム工学科 スマートグリッド専攻 

・修業年限： 3 年課程のうちの 3 年時の教育課程 

・取得技術： 応用情報技術者試験、データベーススペシャリスト試験、情報セキュリティスペシャ

リスト試験、C、Java、PHP 

 

◆試行授業 

【1日目】2/6 

１．プログラミング入門（実習） 

 1)PCプログラミング（MS-Officeプログラミング） 

  ①プログラミング実習 

 2)組込系マイコンプログラミング 

  ①環境構築 ②プログラミング実習（VBA） 

【2日目】2/7 

２．環境エネルギー利用・スマートグリッド活用に必要な制御技術 

 1)PMW制御プログラミング（実習） 

 2)アンドロイドタブレットシステム（講義） 

 3)スマートグリッドキットの実験・考察（3人×2グループで実習） 

 

＜スマートグリッド概論のシラバス表は省略＞ 

 

村山：上記内容を説明。 

(1) 再生可能エネルギー 

・長期プログラムの「エネルギー工学科」のシラバスの作成になる。 

・科目「施工・保守点検実習」では、太陽光発電モジュールの取付施工が中心だが、屋根の種類

による金具と取付方法の違いを実習していく。 

 

羽田：メーカによる違いは。 

 

村山：検討材料ではある。 
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渡邉：1年課程でも第二種電気工事士は取得できるのか。 

 

和田：養成施設の要件は満たさないが、受験資格は得られるので学生個々でがんばって臨むこと

になる。試験直前の対策授業は組んでいく。電気電子工学科の課程では一般的に 2 年時までに取

得している。 

 

内田：再生可能エネルギー分野は、電気工事士法に定める規制管理区にならないのは確認してい

る。1 年だけで養成するとなると現実的な時間数ではない。（1日 16 時間授業はできない）経産

省でも変えるつもりは全くない。 

 

(2)EV 

村山： 

・「電気自動車工学」で EV の基礎から要素技術を学ぶ 

・「電池・充電設備」はバッテリ、充電設備を学ぶが内容は多い 

・「モータ技術」ではモータ制御を学ぶが 1年は長い。制御全般も含めていくようだ。専門の先

生の意見を聞いていく。 

・実習のシラバスはこれから。整備、設計、製作の 3科目と電気工事の計 4 科目。 

 

原田：モータは種類も多く新しいものが次々と出てくる。決めてかかっても他の物にとって替っ

てしまうこともある。柔軟性のあるものにしたほうがいい。制御をしっかり学ばせることが大事。 

 

久我：電気自動車に限らずポンプもモータで動いている。インバータ制御を知れば省エネの知識

にもつながる。 

 

内田：自動車用の小型モータに限らないほうがいい。 

 

原田：どうして動くかはしっかりやったほうがいい。 

 

村上：自動車科の先生と相談して作っていきましょう。 

 

(3)IT 

村山：「スマートグリッド概論」ということでまとめた。高度なネットワーク概論は専門的すぎ

て厳しい。業界の標準化もされていない現状があり、各大手企業も独自にシステムを開発してい

る。学科と実習をセットにした内容でこれからシラバスを作っていく。実習ではスマートグリッ

ドキットを使った基礎から、スマートメータの製作とアプリ開発までやっていきたい。 
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内田：オンデマンドのプログラムとか、PLC、リレーの制御ならいろいろな分野で応用できるし

時間数も尐なくて済む。 

 

村山：情報系の学生は電気系の知識はないので基礎はやりたい。 

 

原田：実際に作らせて動かせることで記憶に残る。 

 

渡邉：パソコンの中だけよりも実際に作ったものが動くと学生も喜ぶ。 

 

内田：例えば見える化のグラフ、天気予報から発電量を予測したりできるとスマートグリッドに

関連してくる。 

 

村山：京セラの表示システム・小型計測装置の「Solar Link Zero」の開発元の株式会社ラプラ

ス・システムは専門にやっている。 

 

久我：計測器メーカから低価格でいろいろ見える化のシステムが出できており使い勝手もいい。 

 

村上：今年度立てた計画をもとに次年度試行授業でやっていきたい。 

 

村山：このあたりのネットワーク関連の内容がポイントになってくるだろう。 

 

＜ゲスト 原田 賢一 氏 （有）ワイズマン ＞ 

IT 分野試行授業の講師 

・MICROCHIP PICk it (TM） 3を使用してマイコンと PCを通信（USB,Serial） 

・AD変換計測が可能 

・Bluetooth でタブレットと通信 

 

・学生の PC に環境を作るところから開始した。 

・ツール（アプリ）をダウンロードしてインストール 

・午前中に Microsoft EXCEL を使った VBAのプログラミングの基本 学生はできていた 

・事務処理系に持っていくか制御系に持っていくかはニーズに応じて 

・読み書きの対象を Excel のワークシートとするか、Access のデータベースにするかの切替 

・自分のスキルをあげること 

・そこそこプログラムはできる学生だった 
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・組込系のプログラミングでは LED のピカピカは基本なので取り入れた 

・配線は LANケーブルをばらして加工して使った 

・0.5 秒ごとに LED が点滅するプログラムを作った 

・LED とトランジスタが 12V のバッテリからインバータでスイッチングをする 

・ユニットがインバータを駆動する 

・AC100V の電球をこれでも制御できる実験をやった 

 

あすは 

・スイッチを同期して電球がついたり消えたりするプログラム 

・同じものを 4 人でつなげて、2 ビットのカウントをするものを作ってもらう 

・1,2,3,4 で桁上がりするのでとなりのマイクとユニットに桁上がりを伝えるものをやる 

・言語は気にせずに取り組むこと 

・信号が取り出せれば機械は動くことを身をもって体験できるものにしたい 

・オシロスコープで波形を見せたり、振り子が揺れているものも見せた 

・PWM 制御 周波数を変えてやること、半分しか通電しなければ 50%節電になることを教えたい 

・Blutooth と Android タブレットの通信を見せる 

・開発環境を見せる 

 

議題４：アンケートについて  

 

■しめきり 2月 22 日（金） 回収目標 100件 発送済み 

 

◆メールアドレスの収集について 

・上記 A ランクで 68件に「福島県ものづくり企業データベース」から追加する 

・もし再エネフェア出展社の方の名刺をお持ちでしたらリストに加えたい 

・サイトのアドレス帳を使うと未回答の場合重ねて依頼することができる 

・知人の方にメールで案内する場合、案内文のテンプレ送ります。 

 

議題５：その他 連絡事頄 

◆2 月の予定 

第７回推進協議会 2 月 14 日（木）17:30～ 

第８回推進協議会 2 月 28 日（木）17:30～予定です 

◆報告会 

 3 月 5 日（火）午後から場所調整中 

以上 

  



Ⅱ議事録 

120 

 

平成 25 年 2 月 14 日 

 

第７回推進協議会 議事録 

 

 

日時：平成 25 年 2 月 14 日（木）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

出席者： 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、●株式会社ヨシダコーポレーション 丸岡一志 

●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉 校長、村上 史成 副校長、和田 秀勝 教務部長 

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美、佐藤 和典 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

議題： 

１．授業について    村上・和田 

 (1)EV・IT 試行授業の報告 

 (2)再生可能エネルギー実証授業の予定 

２．教育プログラムついて   村上・村山 

 (1)再生可能エネルギー分野 

 (2)EV 電気自動車分野 

 (3)IT スマートグリッド分野 

３．アンケートについて   村山 

４．その他 スケジュール 連絡事頄 
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議題１：授業について 

(1)EV・IT試行授業の報告＜＜以下省略 詳細は授業の項を参照＞ 

 

村山：上記内容を説明。 

 

村上：原田氏には分科会に出席いただいて IT のアドバイスをいただいた。 

 

(2)再生可能エネルギー実証授業 

■学生の見学＜次頄参照＞ 

 ①行先：「住まいの耐震博覧会 2013 東京」東京ビッグサイト 

 ②日程：2 月 11 日（祝・月）バスで日帰り 

 ③内容：低炭素住宅、ゼロエネルギー住宅、スマートハウスの見学 

■実証授業 

2/20（水）模擬屋根製作 

2/21（木）模擬屋根製作、風力発電キット組立 

2/22（金）太陽光モジュール取付・接続 

  



Ⅱ議事録 

122 

 

 

住まいの耐震博覧会見学【平成 25 年 2 月 11 日】 

 

 東京ビックサイト西１・２・３ホールにて「住まいの耐震博覧会」の見学を実施致しました。

ナイス株式会社 資材事業本部が主催での開催でありました。テーマは「耐震・免震住宅」では

有りましたが、ブースの「エネルギーゾーン」では「低炭素住宅、ゼロエネルギー住宅、スマー

トハウス」をテーマに各国内メーカを中心とした太陽光パネルの展示、低炭素住宅の概要、

HEMS、蓄電池の展示などもあり再生可能エネルギーを学んでいる学生達の良い学習の場であ

りました。住宅に関する工法や屋根の仕組み、屋根材の種類など今後の太陽光パネル施工に関す

る基礎知識も身に付けることが出来ました。近未来の住宅の姿と電気技術者が目指すべき姿も見

て取れる博覧会でありました。 

 パナソニックなどは住宅用電気機器、ソーラーパネル、キッチン機器、照明関連など同一メー

カで設置出来るなどの強みの説明も有り電気自動車への充電装置も含めた販売商品の囲い込み

策を前面に打ち出していたように感じました。今回の博覧会は実用的なスマートハウスをイメー

ジ出来る展示内容になっており風力発電などの機器類の展示は無い状況であり再生可能エネル

ギー全体を知るのには物足りない内容でも有りましたが、現状の住宅事情・エネルギー事情を知

るには十分な博覧会だったと思います。 

   

   

佐藤：展示会の活用はいいと思う。企業向けの展示会での制御機器類は勉強になる。 
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議題２：教育プログラムについて 

（１）再生可能エネルギー分野の教育プログラム 

以下（H23年度報告書より） 

◆長期プログラム 

◆プログラムの活用 

本校が平成 25年度に実施・実証するために、平成 24 年度に推進協議会で審議し策定す

る、再生可能エネルギーに対応した電気施工技術者育成プログラムの素案である。 

 

○対象学科：電気電子工学科・エネルギー工学科 

 

○科目：再生可能エネルギー 週 3 時間（50分授業）通年 34週 

 

○学科：新エネルギー工学科 1 年課程 

 ＜2 年課程は平成 24 年度推進協議会で検討する＞ 

 

○時期：4月～3月 

 

（１）履修科目：再生可能エネルギー 

 

・通年で週 3時間×30 週（前期・後期各 15週） 

・太陽光発電 60時間、風力発電 30時間 

・3単位 

・科目名：再生可能エネルギー 

・電気電子工学科向け 

・太陽光モジュール取付の模擬屋根製作時間含まず（約 12 時間） 

 

＜教材等＞ 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの頄参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

 

＜講師＞ 

・本校専任講師、メーカ、エンジニアリング会社の協力、大学講師 

 

＜シラバスは省略＞ 
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（2）専門学校の 1 年課程学科： 

 

１．学科名：新エネルギー工学科 

 

２．分野：工業課程 

 

３．修業年限：１年制（昼間） 

 

４．定員：入学定員 20名 男女 

 

５．設置趣旨： 

東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故による復興計画の中でも再生可能エネ

ルギー関連産業の集積施策が今後推進されていくにあたり、復興の使命感に燃える若い

人材を育成するニーズが高まっていくことが予想される。求められている知識と技術を

持つ人材を養成することが急務である。 

 

６．人材育成方針： 

①太陽光発電のシステムを理解し、設計・施工ができる 

②風力発電のシステムを理解し、保守点検に必要な技術を身につける 

③環境やエネルギーに精通し、地域や顧客にあった企画提案ができる 

④電気工事、住宅建築、住宅設備の知識と技術を持っている 

 

７．取得可能な資格：第二種電気工事士 

 

８．卒業後の代表的な職種・職業 

太陽光発電システムメーカー、エネルギー関連エンジニアリング会社、 

電気設備会社、住宅設備会社、住宅メーカ、電力会社、電機メーカ 
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９．カリキュラム 

①科目・内容・時間・単位数 

 

 

 

②カリキュラム表 

 

 

 

 

 

履修期間

習得技術

科目 期間 週授業時間 年間授業時間 取得単位

学
科

再生可能エネルギー 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

就職実務 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

スマートグリッド 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

電気工事 通年 ３ 時間 １０２ 時間 6

太陽光発電システム 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

太陽光発電設計・施工 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

住宅建築 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

住宅設備 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

風力発電システム 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

風力発電機器 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

安全衛生 臨時 ３ 時間

実
習

施工・保守・点検実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

電気工事実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

計 週 ３０ 時間 １,０２０ 時間 48

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

現場調査、太陽光発電・風力発電システムの施工とメンテナンス

風量発電機の電気と機械の基礎知識　タワー　増速機　ブレード

構成機器、設置条件、導入効果、積算、見積

講座期間 週30時間×34週　計1020時間

主な科目の概要

オール電化機器　電力会社　電気料金　ガス設備

対象 専門学校

太陽光発電・風力発電の基礎知識

電気工事施工　電気基礎　電気機器　電子技術　制御技術

建築の基礎知識　屋根　増改築　エコロジー住宅

風力発電の原理　風車の構造　機種　風力発電の導入と開発計画

業界研究　自己分析　応募書類作成　面接対策　ビジネスマナー

電気配線まで、電気工事に関する総合的な技術　電気設備管理

1年間

再生可能エネルギー技術

スマートグリッド　環境関連法規　ビジネス　環境技術に関する最新の動向と情報

平面図、配置図作成、設置方法、屋根材毎に異なる施工方法の知識

SEQ 科目

1 就職実務

2 再生可能エネルギー

3 スマートグリッド

4 電気工事

5 太陽光発電システム

6 風力発電システム

7 太陽光発電設計施工

8 風力発電機器

9 住宅建築

10 住宅設備

11

12 施工保守点検実習

13 電気工事実習

4

4/9 4/16 4/23

0 1 2

2 2

2 2

2 2

3 3

3 3

3 3

3 3

6 6

6 6

5 6 7

5/7 5/14 5/21 5/28 6/4 6/11 6/18 6/25 7/2 7/9

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

8 9 10 11 12

8/20 8/27 9/3 9/10 9/17 9/24 10/1 10/8 10/15 10/22 10/29 11/5 11/12 11/19 11/26 12/3 12/10

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

1 2

1/14 1/21 1/28 2/4 2/11

30 31 32 33 34

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

6 6 6 6 6

6 6 6 6 6

合計時間

68

68

68

102

51

51

51

51

51

51

0

204

204

0 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

0

1020
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③時間割例 

 

④備考 

・専門学校の教育課程 1年に準拠 週 30時間×34週 

・通年 34週（前期・後期各 17 週）年間授業時間数 1020 時間 

・前期太陽光発電中心、後期風力発電中心 

・テスト等評価の期間を含む 

・電気電子工学科・エネルギー工学科等に 2年課程を修了後 3 年目の課程として 

・1年課程で履修する場合でも第二種電気工事士の受験資格が得られる 

 ◆シラバスは平成 24年度の成果をもとに作成する予定 

 

⑤教材等 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの頄参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

⑥講師 

・ 専門学校専任講師、メーカ、エンジニアリング会社の協力、大学講師 

 

月 火 水 木 金

就職実務

再生可能

エネルギー

スマート
グリッド

電気工事

前期

太陽光発電

システム

後期

風力発電

システム

前期

住宅建築

後期

住宅設備

６時限

２時限

３時限

４時限

５時限

１時限

前期

太陽光発電

設計・施工

後期

風力発電

機器

電気工事実習
施工保守点検

実習



Ⅱ議事録 

127 

 

 

再生可能エネルギー 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

後期試験

試験講評とまとめ

前期

後期

スマートグリッドのネットワーク　6LowPAN

スマートフォンで電力料金をみる

セキュリティ対策

電力の貯蔵

電気自動車

電気自動車

スマートグリッドの概要

電力システムとスマートグリッドの関係

地球温暖化問題

電力系統・電力潮流-1

電力系統・電力潮流-2

電力システムの制約

法規・法令-3

前期試験

試験講評

環境政策-1　低炭素社会　温室効果ガス削減

環境政策-2　低炭素社会　補助金制度

環境政策-3　RPS法　FIT法　グリーン電力制度

直接発電の方法

電力の制御と安定

畜エネルギー

スマートメータ

法規・法令-1

法規・法令-2

大型発電所　コンバインドサイクル　コージェネレーション　系統連係と節電について

エンジニアへの期待

人間活動と気温上昇　

自然エネルギーと新エネルギー

電気　電力化率　電気と水素

発電の方式

学習目標
エネルギー・環境問題と再生可能エネルギー

スマートグリッド　環境政策及び環境に関する法規について学習する

評価方法 確認テストを実施

再生可能エネルギー技術概論-1　太陽光・風力

再生可能エネルギー技術概論-2　地熱・水力・バイオマス

科目名

単位数 2時間

使用教材 -
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太陽光発電システム 指導担当者名

3単位/前期 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

設備費用の償却　光熱費の削減効果　売電

システムの積算方法　見積書の作成-1

システムの積算方法　見積書の作成-2

販売　営業について

前期試験

試験講評

セルとモジュール　システム　設置　-2

変換効率

屋根の条件　

設置条件基準(積雪・塩害・風圧)　

据付場所　

システム構成　発電効率

学習目標 太陽光発電システムの概要を理解し、機器と設置条件、導入効果、積算・見積作成を演習する

評価方法 確認テストを実施

前期

太陽光発電システムの概要

設置角度　日照時間と障害物　製品概要

システムの仕様　設置の留意点

電気配線工事　配線の種類とサイズ

セルとモジュール　システム　設置　-1

科目名

単位数 3時間

使用教材 メーカー資料　カタログ

太陽光発電施工 指導担当者名

3単位/前期 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

モジュール配置-1

モジュール配置-2

部材選定と見積　発電シミュレーション-1

部材選定と見積　発電シミュレーション-2

前期試験

試験講評

屋根ごとの設置方法　ラック・金具-2

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系-1

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系-2

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系-3

屋根と外壁の平面図を描画-1　切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと

屋根と外壁の平面図を描画-2　切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと

学習目標 建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異なる施工方法

評価方法 プリントアウトして提出

前期

太陽光発電施工の概要

システム部材

施工手順と工程

墨出し

屋根ごとの設置方法　ラック・金具-1

科目名

単位数 3時間

使用教材 メーカー資料　カタログ
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施工・保守・点検実習 指導担当者名

6単位 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28 風力発電施工-2　設置台工事

29 風力発電施工-3　ユニット組立　配線　

30 風力発電施工-4　発電確認　発電量チェック　測定データ分析

31 風力発電保守点検-1　回路構成　保護装置　発電機　変圧器　遮断機　コンバータ

32 風力発電保守点検-2　定期点検　メンテナンス

33

34

後期試験

試験講評とまとめ

風力発電施工-1　設置場所の確認と基礎工事

後期

現場調査-3　建物調査　電気設備調査　設置方法　金具・部材の確認

運用・保守-1　系統連系　発電確認

運用・保守-2　取扱説明

運用・保守-3　完成検査

運用・保守-4　トラブルシューティング　不具合事例

運用・保守-5　定期点検

運用・保守-6　アフターサービス　保証システム

現場調査-4　風力発電

風力発電システム　施工基礎

施工-8　アンカー方式でのモジュール取付

施工-9　陸屋根における架台の取付作業

施工-10　地盤設置型の基礎の工法

現場調査-2　建物調査　電気設備調査　設置方法　金具・部材の確認

前期試験

試験講評

施工-2　支持金具方式でのモジュール取付

施工-3　粘土系瓦屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-4　スレート屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-5　金属板金屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-6　金属折板（ハゼ折板）屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-7　金属折板（重ね折板）屋根における支持金具方式でのモジュール取付

学習目標
モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。小型の風力発電ユニットを安全な

場所に組立設置をする。

評価方法 設置・動作確認

前期

現場調査-1　建物調査　電気設備調査　設置方法　金具・部材の確認

施工手順基礎-1　作業前準備　墨だし

施工手順基礎-2　架台支持金具の取付　架台の取付　モジュールの取付　結線　配線

施工手順基礎-3　アース工事　アレイ出力確認

施工-1　支持瓦方式でのモジュール取付

科目名

単位数 6時間

使用教材 模擬屋根　太陽光モジュール取付機材一式　小型風力発電ユニット一式
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（２）EV 分野教育カリキュラム 

 

■電気自動車工学科 3 年時のカリキュラム 

 

■取得資格： 2 級自動車整備士＋第二種電気工事士＋EV 設備工事技術者＋自動車電装整備士 

 

◆試行授業 1/23・24 講座③ 「EVの基礎知識」より 

 電気自動車の概要 

 電気自動車の種類や歴史、普及の課題、スマートグリッドとの連携などの総論 

 EV HV PHV FCV、歴史、基本構造、スマートフォンとの連携、充電インフラ、VtoH 

 モータと駆動回路 

 各種モータの構造と特性、モータ制御回路から EVのモータ制御など 

 誘導モータ、同期モータ、リラクタンスモータ 

 パワーエレクトロニクス、直流電圧制御(降圧，昇圧) 

 交流モータ駆動、同期モータの制御回路 

 自動車用電池と制御回路 

 二次電池、燃料電池、キャパシタなどから、リチウム電池の特性まで 

 鉛蓄電池、アルカリ蓄電池、ニッケル水素電池、リチウム・イオン電池 

 ニッケル水素電池の充放電特性、充電・放電保護回路 

教材：スライド資料、配付資料、モータキット、EVカート、等 

履修期間

習得技術

科目 期間 週授業時間 年間授業時間 取得単位

学
科

就職実務 通年 １ 時間 ３４ 時間 4

再生可能エネルギー 前期 １ 時間 ３４ 時間 2

スマートグリッド 後期 １ 時間 ３４ 時間 2

電気工事 通年 ３ 時間 １０２ 時間 6

電気自動車概論 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

モーター理論 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

電池・充電設備理論 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

実
習

EV整備実習 通年 ３ 時間 １０２ 時間 6

EV設計実習 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

EV車両制作実習 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

電気工事実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

計 週 ３０ 時間 １,０２０ 時間 41

車両構造　モーター・バッテリー　電気電子　EV整備

電気配線まで、電気工事に関する総合的な技術　電気設備管理

EV車両の設計

オリジナルEV　電動カート等を製作

モーターの原理と種類　設計基礎・製造技術と絶縁技術

電池と充電設備の理論　電気回路　電気制御　充電設備の施工　低電圧講習

スマートグリッド　環境関連法規　ビジネス　環境技術に関する最新の動向と情報

電気工事施工　電気基礎　電気機器　電子技術　制御技術

EV基礎理論　構造　機能

主な科目の概要

業界研究　自己分析　応募書類作成　面接対策　ビジネスマナー

太陽光発電・風力発電の基礎知識

長期：再生可能エネルギー技術者養成講座カリキュラム

対象 専門学校 1年間

講座期間 週30時間×34週　計1020時間 EV電気自動車工学
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電気自動車工学 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 オリエンテーション

2 電気自動車の方向 -1

3 電気自動車の方向 -2

4 電気自動車の方向 -3

5 電動車両の種類

6 電気自動車の技術-1

7 電気自動車の技術-2

8 電気自動車の要素技術-1 バッテリ

9 電気自動車の要素技術-2 バッテリ

10 電気自動車の要素技術-3 リチウムイオン電池

11 電気自動車の要素技術-4

12 電気自動車の要素技術-5

13 電気自動車の要素技術-6

14 電気自動車の要素技術-7

15 電気自動車の要素技術-8

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 電気自動車の要素技術-9

19 電気自動車の要素技術-10

20 電気自動車の要素技術-11

21 電気自動車の要素技術-12

22 電気自動車の要素技術-13

23 電気自動車の要素技術-14

24 電気自動車の要素技術-15

25 電気自動車の要素技術-16

26 電気自動車の性能計画 -1　

27 電気自動車の性能計画 -2　

28 電気自動車とエネルギネットワーク -1

29 電気自動車とエネルギネットワーク -2

30 電気自動車と情報ネットワーク-1

31 電気自動車と情報ネットワーク-2

32 今後の課題 

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

科目名

開講時期 電気自動車工学科

単位数 3時間

使用教材

学習目標
電気自動車の基礎理論。バッテリ、モータ、充電インフラなどの電気自動車の要素技術を学ぶ。エネルギーネットワー

クやスマートグリッドとの関係も理解する。

評価方法 中間・期末に筆記試験

学習のねらい・内容・準備資料等

前期

電気自動車とは　開発の歴史と背景

電気自動車と社会、モビリティとの調和 

国際的なモータリゼーション 

スマートグリッドと電気自動車

EV,HEV,PHEV,FCEV 

ガソリン車との比較 

安全（高圧安全、電気自動車固有安全） 

モータ-1

モータ-2

インバータ-1

インバータ-2

最新のモータ　インバータ

後期

充電インフラ-1

充電インフラ-2

充電インフラ-3

充電インフラ-4

強電システム

エアコン

DCDCコンバータ

ブレーキ 

性能計画-1

性能計画-2

V2H,V2G 

V2H,V2G 

スマートグリッド、CDM、ITS 

スマートグリッド、CDM、ITS 

後期試験

まとめ
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電池・充電設備概論 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 オリエンテーション

2 充電設備の標準規格と種類

3 建築電気設備・電動車両用受給電設備

4 電動車両用充電設備

5 充電設備の適用法規と規格基準

6 電気自動車の適用法規と規格基準

7 普通充電設備の設計-1

8 普通充電設備の設計-2

9 普通充電設備の設計-3

10 急速充電設備設計-1

11 急速充電設備設計-2

12 急速充電設備設計-3

13 急速充電設備設計-4

14 急速充電設備設計-5

15 急速充電設備設計-6

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 過電圧保護

19 地絡（感電）保護

20 電源品質

21 安全衛生

22 バッテリー-1

23 バッテリー-2

24 バッテリー-3

25 低圧電気-1

26 低圧電気-2

27 低圧電気-3

28 低圧電気-4

29 低圧電気-5 低圧充電電路の停電・復電の確認

30 低圧電気-6 作業充電部が露出している開閉器の操作方法

31 充電設備施工-1

32 充電設備施工-2

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

科目名

開講時期 電気自動車工学科

単位数 3時間

使用教材

学習目標
電気自動車の基礎理論。バッテリ、モータ、充電インフラなどの電気自動車の要素技術を学ぶ。エネルギーネットワー

クやスマートグリッドとの関係も理解する。

評価方法 中間・期末に筆記試験

低圧用の安全作業用具に関する基礎知識

低圧の活線作業及び活線近接作業の方法

関係法令

電源設備の設計

後期

学習のねらい・内容・準備資料等

前期

国際標準規格と日本の標準

電動車両と電力供給

EV PHVの現在と電気需要設備としての電動車両

電気設備の技術基準の解釈と普通充電回路の施設

保安法令　製品規格　施工規定

法規　国際調和　安全技術基準　電気自動車の規格

充電設備の選択　電気的特徴

幹線設計　分岐回路設計　配線設計　

充電設備の据付

CHAdeMO方式　急速充電器　電力需給計画

後期試験

設置の留意点　設置工事

関連法規　メンテナンス　故障発生時の対応

セキュリティ対策　ユーザーサービス

施工事例　戸建・集合住宅・オフィス

雷による被害　インパルス耐電圧

まとめ

普通充電設備

急速充電設備

低圧の電気に関する基礎知識

地絡リスク　地絡保護　地絡電流の検出

電源品質の影響　現状　電圧変動対策手法

安全衛生作業講習

バッテリー　電池　蓄電池　の種類としくみ

リチウムイオン電池

電気自動車とバッテリー
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モータ技術 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 オリエンテーション

2 自動車用モータの歴史

3 モータの役割

4 モータの動作原理と制御-1

5 モータの動作原理と制御-2

6 モータの動作原理と制御-3

7 自動車用小型モータ-1

8 自動車用小型モータ-2

9 自動車用小型モータ-3

10 自動車駆動用モータ-1

11 自動車駆動用モータ-2

12 自動車駆動用モータ-3

13 自動車駆動用モータ-4

14 自動車駆動用モータ-5

15 自動車駆動用モータ-6

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 パワーエレクトロニクス-1

19 パワーエレクトロニクス-2

20 パワーエレクトロニクス-3 コンバータ

21 パワーエレクトロニクス-4 インバータ-1

22 パワーエレクトロニクス-5 インバータ-2

23 モータ制御-1 直流モータのサーボ制御

24 モータ制御-2 誘導モータのインバータ制御-1

25 モータ制御-3 誘導モータのインバータ制御-2

26 モータ制御-4 誘導モータのセンサレス制御

27 モータ制御-5 BLDCMとその制御-1

28 モータ制御-6 BLDCMとその制御-2

29 モータ制御-7 SRMとその応用

30 モータドライブ-1 モータドライブの動向-1

31 モータドライブ-2 モータドライブの動向-2

32 モータドライブ-3 モータドライブの動向-3

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

科目名

開講時期 電気自動車工学科

単位数 3時間

使用教材

学習目標
電気自動車の基礎理論。バッテリ、モータ、充電インフラなどの電気自動車の要素技術を学ぶ。エネルギーネットワー

クやスマートグリッドとの関係も理解する。

評価方法 中間・期末に筆記試験

学習のねらい・内容・準備資料等

前期

電気自動車の動向

自動車用モータの特徴

DCモータ　同期モータ

DCモータ　同期モータ

DCモータ　同期モータ

始動・発電系モータ

電動パワーステアリング

その他の小型モータ

EV

PHV

DCM（直流モータ)

SM(永久磁石型同期モータ）

IM（誘導モータ）

まとめ

後期試験

SRM(ｽｲｯﾁﾄﾘﾗｸﾀﾝｽﾓｰﾀ)

後期

パワーエレクトロニクス

電力用半導体デバイス
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（３）IT 分野教育カリキュラム  

◆以下 2 科目のシラバスを作成 

スマートグリッド概論 2時間/週 34 週 68時間  

スマートグリッド演習 2時間/週 34 週 68時間 組込系とネットワーク 

 

◆今年度作成する教育プログラム 

・対象学科： 情報システム工学科 スマートグリッド専攻 

・修業年限： 3 年課程のうちの 3 年時の教育課程 

・取得技術： 応用情報技術者試験、データベーススペシャリスト試験、情報セキュリティスペシャ

リスト試験、C、Java、PHP 
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スマートグリッド概論 指導担当者名

2単位 時間数

日 時間 指導項目

1 スマートグリッド基礎-1

2 スマートグリッド基礎-2

3 電力システム（電力系統）基礎-1

4 電力システム（電力系統）基礎-2

5 電力システム（電力系統）基礎-3

6 通信ネットワークと通信技術-1

7 通信ネットワークと通信技術-2

8 通信ネットワークと通信技術-3

9 通信ネットワークと通信技術-4

10 通信ネットワークと通信技術-5

11 通信ネットワークと通信技術-6

12 サイバーセキュリティ-1

13 サイバーセキュリティ-2

14 サイバーセキュリティ-3

15 前期まとめ

16 前期試験

17 試験講評

18 エネルギー管理システム-1

19 エネルギー管理システム-2

20 エネルギー管理システム-3

21 スマートグリッドのビジネスとサービス-1

22 スマートグリッドのビジネスとサービス-2

23 スマートメーター-1

24 スマートメーター-2

25 分散型電源技術と再生可能エネルギー-1

26 分散型電源技術と再生可能エネルギー-2

27 電力貯蔵技術と蓄電池

28 EV電気自動車-1

29 EV電気自動車-2

30 国際標準化と各国の取り組み-1

31 国際標準化と各国の取り組み-2

32 後期まとめ

33 後期試験

34 試験講評

各国の展開と実証実験の事例　

揚水発電　リチウム電池　超電導

EVの背景と現状　充電　インフラ

EVの技術

スマートグリッドの国際標準化

通信基盤AMIシステムとスマートメーター

HAN（ホームエリアネットワーク）　MDMS（健診データ管理）

太陽光発電と風力発電　

その他の自然エネルギーと系統連系技術

HEMS　BEMS　

FEMS　CEMS

スマートグリッドのビジネスの展開　各国の事例

エネルギーサービスとしてのHEMSの役割

セキュリティの課題-2　情報通信基盤の領域、事業者の領域

前
期

後
期

スマートグリッドの概要　定義、目的、

国際標準化活動、社会環境問題

電力系統の安定的運用

分散型電源（太陽光・風力）の導入

系統監視と制御技術

スマートグリッド環境の通信ネットワーク

日本の電力会社での通信ネットワーク

需要家用エネルギー管理システム：マイクロEMSの役割

スマートグリッドに必要なICT技術-1

スマートグリッドに必要なICT技術-2

通信技術IEFT系：6LowPAN  ROLL  CoRE

通信技術IEEE系：ZigBee  WiFi  BPL  SUN

スマートグリッドにおけるセキュリティの基本

セキュリティの課題-1　双方向通信領域、AMI領域、

2時間

評価方法

学習目標 IT技術者に必要なスマートグリッドの技術の理論を学ぶ

設置・動作確認

科目名

単位数

使用教材 スマートグリッドの教科書



Ⅱ議事録 

136 

 

スマートグリッド演習 指導担当者名

2単位 時間数

日 時間 指導項目

1 オリエンテーション

2 アナログ回路

3 ディジタル回路

4 電子回路設計

5 プログラミング・アルゴリズム-1

6 プログラミング・アルゴリズム-2

7 プログラミング・アルゴリズム-3

8 プログラミング・アルゴリズム-4

9 マイクロコンピュータ-1

10 マイクロコンピュータ-2

11 マイクロコンピュータ-3

12 インターフェイス-1

13 インターフェイス-2

14 インターフェイス-3

15 前期まとめ

16 前期試験

17 試験講評

18 組込ソフトウェア-1

19 組込ソフトウェア-2

20 組込ソフトウェア-3

21 ファームウェア-1

22 ファームウェア-2

23 ファームウェア-3

24 組込機器製作-1

25 組込機器製作-2

26 組込機器製作-3

27 組込機器製作-4

28 ネットワークシステム-1

29 ネットワークシステム-2

30 ネットワークシステム-3

31 ネットワークシステム-4

32 後期まとめ

33 後期試験

34 試験講評

HDL-3　シミュレーション　書込み　動作確認

基本設計　回路試作と実験

ソフトウェア設計

回路設計

組立と試験調整

後
期

組込オペレーティングシステム

組込ソフトウェア技術-1

組込ソフトウェア技術-2

HDL-1　基本

HDL-2　回路記述　

通信技術IEFT系：6LowPAN  ROLL  CoRE

通信技術IEEE系：ZigBee  WiFi  BPL  SUN

サイバーセキュリティ

通信基盤AMIシステムとスマートメーター

各種回路の活用　入出力回路

インターフェイス回路設計

C言語によるマイコン制御プログラミング　タイマー

C言語によるマイコン制御プログラミング　I/Oとタイマー

A/D変換

PWM制御　LED制御

OPアンプ　フィルタ回路

フリップフロップ回路　カウンタ回路　シフトレジスタ　AD,DA変換

電子製図　回路図　アートワーク　組立

C言語によるマイコン制御プログラミング　レジスタ　I/Oポート

評価方法 設置・動作確認

前
期

ガイダンス　組込系プログラミング概要

C言語によるマイコン制御プログラミング　演算子　論理演算

A/D変換回路

PWM制御　モータ制御

使用教材 スマートグリッドの教科書

学習目標 IT技術者に必要なスマートグリッドの技術の演習

科目名

単位数 2時間
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村山：上記内容(1)(2)(3)を説明。以下質疑。 

 

(1)再生可能エネルギー分野について 

水野：1年間で第二種電気工事士の資格を取得するのか。取得可能資格についてはどうか。 

 

村上：現実的に 2年修了時には第 2 種電気工事士はすでに取得している。 

 

村山：生涯学習等で社会人向けのコースにも対応できるものである。2 年プラス 1 年のものと単

年度のものと区別するなり考えて修正を加える。 

 

(2)EV 分野について 

村上：モータは作るわけではないので理論的なことをしっかりやっていく。 

 

内田：電気工事は法的に事業所が届け出が必要である。これだけの時間数があれば問題はない。 

 

村上：ディーラーの話では電気工事のニーズは高まるらしい。 

 

佐藤：3年時に急に電気を学ぶことに違和感はないのか。 

 

村上：養成施設の要件でなかなか他の科目の時間は取れない 

 

内田：1年時で電気工事士を集中してやった年もあったが 2年間でやった方がいい。 

 

村上：2年時までに 2級自動車整備士を取得、3年時に電気工事士を取得する流れだ。 

 

水野：車体工学科では 2年時までに 2級自動車整備士を取得して 3年時に塗装板金をやる。3年

時にカリキュラムが変わることでやる気を出す学生もいる。今後民間から電気自動車整備養成カ

リキュラムが出てくることも考えられる。 

 

佐藤：それを先取りできるならいいことだ。 

 

村上：4年制の 1級自動車整備士には電気自動車のカリキュラムが含まれる。 
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(3)IT 分野について 

村上：この分野はまだ就職先として確立されていないものでもあるが、興味のある学生がしっか

り学べる内容にしていきたい。 

 

水野：エネルギーの制御の技術者のイメージか。 

 

村山：簡単なスマートグリッドの製作ができるといいと考えている。通信、組込プログラミング

とキットの組み立てなどを実習でやっていきたい。 

 

議題３：アンケートについて 

 

■2/8（金）に 500 社に発送済み しめきり 2月 22日（金） 回収目標 100件 

 

■途中経過 2/13現在  回答済み 42 件 郵送 26件（5.2%）、メール 16件(17.4%) 

 

議題４：その他 連絡事頄 

 

■推進協議会 

 ・第８回  2 月 28日（木）17:30～（臨時：プレ報告会） 

■成果報告会 

 ・合同  3 月 5日（火）午後  

■報告書 

 ・授業終了 2 月 22日 

 ・アンケート 2 月 22日 

 ・教育プログラム 2 月 22日 

  

 

 

 

以上 
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平成 25 年 2 月 28 日 

 

第８回推進協議会 議事録 

 

 

日時：平成 25 年 2 月 28 日（木）17:30~ 

場所：WiZ 204 教室 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●テクノアカデミー郡山 渡邉 真義、 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、●株式会社エービーシステム 羽田 篤史、 

●株式会社えこでん 久我 和也、●株式会社ヨシダコーポレーション 丸岡一志 

●新潟工科専門学校 仁多見 透 副校長、●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉 校長、村上 史成 副校長、和田 秀勝 教務部長 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、 

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美、佐藤 和典 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

 

議題： 

１．実証授業の総括    和田・村山 

 (1)再生可能エネルギー実証授業の報告 

 (2)授業アンケートの結果 

２．アンケート集計結果報告   村山 

３．教育プログラムついて   村上・村山 

 (1)再生可能エネルギー分野 

 (2)EV 電気自動車分野 

 (3)IT スマートグリッド分野４．その他 スケジュール 連絡事頄 

 

以上 
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議題１：実証授業の総括 

(1) 再生可能エネルギー実証授業の報告 

 

   

 

週 ｺﾏ 月日 曜 種別 科目 学習内容 講師 状況
1 3 10月10日 水 学科 再生可能エネルギー技術 オリエンテーション　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス 佐藤 済
2 3 10月15日 月 学科 太陽光発電基礎 太陽光発電の基礎知識　環境政策など 村山 済
3 3 10月22日 月 学科 安全衛生 高所作業　屋根の勾配 羽田 済
4 3 10月29日 月 学科 太陽光発電システム システムの構成と仕様　設計　積算　見積など 久我 済
5 3 11月5日 月 学科 太陽光発電施工 建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線 近内 済
6 3 11月12日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 設計図と模型 近内 済
7 6 2月20日 水 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 近内 済
7 6 2月21日 木 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 吉田 済
7 3 2月22日 金 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続 羽田 済

0 実習 現場調査 取り付ける屋根の現場を調査する 久我 未
33

時　限 科目名

1
太陽光発電施工
（模擬屋根架台施

工）

2
太陽光発電施工
（模擬屋根架台施

工）

3
太陽光発電施工
（模擬屋根架台施

工）

4
太陽光発電施工
（模擬屋根架台施

工）

5
太陽光発電施工
（模擬屋根架台施

工）

6
太陽光発電施工
（模擬屋根架台施

工）

担当者名

近内　広樹

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
屋根構造の各部の名称や取り付けられる寸法を確認しながら組立をすることがで
きてよかった。学生も前向きに取り組むことができた。

木材加工（垂木）

桁・束組立

垂木取付け

野地板の取付け

授　業　日　誌

平成 25年　 2月　20日　　(水）

模擬屋根図面の説明・施工手順の説明

木材加工（桁・束）

時　限 科目名

1
太陽光発電施工

（模擬屋根）

2
太陽光発電施工

（模擬屋根）

3
太陽光発電施工

（模擬屋根）

4
太陽光発電施工

（模擬屋根）

5
太陽光発電施工

（模擬屋根）

6
太陽光発電施工

（模擬屋根）

担当者名

吉田　正吉・木目沢　文雄

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
普段体験することのできない屋根材の施工を体験することができた。屋根材の特
徴や屋根に上る際の注意事項も合わせて説明できたので、実際に施工する事を
想定した内容となった。

スレート瓦の施工

和瓦の施工方法と施工

和瓦の施工

和瓦の施工

授　業　日　誌

平成 25年　 2月　21日　　(木）

太陽光パネル模擬屋根施工
屋根構造と屋根材の説明

スレート瓦の施工方法と施工

時　限 科目名

1 太陽光発電施工

2 太陽光発電施工

3 太陽光発電施工

授　業　日　誌

平成 25年　 2月　22日　　(金）

太陽光発電モジュール設置前の準備
施工前の確認事項
（安全衛生　スレート瓦の施工できない箇所　スミ出しの仕方）

スミ出しの実施
金具の位置決めと固定

担当者名

羽田　篤史

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
パネルがひと組しかないので実習中は積極的に参加する学生と消極的な学生に
分かれてしまったので、4人1組位で実習できる環境が望ましいと思います。

京セラ「太陽光発電システム施工」

モジュールの配置と固定
発電の確認
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◆太陽光発電施工（模擬屋根架台施工） 

   

◆太陽光発電施工（模擬屋根） 

   

◆太陽光発電施工 モジュール取付 
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(2)授業アンケートの結果 

各授業終了後に科目ごとの授業アンケートを実施した。科目ごとに 5 段階評価の質問４頄目と、

その授業の感想を記述してもらった。 

 

【1】質問 

(1)科目別（12科目）、科目名：             

科目名 担当 

 

Ⅰ以下の質問について１〜５段階の評価をしてください。番号を○で囲んでください  

①この科目は将来どの程度役に立つと思いますか。 

 

１：役に立たない ２：あまり役に立たない ３：役に立つ ４：よく役に立つ ５：とても役に立つ  

 

②科目の難易度はどうでしたか。 

 

１：とても難しい ２：やや難しい ３：普通 ４：やや簡単 ５：とても簡単 

 

③どの程度理解できましたか 

 

１：理解できなかった ２：3〜4割ほど理解した ３：半分以上理解した ４：7割ぐらい理解した ５：8割以上理

解した 

 

④授業に対してのあなた自身の取り組みの姿勢はどうでしたか。 

 

１：やる気がなかった ２：あまりやる気が出なかった ３：ふつう ４：がんばった ５：とてもがんばった 

 

Ⅱこの科目の感想を書いてください 
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【2】集計結果 

＜グラフは省略＞ 

 

参考平均値 Q1 役に立つ Q2 難易度 Q3 理解度 Q4 意欲 

学科平均 3.9 2.7 3.3 3.5 

実習平均 4.1 3.1 3.5 3.6 

全体平均 4.0 2.9 3.4 3.6 

H23 太陽光科目平均 4.1 2.6 3.1 4.0 

H23 と比較して H24 は 0.1 ↑ 0.3 ↑ 0.3 ↑ 0.4 ↓ 

 

【3】分析 

・傾向は昨年と同様で、「（Q1）役に立つ内容で（Q2）やや難しい内容であるが、（Q3）まあま

あ理解できており、（Q4）興味を持って取り組んだ。」となる。 

・昨年度より Q1,Q2,Q3 はわずかにスコアはアップしているが、意欲は 0.4 ポイント下がってい

る。今年の学生が低いのではなく、昨年度の学生のモチベーションが高かったと見られる。 

 

【4】学生コメント 

＜学生コメントは 「授業 アンケート」の P201 を参照＞ 

 

【5】総括として 

・授業時間の確保が難しかった。天候不項等で現場調査ができなかった。 

・文科省との契約遅れによる機材発注のずれこみにより風力発電ができなかった。 

・総時間数 33時間の消化で予定していた 45 時間にならなかった。 

 

和田：上記内容を説明。屋根材はいったん解体して保管。 

 

双石：この授業に入る前の事前のアンケートも取っておくと効果が確認できるので次回は事前の

意識調査もしておきたい。 
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議題２：アンケート集計結果報告 

■500 社に郵送 しめきり 2 月 22日（金） 回答 66件 

■回答 66件 

 ・郵送 41件（8.2%） 

 ・再エネフェア出展企業へのメール 18 件(26.0%) 

 ・福島ものづくり企業 DBへのメール 7件(15.6%) 

・3回の催促メールは効果的だったが件数は伸び悩んだ 

１．連絡先情報 ＜以下一部表データ省略＞ 

 

Q3 該当する貴社の従業員数に○をつけてください。（○は１つ） 

 従業員数は、30 人以下の中小企業で約半数を占める。 

 

 

 

 

 

Q2

回答率 回答数

21.2% 14

31.8% 21

6.1% 4

4.5% 3

0.0% 0

3.0% 2

7.6% 5

12.1% 8

13.6% 9

66

0スキップされた質問

電気・ガス・水道業

自動車販売・整備・サービス

回答選択肢

運輸業

回答された質問

製造業

貴社の業種を選んでください。（回答は１つ）

サービス業

情報通信業

その他

建設業

卸・小売業

14

21

4 3

0
2

5

8 9

0

5

10

15

20

25

貴社の業種を選んでください。（回答は１つ）



Ⅱ議事録 

145 

 

２．現在の再生可能エネルギーへの取り組み 

 

 全くないという企業は 17%。尐し関連しているという企業が 39%と最も多く、何らかの再

生可能エネルギーの業務があるいう企業はこれらを含めると 83%と高い。 

 

Q５ Q4 であると回答した方は該当する再生可能エネルギーの種別を以下から選んでください。（複数

可） 

 太陽光発電がダントツでトップ。省エネ・エコ・環境関連は予想通り多かった。 

 

Q7 現在貴社では再生可能エネルギー関連の人材（技術者）は充足していますか。（○は１つ） 

 24.5%の「必要としていない」はさておき、「あまり充足していない」と「充足していない」

を合わせると 40%。これは高いといえるか低いといえるか…。「充足している」、「やや

充足している」を合わせた数字は 30%。 

 

Q８現在貴社では再生可能エネルギー関連の人材（技術者）は何名従事していますか。（○は１つ） 

 「いない」という回答が 41%、従事している技術者は 10 人以下と尐ない。 

 

Q4

回答率 回答数

9.1% 6

27.3% 18

7.6% 5

39.4% 26

16.7% 11

0.0% 0

66

0

半分位

スキップされた質問

回答選択肢

全くない

多くある

現在の貴社は再生可能エネルギー関連の業務との関わりはありますか。（回答は１つ）

回答された質問

尐しある

ほとんど

わからない

ほとんど

9%

多くある

27%

半分位

8%

尐しある

39%

全くない

17%

わからない

0%

現在の貴社は再生可能エネルギー関連の業務との関わりはありま

すか。（回答は１つ）
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Q９現在貴社では再生可能エネルギー関連の人材（技術者）をどのような方法で確保していますか。（複

数可） 

 人材の確保は「社内での人材育成や配置転換」が最も多く、中途採用新卒採用ともあまり

積極的ではないようだ。 

 

Q10・11・12 現在貴社の再生可能エネルギー関連業務に従事している技術者を選んでください。（複

数可） 

 A 電気・電子・機械：該当なしが 46%と半数近い。電気設備工事の多さが目に付く。 

 B 建築・土木：該当なしが半数。施工管理が多く、プランニング、設計と続く 

 C ソフトウェア・ネットワーク：該当なし 70%。現状では従事者はとても尐ないようだ。 

 

Q14・15・16 現在貴社の再生可能エネルギー関連業務に従事している技術者が持っている資格・スキ

ルを選んでください。（複数可） 

 

 A 電気・電子・機械：該当なしが半数以上だが、電気工事士は 32%と多い。PV 太陽光施工

技術者は 9 件の回答があったが、この資格が認知されていて選択されたかは疑問。 

 B 建築・土木： 67%が該当なしとの回答。 

 C ソフトウェア・ネットワーク： 9 割が該当なし。現状の IT 系資格は無縁か。 

 

３．将来の再生可能エネルギーへの取り組み 

 

Q18 近い将来、貴社では再生可能エネルギー関連の業務を積極的に拡大していく計画がありますか。（○

は１つ） 

 「ない」と言い切ってしまう回答は 15%。「ある」は 43%、「わからない」が 41%と多いの

は、先行きが不透明な部分を反映しているのか…。「ある」の 43%という数字は、Q4 の「現

在の…」の「ほとんど」、「多くある」、「半分位」の合計 43%と一致する。 

 

Q19 Q18 であると回答した方は該当する再生可能エネルギーの種別を以下から選んでください。（複

数可） 

 ここでも「現在…」と同様の結果となっている。太陽光、省エネの双方が回答数 20 件を超

えている。風力、小水力に続いて、バイオマス燃料製造がここでは数値が伸びている。 
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Ｑ20 Ｑ18 で「ない」「わからない」と回答した方に、該当する理由に○をつけて下さい（複数可）  

やはり会社の戦略や経営方針による理由が最多だが、人的理由が次に多いのは人材不足を裏付け

ているのか。 

 

Q21 この２～3 年のうちに貴社では再生可能エネルギー分野の技術者は今後必要になっていきますか。

（○は１つ） 

 「必要である」と「やや必要」を合わせて 55%。この数値の微妙さをどう考えるか…。 

 

Q22 この２～3 年のうちに貴社では再生可能エネルギー分野の技術者の新規採用は何名位を予定して

いますか。（○は１つ） 

 「未定」58%が最多。採用しても「若干名」と明確な採用意欲は見えてこない。 

 

 

 「現在」では社内の人材育成が最多であったが、ここでは中途採用に期待がかかっている。

新卒採用との解答件数も「現在の…」に比べて回答数は多く、若い力に期待している希望

が見える。 

Q23

回答率 回答数

40.7% 24

22.0% 13

3.4% 2

47.5% 28

33.9% 20

27.1% 16

1

59

7スキップされた質問

社内での人材育成や配置転換

わからない

人材派遣・アウトソーシング

回答された質問

回答選択肢

新卒採用

社外からの応援や支援

将来、貴社では再生可能エネルギー関連の人材（技術者）をどのような方法で確保していま

すか。（複数可）

その他

経験者の中途採用

40.7%

22.0%

3.4%

47.5%

33.9%

27.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

社内での人材育成や配置転換

社外からの応援や支援

人材派遣・アウトソーシング

経験者の中途採用

新卒採用

わからない

将来、貴社では再生可能エネルギー関連の人材（技術者）をどのような方

法で確保していますか。（複数可）
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 「現在の…」Q10 と比較しても同様の傾向である。電気設備工事がトップ。回路・システ

ム設計の人気も高い。該当なしの回答は減り、将来については意欲が高いようだ。 

Q24

回答率 回答数

19.4% 12

4.8% 3

14.5% 9

16.1% 10

1.6% 1

8.1% 5

12.9% 8

14.5% 9

14.5% 9

29.0% 18

8.1% 5

9.7% 6

4.8% 3

8.1% 5

11.3% 7

33.9% 21

0

62

4スキップされた質問
回答された質問

半導体設計

研究・特許・テクニカルマーケティング

品質管理

空調・衛生・防災設備

機械・機構設計、金型設計

その他

サービスエンジニア

回路・システム設計

自動車整備

生産技術・プロセス開発

通信設備工事、施工管理

制御設計

該当なし

セールスエンジニア

回答選択肢

プラント設備設計施工

光学技術

電気設備工事、施工管理

将来、貴社の再生可能エネルギー関連業務において必要とされる技術者を選んでください。

（複数可）  A電気・電子・機械

19.4%

4.8%

14.5%

16.1%

1.6%

8.1%

12.9%

14.5%

14.5%

29.0%

8.1%

9.7%

4.8%

8.1%

11.3%

33.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

回路・システム設計

半導体設計

制御設計

機械・機構設計、金型設計

光学技術

生産技術・プロセス開発

品質管理

セールスエンジニア

サービスエンジニア

電気設備工事、施工管理

通信設備工事、施工管理

空調・衛生・防災設備

プラント設備設計施工

自動車整備

研究・特許・テクニカルマーケティング

該当なし

将来、貴社の再生可能エネルギー関連業務において必要とされる技術者を選んで

ください。（複数可） A電気・電子・機械
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Q25 B：建築・土木 

 現在 Q11 と比較してもほぼ同様の結果。施工管理のトップは変わらず。プランニングと設

計の数値が伸びている。また、セールスエンジニア、サービスエンジニアのニーズもある。 

 

Q26 C ソフトウェア・ネットワーク 

 IT 系は Q12 と比較。全体の回答件数は増えているが目立った傾向は見えてこない。該当な

しの回答が多い。 

 

 電気電子の資格ではここでも電気工事士が強い。ここでも太陽光施工技術者が注目されて

いる。 

Q28

重要でない
あまり重要で

ない

どちらともい

えない
やや重要 重要である 回答数

4 2 15 11 17 49

4 2 18 12 14 50

4 6 19 13 4 46

4 3 19 16 8 50

4 2 21 19 0 46

6 4 13 22 3 48

6 4 13 12 15 50

5 1 15 17 8 46

3 2 18 17 5 45

0

51

15

その他上記以外で重要な資格

電気主任技術者（電験第一種・第二種・第三種）

将来、貴社の再生可能エネルギー関連技術者において必要とされる資格の重要度についてお答えください。
 A電気・電子・機械関連の資格

PV（太陽光）施工技術者

スキップされた質問

電気工事施工管理技士（１級・２級）

エネルギー管理士

電気工事士（第一種・第二種）

蓄電池設備整備資格者

回答された質問

工事担任者（DDⅠ～Ⅲ種）

低圧電気取扱者

回答選択肢

技術士

17

14

4

8

0

3

15

8

5

11

12

13

16

19

22

12

17

17

15

18

19

19

21

13

13

15

18

2

2

6

3

2

4

4

1

2

4

4

4

4

4

6

6

5

3

0 10 20 30 40 50 60

電気工事士（第一種・第二種）

電気主任技術者（電験第一種・第二種・第三種）

工事担任者（DDⅠ～Ⅲ種）

電気工事施工管理技士（１級・２級）

技術士

蓄電池設備整備資格者

PV（太陽光）施工技術者

低圧電気取扱者

エネルギー管理士

将来、貴社の再生可能エネルギー関連技術者において必要とされる資格の重要度についてお答えください。

A電気・電子・機械関連の資格

重要である やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない
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Q25 B：建築・土木 

 建築士と建築施工管理技士の回答数が多いが、建築・土木分野は「どちらともいえない」

の解答が最多だ。 

 

Q26 C ソフトウェア・ネットワーク 

 IT 系はやはり重要度は低い。 

 

 

 「重要である」と「やや重要である」を合計した数値だと、①再生可能エネルギー、

②蓄電池・燃料電池、コージェネレーション③EV・PHV 電気自動車の項となる。

通信ネットワークや HEMS、スマートハウスなどの頄目は実現性がいまだに明確

ではないことを暗に示しているかもしれない。 

 

  

Q32

重要でない
あまり重要で

ない

どちらともい

えない
やや重要 重要である 回答数

3 0 11 9 37 60

6 1 13 15 25 60

6 0 10 13 31 60

6 0 22 18 12 58

7 0 18 13 18 56

5 2 24 20 6 57

1 3 21 19 14 58

0

62

4スキップされた質問

EV・PHV電気自動車

貴社の考える以下のスマートグリッド関連分野の業務について、重要度をお答えください。（各行で回答は１つ）

水処理・廃棄物・リサイクル

通信・ネットワーク・システム開発・制御等の ICT

回答された質問

再生可能エネルギー

医療・健康分野、防犯・防災

蓄電池・燃料電池、コージェネレーション

その他重要なものがありましたら記入してください

回答選択肢

HEMS、BEMS、スマートハウス、スマートシティ

37

25

31

12

18

6

14

9

15

13

18

13

20

19

11

13

10

22

18

24

21

0

1

0

0

0

2

3

3

6

6

6

7

5

1

0 10 20 30 40 50 60 70

再生可能エネルギー

EV・PHV電気自動車

蓄電池・燃料電池、コージェネレーション

通信・ネットワーク・システム開発・制御等のICT

HEMS、BEMS、スマートハウス、スマートシティ

医療・健康分野、防犯・防災

水処理・廃棄物・リサイクル

貴社の考える以下のスマートグリッド関連分野の業務について、重要度をお答えください。（各行で回答は１つ）

重要である やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない
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 やはり電気工事士強し。回路・システム設計と制御設計がつづく。セールスエンジ

ニアとサービスエンジニアもニーズが高いところに注目。 

 

＜以下省略＞ 

Q33

回答率 回答数

29.6% 16

0.0% 0

16.7% 9

11.1% 6

0.0% 0

11.1% 6

13.0% 7

24.1% 13

20.4% 11

29.6% 16

13.0% 7

14.8% 8

7.4% 4

13.0% 7

9.3% 5

29.6% 16

0

54

12スキップされた質問
回答された質問

半導体設計

研究・特許・テクニカルマーケティング

品質管理

空調・衛生・防災設備

機械・機構設計、金型設計

その他

サービスエンジニア

回路・システム設計

自動車整備

生産技術・プロセス開発

通信設備工事、施工管理

制御設計

該当なし

セールスエンジニア

回答選択肢

プラント設備設計施工

光学技術

電気設備工事、施工管理

将来、貴社のスマートグリッド関連業務において必要とされる技術者を選んでください。（複数可）  A

電気・電子・機械

29.6%

0.0%

16.7%

11.1%

0.0%

11.1%

13.0%

24.1%

20.4%

29.6%

13.0%

14.8%

7.4%

13.0%

9.3%

29.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

回路・システム設計

半導体設計

制御設計

機械・機構設計、金型設計

光学技術

生産技術・プロセス開発

品質管理

セールスエンジニア

サービスエンジニア

電気設備工事、施工管理

通信設備工事、施工管理

空調・衛生・防災設備

プラント設備設計施工

自動車整備

研究・特許・テクニカルマーケティング

該当なし

将来、貴社のスマートグリッド関連業務において必要とされる技術者を選んでくだ

さい。（複数可） A電気・電子・機械
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議題３：教育プログラムについて 

（１）再生可能エネルギー分野の教育プログラム 

以下（H23年度報告書より） 

◆長期プログラム 

◆プログラムの活用 

本校が平成 25年度に実施・実証するために、平成 24 年度に推進協議会で審議し策定す

る、再生可能エネルギーに対応した電気施工技術者育成プログラムの素案である。 

 

○対象学科：電気電子工学科・エネルギー工学科 

 

○科目：再生可能エネルギー 週 3 時間（50分授業）通年 34週 

 

○学科：新エネルギー工学科 1 年課程 

 ＜2 年課程は平成 24 年度推進協議会で検討する＞ 

 

○時期：4月～3月 

 

（１）履修科目：再生可能エネルギー 

 

・通年で週 3時間×30 週（前期・後期各 15週） 

・太陽光発電 60時間、風力発電 30時間 

・3単位 

・科目名：再生可能エネルギー 

・電気電子工学科向け 

・太陽光モジュール取付の模擬屋根製作時間含まず（約 12 時間） 

 

＜教材等＞ 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの頄参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

 

＜講師＞ 

・本校専任講師、メーカ、エンジニアリング会社の協力、大学講師 

＜シラバスは省略＞ 

（2）-1 専門学校の 1 年課程学科： 
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１．学科名：エネルギー工学科 

２．分野：工業課程 

３．修業年限：１年制（昼間） 

４．定員：入学定員 20名 男女 

５．設置趣旨： 

東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故による復興計画の中でも再生可能エネ

ルギー関連産業の集積施策が今後推進されていくにあたり、復興の使命感に燃える若い

人材を育成するニーズが高まっていくことが予想される。求められている知識と技術を

持つ人材を養成することが急務である。 

６．人材育成方針： 

①太陽光発電のシステムを理解し、設計・施工ができる 

②風力発電のシステムを理解し、保守点検に必要な技術を身につける 

③環境やエネルギーに精通し、地域や顧客にあった企画提案ができる 

④電気工事、住宅建築、住宅設備の知識と技術を持っている 

７．取得可能な資格：第二種電気工事士 

８．卒業後の代表的な職種・職業 

太陽光発電システムメーカー、エネルギー関連エンジニアリング会社、 

電気設備会社、住宅設備会社、住宅メーカ、電力会社、電機メーカ 

 

（2）-2 社会人等向けの課程： 

 



Ⅱ議事録 

154 

 

９．カリキュラム ＜以下表は省略 教育プログラムの項を参照＞ 

①科目・内容・時間・単位数 

②カリキュラム表 

③時間割例 

④備考 

・専門学校の教育課程 1年に準拠 週 30時間×34週 

・通年 34週（前期・後期各 17 週）年間授業時間数 1020 時間 

・前期太陽光発電中心、後期風力発電中心 

・テスト等評価の期間を含む 

・電気電子工学科・エネルギー工学科等に 2年課程を修了後 3 年目の課程として 

・1年課程で履修する場合でも第二種電気工事士の受験資格が得られる 

 ◆シラバスは平成 24年度の成果をもとに作成する予定 

⑤教材等 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの頄参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

⑥講師 

・ 専門学校専任講師、メーカ、エンジニアリング会社の協力、大学講師 

 

 

 

太陽光発電施工 指導担当者名

3単位/前期 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

モジュール配置-1

モジュール配置-2

部材選定と見積　発電シミュレーション-1

部材選定と見積　発電シミュレーション-2

前期試験

試験講評

屋根ごとの設置方法　ラック・金具-2

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系-1

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系-2

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系-3

屋根と外壁の平面図を描画-1　切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと

屋根と外壁の平面図を描画-2　切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと

学習目標 建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異なる施工方法

評価方法 プリントアウトして提出

前期

太陽光発電施工の概要

システム部材

施工手順と工程

墨出し

屋根ごとの設置方法　ラック・金具-1

科目名

単位数 3時間

使用教材 メーカー資料　カタログ
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施工・保守・点検実習 指導担当者名

6単位 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28 風力発電施工-2　設置台工事

29 風力発電施工-3　ユニット組立　配線　

30 風力発電施工-4　発電確認　発電量チェック　測定データ分析

31 風力発電保守点検-1　回路構成　保護装置　発電機　変圧器　遮断機　コンバータ

32 風力発電保守点検-2　定期点検　メンテナンス

33

34

後期試験

試験講評とまとめ

風力発電施工-1　設置場所の確認と基礎工事

後期

現場調査-3　建物調査　電気設備調査　設置方法　金具・部材の確認

運用・保守-1　系統連系　発電確認

運用・保守-2　取扱説明

運用・保守-3　完成検査

運用・保守-4　トラブルシューティング　不具合事例

運用・保守-5　定期点検

運用・保守-6　アフターサービス　保証システム

現場調査-4　風力発電

風力発電システム　施工基礎

施工-8　アンカー方式でのモジュール取付

施工-9　陸屋根における架台の取付作業

施工-10　地盤設置型の基礎の工法

現場調査-2　建物調査　電気設備調査　設置方法　金具・部材の確認

前期試験

試験講評

施工-2　支持金具方式でのモジュール取付

施工-3　粘土系瓦屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-4　スレート屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-5　金属板金屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-6　金属折板（ハゼ折板）屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-7　金属折板（重ね折板）屋根における支持金具方式でのモジュール取付

学習目標
モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。小型の風力発電ユニットを安全な

場所に組立設置をする。

評価方法 設置・動作確認

前期

現場調査-1　建物調査　電気設備調査　設置方法　金具・部材の確認

施工手順基礎-1　作業前準備　墨だし

施工手順基礎-2　架台支持金具の取付　架台の取付　モジュールの取付　結線　配線

施工手順基礎-3　アース工事　アレイ出力確認

施工-1　支持瓦方式でのモジュール取付

科目名

単位数 6時間

使用教材 模擬屋根　太陽光モジュール取付機材一式　小型風力発電ユニット一式
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（２）EV 分野教育カリキュラム 

■電気自動車工学科 3 年時のカリキュラム ＜以下の表は省略 教育プログラムの項を参照＞

 

EV車両制作実習 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 オリエンテーション

2 カーロボスティクス-1

3 カーロボスティクス-2

4 システムデザイン

5 開発プロセス

6 センサ-1

7 センサ-2

8 自動制御とV字プロセス カーロボスティクスプラットフォームを使用した実験

9 モータ制御-1 モーター制御学習キットを使用した実験

10 モータ制御-2

11 モータ制御-3 C言語プログラミング-1

12 モータ制御-4 C言語プログラミング-2

13 モータ制御-5 ブレッドボードを使用した基本回路の演習

14 モータ制御-6 H8　CPUを用いたプログラミング演習

15 モータ制御-7 CPLDを活用したハードウェア設計

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 バッテリマネジメント-1

19 バッテリマネジメント-2

20 車輪型ロボット-1

21 車輪型ロボット-2

22 車輪型ロボット-3

23 システム設計まとめ実装と検証-1

24 システム設計まとめ実装と検証-2 実車サイズ　超小型電気自動車　RoboCar Micr oEV の実験

25 一人乗りEV車の製作-1 製作作業

26 一人乗りEV車の製作-2 製作作業

27 一人乗りEV車の製作-3 製作作業

28 一人乗りEV車の製作-4 製作作業

29 一人乗りEV車の製作-5 製作作業

30 一人乗りEV車の製作-6 製作作業

31 一人乗りEV車の製作-7 製作作業

32 一人乗りEV車の製作-8 製作作業

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

概要　事例・特徴・用途

次世代モビリティ実証実験の事例研究

倒立振子・倒立二輪型ロボットを使用した実験

マイコン通信　PD　PID制御

科目名

開講時期 電気自動車工学科

単位数 3時間

使用教材

学習目標

一人乗りEV車の自動運転制御システムを、学生が分担して開発する。超小型EV車または小型EV車を用いた制御シス

テム開発と、車両シミュレータを用いた制御シミュレーションを行う。小型EV車自動運転制御を本格的に行う。EV車を複
数台使用し、班に分かれて、センサ実装、自己位置認識、障害物認識、ルート探索、走行制御を学生が分担し、共同し

て開発する。最後に開発したEV車で、自動運転実験を行い、開発成果を競う。

評価方法 中間・期末に筆記試験

学習のねらい・内容・準備資料等

前期

次世代モビリティと電気自動車の研究開発

制御システムの概要

ソフトウェアとハードウェア

コンピュータとセンサ

カメラと画像認識機能

モータ制御の基本

倒立台車の制御系設計

RoboCar　1/10　を使用した実験のまとめ

まとめ

後期試験

後期

バッテリマネジメントシステム教材を使用した実験

充放電の制御装置　リチウムイオン電池の運用
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（３）IT 分野教育カリキュラム 

◆以下 2 科目のシラバスを作成 ＜表は省略 教育プログラムの項を参照＞ 

⑩ スマートグリッド概論 2時間/週 34 週 68時間  

⑪ スマートグリッド演習 2時間/週 34 週 68時間 組込系とネットワーク 

 

◆今年度作成する教育プログラム 

・対象学科： 情報システム工学科 スマートグリッド専攻 

・修業年限： 3 年課程のうちの 3 年時の教育課程 

・取得技術： 応用情報技術者試験、データベーススペシャリスト試験、情報セキュリティスペシャ

リスト試験、C、Java、PHP 

 

議題４：事業の評価と次年度の事業計画について 

１．協議会委員のみなさまへ 

（3/4までに和田部長あてにメールでお送りいただければ幸いです） 

 

①実施報告においてのご意見ご感想をお願いします 

②次年度の事業継続において、取り入れる内容等のご提案やアドバイスがありましたらお願いい

たします。 

③電気電子工学科の学生に対してメッセージや励ましの言葉等ありましたらお願いします。 

④その他ご意見ご要望がありましたらお願いします。 

⑤【授業を担当された委員の方のみ】学生のようすや授業をしての感想などをお願いします。 

２．この場でご意見やご提案がありましたらお願いいたします。 

 

議題５：その他意見交換・連絡事頄・スケジュールの確認 

 

■合同事業報告会  3 月 5 日（火）14:00～16:00 

 郡山ビューホテルアネックス 4 階 花勝見の間 

 

以上 

 

  



Ⅱ議事録 

159 

 

平成 25 年 2 月 28 日 

 

合同事業成果発表会 議事録 

 

 

日時：平成 25 年 3 月 5 日（火）14:00~ 

場所：郡山ビューホテルアネックス 4 階 花勝見 

出席者（敬称略）： 

●福島大学 佐藤 理夫教授、●福島県産業創出課 藁谷 豪、 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄、●株式会社えこでん 久我 和也、 

●新潟工科専門学校 仁多見 透 副校長、 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉 校長、村上 史成 副校長、和田 秀勝 教務部長 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、 

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美、佐藤 和典 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージスタジオ 村山 隆 

次第： 

 １３：４０  開場 

 

 １４：００ 開会挨拶・趣旨説明 

 学校法人新潟総合学院 専門学校国際情報工科大学校 校長 水野 和哉 

 

 １４：１０ 発表①  

 「再生可能エネルギー・スマートグリッド分野技術者育成」事業成果報告 

  学校法人新潟総合学院 専門学校国際情報工科大学校 

 

 １４：３５ 発表② 

 「被災地を中心とするＥＶ車等の普及加速に対応した整備人材育成」事業成果報告 

  学校法人九州総合学院 九州工科自動車専門学校 

 

 １５：００ 発表③ 

 「被災地復興に関するソーシャルアプリ開発エンジニア育成」事業成果報告 

  学校法人コンピュータ総合学園 神戸電子専門学校 

 

 １５：２５ 発表④ 

 「放射線の知識を持つ測定技術者の育成及び計測支援」事業成果報告 

  学校法人新潟総合学院 専門学校国際情報工科大学校 
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 １５：５０ 閉会挨拶 

 

 １６：００ 閉会 

 

◆本事業の発表内容：＜スライドは P277 に掲載＞ 

Ⅰ事業計画 

Ⅱ議事録 

 推進協議会・分科会 

Ⅲ実証授業・試行授業 

 (1)再生可能エネルギー実証授業の報告 

 (2)授業アンケートの結果 

Ⅳ視察 

 (1)アースソーラーカレッジ (2)SMART CITY WEEK 2012  

 (3)ふくしま復興 再生可能エネルギー産業フェア 2012 

 (4)けいはんなエコシティ (5)とよたエコフルタウン 

 (6)三重大学スマートキャンパス (7)住まいの耐震博覧会 

Ⅴアンケート 

 再生可能エネルギー・スマートグリッド分野人材アンケート集計結果 

Ⅵ教育プログラム案 

 (1)科目：再生可能エネルギー 

 (2)学科：エネルギー工学科 

 (3)講座：太陽光発電システム施工技術者養成 

 

Ⅶ発展と普及 
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Ⅲ 実証授業 
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(1)再生可能エネルギー分野実証授業 

再生可能エネルギー 

 

 

 

 

  

時　限 科目名

5
再生可能エネル

ギー

6
再生可能エネル

ギー

担当者名

福島大学　佐藤理夫教授

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

大切なことを2時間の中で詰め込んで講義をした。現在の電力需給の状況とそれ
に対する再生可能エネルギーをどう取り入れていくかという、福島が目指していく方
向性を示す話からはいって、（再生可能エネルギーの）需要の伸びを想定したビ
ジョンができているので、君たちが活躍する場所はとてもたくさんあるから希望を
持っていいというイントロダクションを多くの時間を割いて話した。

日本の電力システムの現状
大型発電所（火力・原子力）
コンバインドサイクル・コージェネレーション
系統連系と節電について

再生可能エネルギー技術概論
（太陽光・風力・水力・地熱・バイオマス）
エンジニアへの期待

授　業　日　誌

平成 24年　10月10日　　(水）
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太陽光発電基礎 

 

 

時　限 科目名

4 太陽光発電基礎

5 太陽光発電基礎

6 太陽光発電基礎

担当者名

村山　隆

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

太陽光発電を学ぶ上で基礎的な知識を3時間に凝縮。専門的な内容は後に授業
に任せることにして、楽しく太陽の偉大さとスケールを改めで認識してもらうことを主
眼にした。プロジェクタを使わない形で、ワークシートに板書をうつすという手法で
授業をした。

ワークシート

Ⅰ太陽の科学
①太陽の誕生②太陽の構造③太陽のエネルギー④太陽エネル
ギーと気候変化⑤人間活動と気温上昇⑥自然エネルギーと新エ
ネルギー

Ⅱ電気
①電気の正体②電力化率③電気と水素④発電の方式
⑤直接発電の方法⑥電力の制御と安定⑦蓄エネルギー
⑧スマートメータ

Ⅲ太陽光発電
①光②太陽光のスペクトル分析③太陽光発電システム
④太陽光発電の原理⑤太陽電池の種類と効率
⑥メガソーラ計画⑦開発の歴史⑧生産量⑨可能性と問題点

授　業　日　誌

平成 24年　10月　15日　　(月）
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▲図版等：日刊工業新聞社 「とことんやさしい太陽光発電の本」より 
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安全衛生 

 

 

 

 

時　限 科目名

4 安全衛生

5 安全衛生

6 安全衛生

担当者名

羽田　篤史

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
座学については眠そうな学生が多かったが、事例を学べる内容では活発に意見を
出していた。

屋根の上の危険について

事例によるディスカッション　事例１・２
どうしたら安全に作業できるか？

事例３　太陽光パネル施工不良の紹介

授　業　日　誌

平成 24年　10月　22日　　(月）
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Ⅲ実証授業 

181 
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太陽光発電システム 

 

 

 

  

時　限 科目名

4
太陽光発電

システム

5
太陽光発電

システム

6
太陽光発電

システム

節電・省エネの考え方
太陽光パネルの活かし方、考え方
自立可能なエネルギー社会に必要な太陽光発電の話
太陽光発電システムの構成

見積・積算の仕方の実習

授　業　日　誌

平成 24年　10月　29日　　(月）

担当者名

久我　和也

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
未来の話には興味を示すが、実務についてはあまり興味を示さない学生が散見さ
れた。

現存のエネルギー事情（国内）と太陽光パネルの種類
自然エネルギーへの国内外の取り組み
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太陽光発電施工（建築・屋根） 

 

 

 

時　限 科目名

4 太陽光発電施工

5 太陽光発電施工

6 太陽光発電施工

担当者名

近内　広樹

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄 建築に興味を持って前向きに取り組んでいました。

現場チェックシート
現場調査チェックマニュアルについて

建築の構造について
屋根の形状について
屋根材の勾配について

木造屋根下地について
取付金具の選定

授　業　日　誌

平成 24年　11月　5日　　(月）
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太陽光発電施工（建築・屋根） 

 

 

   

  

時　限 科目名

4 太陽光発電施工

5 太陽光発電施工

6 太陽光発電施工

設計図を見ながら模擬屋根の模型製作

設計図を見ながら模擬屋根の模型製作

授　業　日　誌

平成 24年　11月　12日　　(月）

担当者名

近内　広樹

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄 建築に興味を持って前向きに取り組んでいました。

模擬屋根　施工手順と工程　設計図と模型
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太陽光発電施工（模擬屋根） 

 

時　限 科目名

1
太陽光発電施工

（模擬屋根架台施工）

2
太陽光発電施工

（模擬屋根架台施工）

3
太陽光発電施工

（模擬屋根架台施工）

4
太陽光発電施工

（模擬屋根架台施工）

5
太陽光発電施工

（模擬屋根架台施工）

6
太陽光発電施工

（模擬屋根架台施工）

担当者名

近内　広樹

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
屋根構造の各部の名称や取り付けられる寸法を確認しながら組立をすることがで
きてよかった。学生も前向きに取り組むことができた。

木材加工（垂木）

桁・束組立

垂木取付け

野地板の取付け

授　業　日　誌

平成 25年　 2月　20日　　(水）

模擬屋根図面の説明・施工手順の説明

木材加工（桁・束）
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時　限 科目名

1
太陽光発電施工

（模擬屋根）

2
太陽光発電施工

（模擬屋根）

3
太陽光発電施工

（模擬屋根）

4
太陽光発電施工

（模擬屋根）

5
太陽光発電施工

（模擬屋根）

6
太陽光発電施工

（模擬屋根）

担当者名

吉田　正吉・木目沢　文雄

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
普段体験することのできない屋根材の施工を体験することができた。屋根材の特
徴や屋根に上る際の注意事項も合わせて説明できたので、実際に施工する事を
想定した内容となった。

スレート瓦の施工

和瓦の施工方法と施工

和瓦の施工

和瓦の施工

授　業　日　誌

平成 25年　 2月　21日　　(木）

太陽光パネル模擬屋根施工
屋根構造と屋根材の説明

スレート瓦の施工方法と施工
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太陽光発電施工（取付） 

 
 

 

 

  

時　限 科目名

1 太陽光発電施工

2 太陽光発電施工

3 太陽光発電施工

授　業　日　誌

平成 25年　 2月　22日　　(金）

太陽光発電モジュール設置前の準備
施工前の確認事項
（安全衛生　スレート瓦の施工できない箇所　スミ出しの仕方）

スミ出しの実施
金具の位置決めと固定

担当者名

羽田　篤史

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
パネルがひと組しかないので実習中は積極的に参加する学生と消極的な学生に
分かれてしまったので、4人1組位で実習できる環境が望ましいと思います。

京セラ「太陽光発電システム施工」

モジュールの配置と固定
発電の確認
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 (2)授業アンケートの結果 

各授業終了後に科目ごとの授業アンケートを実施した。科目ごとに 5 段階評価の質問４頄目と、

その授業の感想を記述してもらった。 

 

【1】質問 

(1)科目別、科目名：             

科目名 担当 

 

Ⅰ以下の質問について１〜５段階の評価をしてください。番号を○で囲んでください  

①この科目は将来どの程度役に立つと思いますか。 

 

１：役に立たない ２：あまり役に立たない ３：役に立つ ４：よく役に立つ ５：とても役に立つ  

 

②科目の難易度はどうでしたか。 

 

１：とても難しい ２：やや難しい ３：普通 ４：やや簡単 ５：とても簡単 

 

③どの程度理解できましたか 

 

１：理解できなかった ２：3〜4割ほど理解した ３：半分以上理解した ４：7割ぐらい理解した ５：8割以上理

解した 

 

④授業に対してのあなた自身の取り組みの姿勢はどうでしたか。 

 

１：やる気がなかった ２：あまりやる気が出なかった ３：ふつう ４：がんばった ５：とてもがんばった 

 

Ⅱこの科目の感想を書いてください 

 

 (2) 今回の試行講座全般について答えてください 

 

Q1 講座を受けてエネルギーや環境についての関心や興味は高まりましたか？ 

Q2 太陽光発電システムの業界に就職してみたいと思いますか？ 

Q3 風力発電関連の業界に就職してみたいと思いますか？ 

Q4 福島県での再生可能エネルギー分野の産業の振興を期待していますか？ 
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【2】集計結果 

(1)科目別 

 
参考平均値 Q1 役に立つ Q2 難易度 Q3 理解度 Q4 意欲 

学科平均 3.9 2.7 3.3 3.5 

実習平均 4.1 3.1 3.5 3.6 

全体平均 4.0 2.9 3.4 3.6 

H23 太陽光科目平均 4.1 2.6 3.1 4.0 

H23 と比較して H24 は 0.1 ↑ 0.3 ↑ 0.3 ↑ 0.4 ↓ 

Q1役に立つ Q2難易度 Q3理解度 Q4意欲

再生可能エネルギー 3.7 3.1 3.5 3.7 

太陽光発電基礎 3.5 2.3 2.8 3.0 

安全衛生 4.5 3.4 4.0 3.9 

太陽光発電システム 4.0 2.0 2.8 3.6 

建築屋根 4.3 3.4 3.4 3.5 

模擬屋根製作-1 4.0 2.9 3.5 3.7 

模擬屋根製作-2 3.5 2.7 3.3 3.5 

取付 4.5 3.6 3.7 3.7 

3.7 

3.1 

3.5 

3.7 

3.5 

2.3 

2.8 

3.0 

4.5 

3.4 

4.0 

3.9 

4.0 

2.0 

2.8 

3.6 

4.3 

3.4 3.4 
3.5 

4.0 

2.9 

3.5 

3.7 

3.5 

2.7 

3.3 

3.5 

4.5 

3.6 
3.7 3.7 

2.0 

2.5 

3.0 

3.5 

4.0 

4.5 

授業アンケート
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(2)講座全般 

質問 Q1 関心 Q2 太陽光 Q3 風力 Q4 期待 

H24 平均 3.73 3.73 3.45 4.18 

H23 平均 3.60 3.80 3.70 3.80 

 

3.73 3.73 
3.45 

4.18 

3.77 
3.60 

3.80 3.70 3.80 3.73 

2.00 

2.50 

3.00 

3.50 

4.00 

4.50 

H24

H23

 

 

【3】分析 

(1)科目別 

・傾向は昨年と同様で、「（Q1）役に立つ内容で（Q2）やや難しい内容であるが、（Q3）まあま

あ理解できており、（Q4）興味を持って取り組んだ。」となる。 

・昨年度より Q1,Q2,Q3 はわずかにスコアはアップしているが、意欲は 0.4 ポイント下がってい

る。今年の学生が低いのではなく、昨年度の学生のモチベーションが高かったと見られる。 

(2)講座全般 

・関心や期待が前年より高まっている。「再生可能エネルギー」「太陽光発電」の認知度が上が

り学生も将来の状況に期待している姿が見える。 

・太陽光・風力のスコアは前年より低くなっているが、今年度は実習時間数が減尐しているなど

充実度の影響があるようだ。 
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【4】学生コメント 

＜再生可能エネルギー＞ 

・この講座を受講するまではあまり再生可能エネルギーについては興味がわかなかった

のですが、講義を聞いて今後の社会を作れる人になりたいと思いました。 

・とても有意義な時間を過ごせたと思える講話でした。私自身、再生可能エネルギーに

関心があり、将来的に自宅にはソーラー発電機を設置したいと思っており、具体的な施

工額などが知りたいです。 

・再生可能エネルギーについて、どのようなものなのか、また、将来こんな風になって

いくのかということを知れてとても良かったです。発電所のしくみなども尐しでてきて

いたのでとても興味をもったことが聞けたと思います。 

・再生可能エネルギーの将来性の高さが理解できた。 

・今後、就職した後の仕事に関わってくる内容だったので、非常に有意義でした。 

＜太陽光発電基礎＞ 

・太陽光発電についてのしくみなどを知ることができた。太陽の構造など細かいとこま

で学べてよかったです。 

・太陽光発電についてよくは知りませんでしたがこの講義をうけて前より理解できまし

た。 

・太陽光発電に仕組みなど、今までよくわからなかった事が理解できて有意義でした。 

・太陽の科学はとてもむずかしかったけどもう尐し勉強したいと思った。 

＜安全衛生＞ 

・高所作業は危険がたくさんあるというのを初めて知った。自分が高所作業するときは、

気を付けようと思いました。 

・ディスカッション形式は他の授業に取り入れるべきなのだが、発言の多尐が出てしま

ったので、慣れておきたい。 

・今回の講話を聞き、安全の大切さと、ちょっとしたミス、見落としがちな事により災

害が起こることを知ることができました。そしてなにより大切なのは、ヘルメットと安

全帯の装着ってことを知りました。 

・作業の安全について今まで以上に考えるようになりました。今後、就職後などに生か

していきたいと思います。 

＜太陽光発電システム＞   

・今回の講話を聞いて、価格や発電量、寸法など具体的な事を知ることができました。 

・太陽光パネルについての本格的な内容ですごく参考になった。 

・将来、ソーラーパネルを設置する仕事を行う可能性もあるので生かしていきたいと思

いました。 

・計算するのが大変だった。発電について改めて自分たちの将来どう関わっていくのか

などいうことを考えることができた。 
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・太陽光パネルのみつもりをたてるのが、はじめてやりましたが、うまくできませんで

したが、やり方を知れてよかったです。 

＜太陽光発電施工（建築・屋根）＞ 

・いつもなにげなく見ている屋根には形状や種類があることがはじめて知りました。 

・電気科だけど建築という違う分野からエネルギーについて学ぶことができ、とても参

考になった。 

・屋根に複数種類があったことは驚きだった。機会があれば注視してみようと思う。又、

天井裏にも様々な規定があるので注意したい。 

・建築について知ることができた。屋根の構造などについても、これから太陽光発電が

使われてくるかもしれないので、とても勉強になりました。 

・住宅の普段見えない基礎構造がにわかながら理解できた。 

＜太陽光発電施工（模擬屋根製作 1）＞ 

・屋根のしくみが知れてよかったです。ノコギリなどの道具の使い方が知ることができ

ました。 

・久しぶりに木工作業をやった。インパクトがなかなか難しかったので素早く作業でき

るように慣れておきたい。 

・屋根のしくみを知ることができた。釘打ちの天才になれたからよかった。 

・近内先生の適切な指導でとても勉強になりました。 

＜太陽光発電施工（模擬屋根製作 2）＞ 

・かわらのつけ方が分かるようになったのが良かった。 

・ホチキスで止める作業がおもしろかった。 

・意外に屋根作り楽しい。 

・かわらを取り付けるのはけっこうたのしかった。 

＜太陽光発電施工（モジュール取付）＞ 

・たのしかったです。この 3 日間でまず分かったことは、スミ入れの重要性を知りまし

た。また瓦の仕組みや特徴などあまり触れる機会がないので、とても良い経験をさせて

いただきました。 

・太陽光パネルががっちり付いているのかと思ったら、はめ込んでいるだけだったのは

驚きだった。 

・ソーラーパネルの設置が意外とシンプルで分かりやすかった。 

・太陽光パネルについての取り付けや構造をよく理解することができた。 

・これからの仕事にかかわることなんでとてもいい勉強になった。 

 

Ⅱ-①この講座を受けてためになったことは何ですか？（文章で記述） 

・スミ入れの重要性を知りました。また普段はあまり関わることのない屋根の仕組み、

瓦屋根の組み方、スレートの特性など、ソーラーパネル施工についてとても重要なこ
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とを知りました。 

・この講座を受けるまではエネルギーに関心が薄くて、受けてからは将来この講座で

学んだことを役に立てたい。 

・再生可能エネルギーや福島復興に関する興味ができた。 

・これから必要とされるエネルギーなんで自分の仕事のためになると思います。 

Ⅱ-②この講座で印象に残ったことは何ですか？（文章で記述） 

・瓦の組み方がとても楽しく印象に残っています。 

・パネル一つ置くにも手間やコストがかかる事、意外にも瓦が割れやすい事。 

・ホチキスのすごいやつ。 

Ⅱ-③この講座で学んだことは学習面や生活面でどのように活かしていきますか？（文章で記述） 

・これからの時代は、いかに省エネルギーで便利な生活にするかを重要だと思い節電

を心がけていきたいです。 

・この講座で最近屋根の上に上がることがあったので役に立ちました。 

・自分の将来に！ 

・今後社会に出たあと、仕事に生かせると思う。 

Ⅱ-④2年次も継続して講座を受けるとしたらどのような要望がありますか？（授業、教科書・

教材、講師…）（文章で記述） 

・実際に自分で組んだソーラー発電システムを運転してみたいです。 

・可能ならば、理論より実技を増やしてほしい。 

・蛍光灯をつけてみたい。 

・もっと大きいものを作りたい。 

・次は風力について学びたい。 

Ⅱ-⑤原発事故があった福島県民として電力やエネルギーについてどのような考えを持っていま

すか？ （文章で記述） 

・発電所などの生活ラインに関わる物は安全基準をもっと上げるべきだと思いました。 

・ソーラーパネルを 1 枚でも多く取り付けたい。 

・再生可能エネルギーは大事だと思った。 

・電気の使い過ぎ。もう尐しおさえよう。 

・これからの自然エネルギーがどのようなことになっていくのかとても関心がでてき

た。 

・エネルギーの今の状態があまり良くないことが分かり、自然でクリーンなエネルギ

ーの大切さを考えるようになった。 

・やはり安全安心のエネルギーが一番だと思います。 

・再生可能エネルギーが更に活用されればと思う。 
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Ⅱ-⑥全体の感想など自由に記述してください 

・この講座で将来ソーラーパネルを取り付けたいと思えるようになり、世の中にすす

めていきたいと思いました。 

・電気分野だけでなく、建築分野も学べたのでとても有意義な授業だった。 

・普段の授業では学べないようなとても詳しいとこ、専門的なことを学べてよかった

と思うことと、これからの電力がどのようなふうになっていくかなどとても興味がわ

いた授業になりました。 

・再生可能エネルギーに尐し関心を持った。 

・未来に関わる大切な授業なので、積極的に取り組んでいきたい。 

・まさか、屋根を作るとは思わなかった。 

・おもしろかった！ 

・とてもこの分野に興味がわきました。 

・とても有意義な時間だったため、今後もこのような授業にも積極的に取り組んでい

きたい。 

 

【5】総括として 

 

・授業時間の確保が難しかった。天候不項等で現場調査ができなかった。 

・文科省との契約遅れによる機材発注のずれこみにより風力発電ができなかった。 

・総時間数 33時間の消化で予定していた 45 時間にならなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週 ｺﾏ 月日 曜 種別 科目 学習内容 講師 状況
1 3 10月10日 水 学科 再生可能エネルギー技術 オリエンテーション　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス 佐藤 済
2 3 10月15日 月 学科 太陽光発電基礎 太陽光発電の基礎知識　環境政策など 村山 済
3 3 10月22日 月 学科 安全衛生 高所作業　屋根の勾配 羽田 済
4 3 10月29日 月 学科 太陽光発電システム システムの構成と仕様　設計　積算　見積など 久我 済
5 3 11月5日 月 学科 太陽光発電施工 建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線 近内 済
6 3 11月12日 月 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 設計図と模型 近内 済
7 6 2月20日 水 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 近内 済
7 6 2月21日 木 実習 太陽光発電施工 模擬屋根製作 吉田 済
7 3 2月22日 金 実習 太陽光発電施工 モジュール設置　機器の接続 羽田 済

0 実習 現場調査 取り付ける屋根の現場を調査する 久我 未
33
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(3)スマートグリッド(IT)分野試行授業 

日程：平成 25年 2 月 6日（水）・７日（木） 

対象：モバイルアプリケーション科１年生 6 名 

講師：（有）ワイズマン 原田賢一 氏 

 

 

時　限 科目名

1
VBA

プログラミング

2
VBA

プログラミング

3
VBA

プログラミング

4
組込マイコンソフト

の開発実習

5
組込マイコンソフト

の開発実習

6
組込マイコンソフト

の開発実習

担当者名

原田　賢一

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
内容が多いので、進み具合が心配だったが、最終的には全員できた。
次回同様の講座ができるようであれば、マイコンにプログラムを書き込む装置を各
自に準備したい。（使い回しができる）

＊その他プログラミングに必要な、If , While , For 流れ制御やプロ
シージャの作り方を学習した

【組込マイコンの開発環境の構築】
(米マイクロチップ社IDEとコンパイラダウンロード、インストール、配線材
の作成)

【IDEとコンパイラの使い方の説明、C言語によるLEDピカピカプロジェ
クト開発】
・マイコン(PIC18F14K50)の仕様の理解のため、同社のDataSeet（英
語）を解説

⇒LED点灯制御の信号を取り出し、別に作ったFETによるスイッチング
回路で150Wのインバータを駆動するデモを行い、小さなLEDの制御
（ON、OFF）ができればAC100Vもコントロールできる事を示した

授　業　日　誌

平成 25年　 2月　6日　　(水）

【MS-Officeプログラミング】
Excel　VBAにて下記オブジェクトのコントロールプログラムの作成実習

①セルアクセス　②シートアクセス　③メッセージボックス
④インプットボックス⑤ユーザフォーム　⑥ボタン
⑦ラベル　⑧テキストボックス
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時　限 科目名

1
組込マイコンソフト

の開発実習

2
組込マイコンソフト

の開発実習

3
組込マイコンソフト

の開発実習

4
組込マイコンソフト

の開発実習

5
組込マイコンソフト

の開発実習

6
組込マイコンソフト

の開発実習

7)アンドロイドタブレットシステムの開発について
・スマートグリッドキットで用いているタブレットのアプリ開発の内容の解
説

8)まとめ

授　業　日　誌

平成 25年　 2月　7日　　(木）

【組込マイコンソフトの開発実習】
1)スイッチ（以下SW）のON/OFFに対応してLEDのON/OFF制御する
プログラム
2)SW1回クリックで1カウントする2bitカウンタ開発

3)3bit目に桁上がりするカウンタにバージョンアップ
4)全員のマイコンを連結したシステム構成の実験

担当者名

原田　賢一

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

使用予定のBluetoothドングルが不調で使えなかったため、Bluetooth通信の部分
が解説のみに終わってしまい残念。今後、機会があればフォローアップしたい。全
体を通してシステム開発によって「プログラミング言語」は「多種使用することはあた
りまえ」の感覚を養えたと思う。初日のOfficeプログラミングは、社会に出ても大いに
役立つスキルなので卒業までにコツコツと育てていただきたい。

5)LEDピカピカの周期をいろいろ変えたプログラムの実験とオシロス
コープで波形の観測

6)スマートグリッドキットの実験
・簡易モニタ、メインボード間通信のデータ観測による考察（マイコンと
PC接続の可能性）
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◆学生のようす：内容が多いので進み具合が心配だったが最終的には全員できた 

◆アンケート 

質問 Q1 役に立つ Q2 難易度 Q3 理解度 Q4 意欲 

平均 4.6 4.2 4.2 4.0 

 

◆学生コメント 

・ソフトとハードの両方の仕組みを理解しながらだったので、座学の授業よりも詳し

く学ぶことができました。この授業を受けて、ソフトのプログラムだけでなく、ハー

ドの媒体の方の知識も勉強して見ようと思いました。将来の選択肢と興味が生まれた

ので今回の授業はとてもよかったです。 

・Visual Basic やプログラムを組んで LED をつけたり、高校の時やっていたのですが、

ほとんど忘れてしまっており、また思い出すことができました。高校で学んでいた時

より良く理解できたので良かったです。 

・プログラムを書いて即、どういう結果が返ってくるのか分かったので、普段の授業

より楽しく勉強できた。 

・高校の頃にも PIC をやったことがありましたが、今回の授業もおもしろくやること

ができました。今後またやることができたらやってみたいなと思いました。 

・マイクロコンピュータやブルートゥース、C 言語や VB などの実践的な知識を得るこ

とができとてもよかったです。機会があれば自分でマイコンなどを購入して簡単な装

置を作ってみたいです。 
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10/12(金) 水野、村上、和田、村山 

 

以下のコースがある。●プロ営業養成コース A ●

プロ営業養成コース B ●プロ施工士養成コース 

●短期集中コース ●カスタマイズコース 

 

特徴 

 ヤマニグループの太陽光ビジネス１8年の販売

実績と施工技術ノウハウを結集した、体系的プロ

グラムです。 調査、設計積算、見積、提案、販売、

補助金申請、施工、メンテナンスのプロフェッシ

ョナルを総動員し各種セミナーを実施します。 

 

１． 単独メーカに偏らない直販経験の実務指導 

国内各社の太陽光発電モジュールの特徴・販売方

法・施工方法を実機を使用して習得することがで

きます。 

２． 実務経験のある講師陣（ＩＤ取得の営業・施

工士）による即戦力指導 

現地の調査方法、図面作成（汎用ＣＡＤ）、見積

計算、投資回収シミュレーション、提案書作成な

ど 

営業・拡販ツールを駆使し、現場最前線で活躍す

る講師が講義を実施します。 

太陽光発電システム施工技術者の施工実習につい

ては、スレート屋根、和瓦屋根の各種屋根を使用

して、各社のモジュール施工実習を行います。 

（ヤマニエコライフ Webサイトより） 

 

 

実習場は本物に近い模擬屋根 

 

模擬屋根の裏 垂木は通常の倍の密度

取付金具が一体になった瓦

アースソーラーカレッジ 

埼玉県所沢市の㈱ヤマニエコライフが運営して

いる日本最初の太陽光発電施工士養成施設。 

現在の受講者 6名は求職者支援制度（高齢者・

障害・求職者雇用支援機構-厚生労働省）で 6カ

月のコースで学んでいる。 
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実習場外観 

講師の宮澤さん 

・1か月ぐらいで何も指示しなくてもパネルはつけ

られるようになる。 

・工具を扱ったことがなく、グループ作業もした

経験がない人も多い。あの人にこれをやってもら

うにはどういう頼み方をすればいいのかというこ

とから教えなくてならない。現場監督の役割であ

ったり、例えば、わかっている人がぼーっとして

いる人に「こうしたらいいんじゃないか」という

助言をするなど、現場のひとりひとりが役割を果

たすことで仕事をする組織が成り立っているんだ

ということまで教えていくことはとてもおもしろ

いしやりがいがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.日程：平成 24年 10月 31 日（水） 

 

2.行先：Smart City Week 2012 （スマートシテ

ィウィーク 2012） 横浜市 パシフィコ横浜 

 

3.参加者：  

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、

村上 史成部長、 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事、

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章、●イメージ

スタジオ 村山 隆 

 

4.目的： 

本事業の展開に必要とされるスマートシティの成

功事例や新たな実証事業などの最新動向の情報収

集と調査を行う。 

 

5.概要 

●世界では現在、多くのスマートシティ・プロジ

ェクトが立ち上がり、多数の企業が各都市でプロ

ジェクトに参画している。技術的な検証や政策的

な実証においては多くの成果が得られているもの

の、事業化に向けたビジネスモデルが未整備だと

いう課題が指摘されている。 

●スマートシティに関わる世界中のキーパーソン

や政府・自治体関係者を招き、実ビジネスの段階

へと進んでいくスマートシティビジネスの具体例

や目指す方向、スマートシティのビジネスモデル

などについて議論された。 

SMART CITY WEEK 2012  

日本はもとより、世界中で今、スマートシティ・

プロジェクトが稼働している。展示とセミナ

ー・コンファレンスでその最先端の動向をつか

む。 
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●期間中は、構成要素と要素技術にフォーカスし

た専門セミナーや、横浜市、北九州市が主催する

自治体セミナーなどが開かれた。関連企業による

商品・サービスを集めた展示会も開催された。 

 

6.セミナー・コンファレンス プログ

ラム 

 

＜国際会議＞ 

【復興に学ぶまちづくり】 

東日本大震災をはじめ世界の巨大災害から得た教

訓と知見をテーマ。 

「人のこころの再生と、避難せざるをえなかった

住民たちの帰還なくして街の再生はない」と南相

馬市の桜井市長 

【リアルビジネスの胎動】 

都市化の課題とビジョン：インフラ交通システム、

自治体運営、進化する新しい都市づくり 

事業化の課題と解決策：ビジネスチャンスはどこ

にあり、どのように事業化するか 

リーディング企業の戦略： 

【アジアスマートシティ会議】：主催者である横

浜市ほか 10都市の代表 

参加都市は、経済発展を遂げながら、住みやすく

持続可能な社会を実現するために、スマートシテ

ィを構築していくことが重要だと共通認識を持っ

た。 

・再生可能エネルギーやスマートテクノロジーを

導入 

・防災や水供給、排水処理、廃棄物処理、都市交

通システムなどの社会基盤を整備 

 

＜自治体セミナー＞ 

・【神奈川 Day】「神奈川発！エネルギー革命」と

題する神奈川県が取り組む「かながわスマートエ

ネルギー構想」を解説し、エネルギーを軸にした

新しい街づくりへの市民の参加を訴えた。 

 

＜専門セミナー＞ 

 

【太陽光発電の運用リスクと保守のあり方】 

① 日本気象協会の板垣昭彦 事業本部 環境事業

部 技師：「太陽光発電を見守る番犬『PV-DOG』

の紹介」 

PV-DOGは、太陽光発電システムを設置した住

宅における発電の実績と、アメダスによるそ

の住宅近辺の気象データから推定・期待でき

る発電量を比較することで、太陽光発電設備

が正常に稼働しているかを診断する仕組みで

ある。 

② オムロンフィールドエンジニアリング清水孝

信 環境事業部環境設計部部長： 

「全量買取制度に対応 太陽光発電システム

見守りサービスについて」 

同社が展開する遠隔監視と同社グループの全

国 140拠点の保守網によって、大規模な太陽

光発電システムを安定的に運用するための支

援策を紹介した。 

③ 安川電機の櫛原俊明 応用技術担当部長： 

「太陽光発電のリスクを低減する分散発電・

監視の提案」 

小型のパワーコンディショナーを大規模な太

陽光発電所に適用することで、20年間の安定

的な発電を実現する仕組みを紹介した。パワ

ーコンディショナーを集中型ではなく分散さ

せていることで、全体の平均発電量との差か

ら太陽電池の表面の汚れなどによる発電量の

低下などの検知が容易になるといった利点も

あるとする。  

  

http://expo.nikkeibp.co.jp/scw/2012/conference/international/h1.shtml
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7.企業ブース展示 

●三井不動産 

スマートシティづくりのコンセプト 

（1）人類が直面する課題に挑戦する街 

（2）人が主役で、賢く働き、賢く暮らす 

（3）複合プレミアムとタウンマネジメントによっ

て成長し続ける街。 

技術的な観点に偏りがちなスマートシティづくり

において、人々の暮らしを中心に据えた取り組み

を強めていく考え。 

 

●パナソニック 

 

神奈川県藤沢市で展開するスマートシティ開

発プロジェクト「Fujisawa（フジサワ）サス

ティナブル・スマートタウン（Fujisawa SST）」

概要を展示。同社工場跡地に開発するスマー

トタウン。2012年 9 月に着工し、2014年春の

街開きの予定。約 1000 戸の住宅を分譲し、す

べての一戸建て住宅において、太陽電池や蓄

電池を設置するとともに、太陽光や自然の風

をうまく取り込む自立共生型のエネルギーマ

ネジメントの実現を目指す。公共地には、

100kW 規模の太陽光発電システムを導入する

ほか、電気自動車（EV）や電動アシスト付き

自転車のシェアリング、充電用バッテリのレ

ンタル、センサ付き LED街路灯の設置などを

計画している。 

●北九州市 

八幡東区の東田地区で実証中の「北九州市ス

マートコミュニティ創造事業」（経済産業省：

次世代エネルギー・社会システム実証事業に

採択された）の取り組みを展示。「地域節電

所」と呼ぶ CEMS（地域エネルギー・マネジメ

ント・システム）では、現地でのエネルギー

の需給状況が表示され、CEMS を中核に、地域

における電力の需要と供給を統合管理する。

CEMSは、翌日の天気（気温、日尃量、風量な

ど）を基に地域のエネルギー需要と再生可能

エネルギーの発電量を予測し、需要家が持つ

EMS（エネルギー・マネジメント・システム）

からの運転計画を加味し、地域の発電・蓄電

計画を立てる。それに沿って、需要家にデマ

ンドレスポンス（需要応答）などを要請する

ものである。 

 

●東芝 

スマートコミュニティ・マネジメントシステムと

は、同社が持つ情報通信技術や制御技術、センシ

ング技術を活用した社会インフラにおいて重要性

の高い情報をリアルタイムに集約して見える化す

るための仕組み。例えば災害時には、区域や建物

ごとに所在している人数や河川の氾濫、停電や断

水といった社会インフラの運営状況などを 1台の

ディスプレイに表示することができる。 
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●明電舎 

スマートエネルギー制御技術「サスティナブル・

グリッド」 

・平常時は再生可能エネルギーと蓄電池で電力の

ピークをシフトし節電と非常時の自立運用ができ

る 

・スマート BEMS（ビルエネルギー管理システム）・

FEMS（工場エネルギー管理システム）： 

エネルギー使用量を見える化に加え、その結果が

示す意味や関連する情報を統合することで、より

無駄のないエネルギー供給や制御を自律的に実現

するための仕組み。 

・CEMS（地域エネルギー供給システム） 

 

●NEDO 

プロジェクトの案内 

1. スマートコミュニティ：米ニューメキシコ州、

ハワイ州マウイ島、スペインマラガ市、仏リ

ヨン市など 

2. エネルギーを作る：発電側の要素技術、太陽

光発電、洋上風力発電、燃料電池、海洋エネ

ルギー 

3. エネルギーを送る：配電・送電、再生可能エ

ネルギーの系統連系、送電網の効率化、蓄電

技術、系統用蓄電池 

4. エネルギーを使う：需要側の要素技術、スマ

ートハウス、スマートビル、電気自動車と充

電インフラ 

5. JSCA：スマートコミュニティ・アライアンス、

活動例国際戦略ワーキンググループ 

 

 

 

以上 
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１．名称： 

ふくしま復興 再生可能エネルギー産

業フェア 2012 

２． 日程： 

平成 24年 11月 7日（水）・8日（木）

10:00～17:00 

３． 会場： 

郡山市 ビッグパレットふくしま 

４． 参加： 

（展示）本校電気電子工学科 1・2年生 、

（視察）推進協議会委員 

５．概要： 

主催/福島県 公益財団法人福島県産業振興

センター 

 

 

 

 

展示---大手・専門企業に負けず地元企業も数多く

出展していた。 

 

・再生可能エネルギー関連：太陽光、風力、バイ

オマス、地中熱、地熱、水力 

・省エネルギー関連：LED、EV 

・ものづくり産業コーナー：県内の企業が 3 分の 2

を占めていた。 

・複合：スマートシティ・スマートグリッドの ICT

技術、蓄電システム 

ふくしま復興 再生可能エネル

ギー産業フェア 2012 

 

県内外から１３６の企業、自治体、教育機関、

支援機関・団体が出展し、再生可能エネルギー

関連の製品展示や研究発表を行った。 
本県復興への願いが再生可能エネルギーの発展

につながるという思いを出展者も入場者も共有

できるイベントであった。 
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▲日立製作所：エネルギー管理システム実証実験 

 

▲積水ハウス：創エネと畜エネ」 

 

▲日産自動車：LEAF とコンセプトカー 

 

 

▲奥会津地熱  柳津地熱発電所の模型 

 

▲富士通の会津若松でのスマートグリッド計画 

 

▲浮体式洋上風力発電 
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セミナー 

・「福島県内大学における新たな取り組み」：

研究成果や開発計画のプレゼンテーション

がされた。多くの関連事業やプロジェクトは

産学官の連携が欠かせない。研究開発や人材

育成に占める県内の教育機関の役割と使命

は大きい。 

・分野別専門セミナー：太陽電池、風力、バ

イオマス、EV、の最新の動向や今後の展開

を知ることができた。また、産総研 企画本

部企画副本部長の大和田野芳郎氏が「産総研

福島拠点における再生可能エネルギー研究

開発」も興味深い内容の講演であった。 

・中央官庁セミナー：文部科学省、農林水産

省、経済産業省、環境省 

・トップセミナー： 

「21 世紀世界の再生可能エネルギー・真の

価値」再生可能エネルギー協議会 代表 黒

川浩助氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WiZの出展 

 

・平成 23年度の文部科学省事業と復興プロジ

ェクトの成果を発表した。 

・A1・A2パネル計 4枚、スライドショー、太

陽光発電・風力発電実験機 
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1.訪問先：京都府精華町 

けいはんなエコシティ「次世代エネルギー・

社会システム」実証プロジェクト 

2.日時： 

平成 24年 11月 29日（木）13:00～15:00 

3.参加者：（敬称略） 

●福島大学 佐藤 理夫教授  

●株式会社エービーシステム 羽田 篤史 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄  

●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 

史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事  

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章  

●イメージスタジオ 村山 隆 

 

４．概要： 

 

①けいはんな学研都市とは 

現在、110を超える研究施設、大学施設、文化施

設など立地し、我が国を代表する国際研究開発拠

点として発展し成果を上げている。そして今、

「『エコ』をけいはんな学研都市の『文化』にす

る」をコンセプトにスマートコミュニティをはじ

め、環境・エネルギー分野の研究開発や新産業の

創出、科学技術と生活分野の融合した京都議定書

誕生の地京都にふさわしい持続可能なモデル都市

「けいはんなエコシティ」の実現に向けた取組み

が進められている。 

 

②次世代エネルギー社会システム実証プロジ

ェクトについて 

経済産業省の選定を受け、「けいはんなモデル」

のスマートグリッド（地域ナノグリッド）の構築

に向けて、太陽光発電などの再生可能エネルギー

や電気自動車の大量導入をはじめ、家庭における

エネルギー消費の「見える化」や家庭、ビル、電

気自動車、地域全体の最適なエネルギー・マネジ

メント・システムの開発など、様々な実証プロジ

ェクトを展開している。 

 

 

けいはんなエコシティ  

関西文化学術研究都市、けいはんな学研都市は、

京都、大阪、奈良の三府県にまたがる京阪奈の

緑豊かな丘陵において、関西文化学術研究都市

研究促進法に基づき、建設・整備を進めている

サイエンスシティ。 
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▲概要図 

 

同プロジェクトは、CEMS、HEMS、BEMS、電力デマ

ンドレスポンス、EV等のワーキングと呼ばれる分

科会と推進協議会によって構成され、関西電力、

大阪ガス、三菱電機、三菱重工、三菱自動車、オ

ムロン、シャープなど 22 の企業が参画している。 

◎コンセプト 

・街全体のエネルギー消費を対象に一体的に

CO2排出のマネジメントを行う 

・電力需要抑制および負荷平準化の効果検証 

・震災復興への活用 

 

５．目的： 

日本でも有数のスマートシティ実証実験プロジェ

クトを視察することで、本事業における同分野で

の最新の動向と人材育成の情報を得ること。また、

推進協議会委員が多数参加し見識を高めることで、

今後の推進協議会と分科会においてより活発な意

見を出し議事を進行できるようになること。 

 

６．視察内容： 

 

■VTR 

関西文化学術研究都市、けいはんな学研都市は、

京都、大阪、奈良の三府県にまたがる京阪奈の緑

豊かな丘陵において、関西文化学術研究都市研究

促進法に基づき、建設・整備を進めているサイエ

ンスシティです。現在、110を超える研究施設、大

学施設、文化施設など立地し、我が国を代表する

国際研究開発拠点として発展し成果を上げていま

す。そして今、「『エコ』をけいはんな学研都市

の『文化』にする」をコンセプトにスマートコミ

ュニティをはじめ、環境・エネルギー分野の研究

開発や新産業の創出、科学技術と生活分野の融合

した京都議定書誕生の地京都にふさわしい持続可

能なモデル都市「けいはんなエコシティ」の実現

に向けた取組みが進められています。 

 

 

けいはんなエコシティ推進会議 会長 柏原 康

夫氏 
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「25年経過して参りました。その間に 110の施設

が出来上がっておりまして、いろいろな形で新し

いテーマに取り組んでいこうと大きく盛り上がっ

てきたというのが今の現状です。エコハウスとか

エコシティと言われますように非常に環境に優し

い街づくり、あるいは産業としての植物工場とい

うものにつきましてもこれを商品化して世に問う

ということが今後実現していけるのではないかと

いうふうに期待しております。」 

 

けいはんなエコシティを実現していくための柱と

なるテーマは５つあります。 

中心となるのが①スマートコミュニティ、それと

ともに大切なのが、②環境保全活動、そして③エ

コライフと④グリーンイノベーション、これらの

取組みや成果についての⑤けいはんなエコシティ

モデルの情報発信です。それではテーマごとにご

紹介しましょう。 

 

まずはけいはんなエコシティの中心的なテーマで

あるスマートコミュニティについて。国の次世代

エネルギー社会システム協議会委員であります公

益財団法人地球環境産業技術研究機構（RITE）理

事所長であります山地憲治先生にお話を伺いまし

た。 

 

「エネルギーの需給調整に需要側にも参加しても

らおう、これが実はスマートグリッドとエネルギ

ーネットワークということで展開されています。

スマートコミュニティ、社会一般の情報化と結び

ついているわけです。いまけいはんなも参加して

いますけれども次世代エネルギーと社会システム

と実証をやっているのですが、特徴的なのはエネ

ルギーと情報が統合される、情報とエネルギーを

統合した新しいシステムということに関してはま

だ日本の地の利を生かせる。だからこのスマート

コミュニティの形成を通して日本の成長戦略に役

立てる。これが非常に大きな視点だと思っていま

す。」 

 

次世代エネルギー、社会システムの実証について

はエネルギーの最適利用を地域レベルで実現する

スマートコミュニティの構築を目指しており、け

いはんな学研都市が経済産業省から全国の４つの

実証地域として指定されています。具体的にその

取り組みをご紹介しましょう。 

 

スマートハウスとは、ITを使って家庭内のエネル

ギー消費を最適にマネジメントする住宅です。家

庭内のエネルギー管理システムは、ホーム・エネ

ルギー・マネジメント・システム HEMS（ヘムス）

と呼ばれています。けいはんなでは太陽光発電シ

ステムや蓄電池、HEMSなどを導入することで、省

エネ、省 CO2を実現し、かつ最適な生活を実現する

スマートな住宅を目指しています。エネルギーの

見える化とともにアドバイスやインセンティブな

どの提供により入居者自身による効率的な省エネ

が可能になります。 

 

スマートビルとはエネルギーを作り蓄え効率よく

運営し、最適なマネジメントをすることで環境性

と経済性を向上させた、オフィスビルや複合施設

のことで、BEMS（ベムス）と呼ばれています。け

いはんなではエネルギーの効率的運用に向け、太

陽光発電システムや、蓄電池、スマートメータ

（BEMS）などを導入しエネルギーの見える化やデ

マンドレスポンスなどによりビル全体から個人レ

ベルまでの無駄を省き、省エネ、省 CO2を促進させ

ます。 

 

電気自動車 EVの充電ネットワークの実証では、EV

充電電力のマネジメントを行うためのシステムを
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構築します。このシステムは EV管理センターにお

いて車の位置や電池残量を把握する一方、ユーザ

に対し最適な充電タイミングや場所、充電量の指

示を行うほか地域全体のマネジメントシステム

CEMS（セムス）と連携した実証も行います。 

 

次にエコシティ実現のために大切なテーマ。それ

は環境保全活動です。最先端技術を用いて推進さ

れる、スマートシティ構想。そしてけいはんな地

域のこの豊かな自然との共生があってこそ、次世

代持続可能都市が実現するのです。その一環とし

て木津地域では UR 都市再生機構が中心となって、

緑の街づくりプロジェクトが進められています。 

 

ヘルスケアシステムの開発などを中心としたエコ

ライフについてご紹介しましょう。けいはんな学

研都市には、健康関連分野を研究する大学や研究

機関、企業が数多く集積しており、これらの研究

成果をもとにヘルスケアシステムの開発に取り組

んでいます。 

最先端技術を農業や植物工場などの新産業として

構築する、グリーンイノベーションの取組みも進

められています。 

 

以上のようなけいはんなエコシティの実現に向け

た様々な取組みは、関西では関西経済連合会を中

心に地域経済産業局など国の機関の支援をいただ

きながら、情報発信に取り組んでいます。また、

東京を中心とする、首都圏に向けては国際スマー

トグリッドエキスポなど大規模な展示会に出展を

しています。 

けいはんな学研都市ではこうした取り組みを一層

加速していくことにより、エコをけいはんなの文

化にする、けいはんなエコシティの早期実現とけ

いはんなエコシティの国際展開を図り、けいはん

なから世界に、人類に貢献する国際研究開発拠点

としての役割を果たしていきます。 

 

■年表 

1978年：関西学術研究都市調査懇談会（座長 奥田東 京

都大学元総長）が発足 

1983年：関西文化学術研究都市建設推進協議会が発足 

1986年：財団法人関西文化学術研究都市推進機構が設立 

1987年：関西文化学術研究都市建設促進法が公布・施行 

1989年：株式会社けいはんな設立 

1993年：けいはんなプラザが竣工・オープン 

1994年：けいはんな学研都市フェスティバル 94開催 

1998年：セカンド・ステージ・プランの実現化を目指す

2006年：関西文化学術研究都市サード・ステージ・プラ

ンを策定 

2010年：学研都市地域が経済産業省の「次世代エネルギ

ー・社会システム実証地域」に選定 

 

■説明 

1.プロジェクトの概要 

(1)けいはんな学研都市 

・京都府（京田辺市、木津川市、精華町）、大阪

府（枚方市、四条畷市、交野市）、奈良県（奈良

市、生駒市）。次世代エネルギー・社会システム

の実証地域は京都府の２市１町に展開。 

 

・人口は約 24万人、京都府は 10万人 

・10年ごとにステージプランを策定しており、 

ファーストステージ：道路や交通網のインフラ整

備  

セカンドステージ： 企業の研究所や工場の誘致 

サードステージ（現在）：国土交通省 持続可能

エネルギーを利用した環境面で先進的な地域とし

て発展していく 

 



Ⅳ視察 

223 

 

推進協議会

|

推進幹事会

| | | | | | | |
WG

（ﾜｰｷﾝｸﾞ）
CEMS HEMS 電力DR BEMS EVセンター

EV充電
ネットワーク V2x 先進的実証

WGﾘｰﾀﾞ 三菱電機 オムロン 三菱重工 富士電機 三菱重工 エネゲート 三菱商事 京都大学

参加企業
・団体

三菱重工

オムロン
富士電機
三菱商事

シャープ
NEC

三菱電機
古川電工
古川電池

けいはんな

三菱自動車
ルネサス

テクノロジー

日本ユニシス
三菱自動車
三菱電機

支援企業

・団体

関西電力

大阪ガス

関西電力
大阪ガス

UR都市機構
関西電力

関西電力

大阪ガス
関西電力 関西電力

関西電力

大阪ガス

エネルギー
の情報化ﾜｰ

ｷﾝｸﾞ各社

地域住民の意識改革や行動の定着に向けた取り組み

京都府、（財）関西文化学術研究都市推進機構

（財）関西文化学術研究都市推進機構、エネルギーの情報化ワーキンググループ、UR都市機構、
同志社山手サスティナブルアーバンシティ協議会、関経連、京都府、京田辺市、木津川市、精華町

関西電力、大阪ガス、三菱電機、三菱重工、オムロン、富士電機、三菱商事、エネゲート

会長：京都府、副会長：三菱重工・（財）関西文化学術研究都市推進機構（他22の企業等）

京都府では平成 21年 12月にけいはんなエコシテ

ィ推進プランを策定。「エコをけいはんなの文化

にしよう」翌年に経済産業省の「次世代エネルギ

ー・社会システム実証地域」に選定された。 

 

(2)プロジェクトの概要 

省エネ、省 CO2などの環境問題から再生可能エネル

ギーの大量導入の必要性が高まり、このけいはん

なは風の強い地域ではないので太陽光発電システ

ム導入が検討されてきた。しかし太陽光発電シス

テムでは余剰電力が大量なって逆潮流が起こった

時に系統システムに影響が出ることが想定される。

そこで、再生可能エネルギーを地域で使い切るシ

ステムができないかということから始められた。

多岐にわたるプロジェクトは、まず任意の団体で

構成される全体を推進する協議会を設置してその

下に幹事会の組織があり、で実質的な内容や方向

性を決めていく。その下にプロジェクトごとの WG

（ワーキング）を設けている。CEMS、HEMS、BEMS、

電力 DR（デマンドレスポンス）、EVセンター・EV

充電ネットワーク、V2x（電気自動車の活用）、先

導的実証の WGがある。上図参照。 

 

 

 

 

【コンセプト】 

○電気・ガスだけでなく、交通系・生活系まで含

め、街全体のエネルギー消費を対象に一体的に CO2

排出のマネジメントを行う 

 

・交通系：電気自動車にシフトした時にどれだけ

CO2が削減できるのか 

・生活系：ごみ処理、下水処理施設では相当のエ

ネルギーが必要となる 

・年間を通して平準化する正月・連休・お盆の休

みはエネルギーが余る⇔大量稼働して集中して使

う 

 

＜目標値＞  実証地区内において 

一人当たり CO2 排出量 1.6t- CO2/人・年の達成 

[Quality of Life(QOL:生活の質)を一切犠牲にすること

なく、単位あたり CO2 総排出量(絶対値)が日本一尐な

い街を実際に造る] 

○電力需要抑制および負荷平準化の効果検証とビ

ジネスモデル構築に関わる”けいはんなモデル”

の提案 

○成果の震災復興への活用  ・モデルの実用化、

ピークカットをし、計画停電を避ける 
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2.エネルギーマネジメントの概要 

(1)HEMS：HEMS を活用した機器別のエネルギー計測

と省エネ、省 CO2 エネルギーマネジメントの実施 

①見え

る化 

100

軒 

エネルギー使用量の見える化によ

る省エネ行動の慫慂（しょうよう：

勧めること） 

・HEMSを回線で結び地域の中で属性

ごとにわかる→自主的な省エネ行

動変革を促す 

・インセンティブ：平均以下ならエ

コポイントを付与（商品券）→効果

促進 

②HEMS 14軒 機器別のエネルギー消費の計測と

エネルギーマネジメントの実施 

・本格的システムの導入による効果

の測定 

・10軒：蓄電池導入（オール電化 5

軒、ガス併用 5軒）容量 10kWh で

500万円 

・4軒：蓄電池なしのマネジメント 

③大規

模実証 

700

軒 

スマートメータを設置電気使用量

のロードカーブを用いたシンプル

なエネルギーマネジメント手法に

ついて検討 

・需要のピークを抑える実証、DR（デ

マンドレスポンス） 

・「電気のかしこい使い方プログラ

ム」 

 7000円のポイントでスタートし

省エネでポイントを得る→需要抑

制効果 

1)変動する電気料金の設定---想定

的料金変動 例）20円→80円 

(1kWh)  

2)電気使用状況の情報提供---1時

間ごとの電気の使用状況 

3)省エネアドバイスの実施 

※メニュー1)2)3)の組合せで 4グル

ープに分類する 

＜主な導入機器類＞■HEMS コントローラ ■太陽光

発電 ■蓄電池 ■宅内モニタ ■センサ類 等 

①気象予報に基づく PV 発電予測 

②過去データに基づく電気の需要予測 

③見える化、省エネ、省 CO2 アドバイスによる間接制

御 

④DR による需給調整、省エネ推進 

⑤PV と連動した蓄電池制御 

  

 

▲HEMS 画面イメージ 

 

(2)BEMS：既存のビル管理システムと連携したけい

はんなプラザのエネルギー最適運用 

＜主な導入機器類＞■エネルギーコントローラ 

■スマート PCS（パワーコンディショナー）■リチ

ウム・イオン蓄電池 ■需要家向けスマート子メ

ータ ■宅内表示機 等 

①気象予報に基づく PV発電予測 

②エリアごと（用途ごと）の電気の熱と需要予測 

③発電と需要予測に基づく、電気と熱設備の最適

な運用計画作成とオンライン制御 

④大容量リチウム・イオン蓄電池を用いた負荷平

準化制御 

⑤DRによる需給調整、省エネ推進 

⑥CEMS と連携した地域エネルギー最適運用 
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・けいはんなプラザは複合施設 

ラボ棟：研究施設・一般事務所、テナント（レス

トラン・物販） 

交流棟：ホテル、劇場、イベントホール、 

 

▲けいはんなプラザの外観

 

▲発電量モニタ 

 

 

 

 

 

 

 

▲BEMS 画面イメージ 

 

(3)EV 充電管理システム 

EV 充電管理システムの構築 

・EV管理センターを設置→EV充電の管理 →CEMS

と連携した電力マネジメント(DR)の実施 

・EV（EV車載装置）、充電設備と通信 

・EV充電電力のマネジメントを実施（EV100 台を

導入予定） 

【特徴】 

①充電電力需要予測  ・新たな電力需要の予測

手法の確立 

②充電電力需要制御 

・ユーザの行動変革（DR追従）手法の確立（充電

タイミング・場所等） 

・インセンティブ（計画中）→ポイント付与、充

電料金変動設定 

・例えば太陽光発電での余剰電力を系統に流さず

に EVの充電に回していくなど、街全体で EVが調

整弁の役割をする 

・EVの車載装置に「どこの充電器で何時に充電し

てください」指令を出し、ドライバーが指示に従

うと一定のポイントが付与される（ローソンの

PONTAカード） 

・管理センターでは車両稼働状況モニタで 100台

の EVの現在地・充電残量が把握できる 

・EVの車載装置にはナビ画面、充電案内画面、ド

ライブインフォ画面等が表示される 
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▲三菱自動車の i-MiEV

 

▲急速充電器 

 (4)V2x：EV 蓄電池、EVリユース蓄電池を活

用する仕組み 

【概要】 

①蓄電池、PVからの電力を最適利用するエネルギ

ー管理システムの開発と有効性の検証 

②EV（ユーザ）側からの情報（利用可能な放電容

量、時間帯）を統合管理するシステムの開発と有

効性の検証 

・三菱自動車岡崎工場に PVを設置した事務所一体

型の電気自動車車庫で実証実験（写真左） 

【特徴】 

①EV放電の通信プロトコルを開発済み 規格化を

目指す 

②工場施設の電力需要と PV発電量及び EV側情報

を連携させ、EV蓄電池を自動で充放電させること

で、電力需要の平準化と EVユーザの利便性を両立 

 (5)CEMS 地域 EMS 

・HEMS、BEMS、EV管理センターとオンライン連携 

・各需要家のエネルギー需給状況を収集、地域の

需給状況を確認 

・系統側（系統模擬装置）からの余剰電力対策や

需要逼迫対策の要請も踏まえ、各需要家個別にデ

マンドレスポンス(DR)要請を指令 

 

・DR要請への対応度合いに応じて DR評価値

を付与 

（評価値はポイントに変換した後、需要家に還元） 
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・インセンティブと DRの応答性を評価 

（インセンティブの与え方、量による感度を検証） 

■質疑 

 

 

Q:住宅購入時の補助金はあるか？ 

A:ない。実証実験は同意した家庭に参加してもら

っている。コンセントごとに何を何時にどれくら

い使用したかがわかるようになっている。TV、風

呂、トイレ… 月 2万円を限度に謝礼という形で

支払っている。ほとんどが新築の家庭なのでロー

ンに充当していることもあるかもしれないが。こ

ちらで説明等の対応をしている。 

 

Q：10kWh 500万円の蓄電池の費用負担は？ 

A：企業の開発費 2/3、国の負担 1/3。相当大きい。

180cmの高さでかなり重いのでクレーンがないと

設置できない。 

 

Q:逆潮流は実際に起きたのか？ 

A：現時点では起きていない。国で想定している範

囲で影響を実験し開発している。 

 

Q:PVの発電量は 1世帯どのくらいか？ 

A：2kWh～5kWhのあいだ 

 

Q：実証実験終了後の各家庭の設備はどうなるの

か？ 

A:完全に撤去する。各企業の開発中の製品であり、

一般的な市販製品と仕様が異なるため製造者責任

法とか安全基準に問題があるため。現在、保険・

保障に関しては協議会が負担している。例えば蓄

電池が発火して火事になるとかいう可能性も有り

得る。 

 

Q：太陽光発電モジュールのメーカは決まっている

のか？ 

A:大和ハウス、積水ハウスが個別に調達している。

メーカは限定していない。 

 

Q:EV管理センター等で働いている人の知識や技術

はどのようなものが必要か？ 

A：実証自体は企業が中心となり行っているのでそ

の専門家が従事し開発しているのでこちらでは詳

しい事情は答えられない。 

 

Q:今後、実社会にこれらのシステムを導入するに

はどのような課題が残されているか？ 

A：システムを社会に導入していくにはまだ様々な

ハードルがある。例えば事業継続中であればイン

センティブの付与の原資は国の補助金で 100%賄え

るが、事業終了後までには事業化に向けてインセ

ンティブを付与しても利益が得られるしくみ作り

が求められる。 

 

Q:700世帯はこの区域だけなのか？ 

A:学研都市区域だけではなく従来からある旧町村

の地域からも募っている。 
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Q:太陽光発電の電力が余っているから蓄電するの

ではなく、地域全体のピークが来たから放電する

ということもあるのか？ 

A:そういうこともある。蓄電池の制御システムで

想定している。 

 

Q:CEMSのコミュニティ地域全体の規模の大きさ

は？ 

A:現時点では限られた範囲になる。HEMS14軒、BEMS

１棟と EVで実証実験を行っている。次の段階では

1000軒を目標にしている。 

 

Q:HEMSの 14軒はまとまった地域にあるのか？ 

A：まとまっている。住宅分譲時に設定した。 

 

Q：EVを所有する家庭の地域の範囲はどのくらい

か？ 

A：100台の台数を確保するには地域を限定するこ

とは難しかった。 

 

Q:充電器の電力は太陽光発電か？ 

A：太陽光発電の想定だが実際は系統から取ってい

る。太陽光発電からのものを 1基建設中である。1

基 1000万円以上かかる。家につなぐ HEMSのよう

な単体でクローズドな仕組みでは効果が発揮でき

て実用段階にきているが、全体を CEMSでつなぐに

はまだ時間がかかる。実証期間終了後の平成 26、

27年あたりでもまだ難しいかもしれない。逆に例

えば中国や東南アジアで一から街づくりをしてい

くような場合であれば、最初から管理センターを

配置してインフラとして始められる。 

 

Q：福島県で避難区域において、復興するための集

団化地域に CEMS等を導入する計画を県は考えてい

る。 

A：100数十億という国費を投入している事業であ

る以上、やはり実用化につなげなければならない。

プロジェクトマネージャを本年度から配し、ビジ

ネス展開や実用化に向かっている。 

 

Q：メガソーラーなどの発電設備については？ 

A：太陽光発電の調査費を計上し計画をしている。 

 

Q：福島県の都市は大きくても 30万人規模で、土

地は広いが人口が尐なく電力の需給バランスを取

るのが難しい。供給過剰になるかもしれない。け

いはんなの地域の人口と比べて興味深い。 

A：人口増加も学研都市で住宅開発が活発なのが一

番の理由。京都府内の町村はどこも人口は減尐傾

向だが、精華町・木津川町だけが増加している。

大阪、京都にも 30分程と比較的交通の便が良い地

域にあることももう一つの理由。 

 

Q：ひと世代前に実証されている、BEMSの基本は被

災した地域の新しい施設に入ってきている。ある

街では震災で全壊した街の拠点の再構築にはエネ

ルギーセンターを作るという計画がある。これは

2014～15年の計画なので今年と来年のデータを生

かしていくようである。 

震災復興への活用の具体的な取り組みは？ 

 

A：実証が始まったばかりで実用化に向けてはまだ

先になる。HEMS、BEMS等の個々の要素については
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事業化できるものから復興支援に役立てていきた

いと考えている。東北地方の自治体との調整にプ

ロジェクトマネージャが出向いていることはして

いるが、現実的に地域や内容についてはまだない。 

 

Q：福島からの視察は他にあったか？  

A：町村議会、役場、数件あった。 

 

■けいはんなプラザ屋上より 

 

けいはんなプラザのビルでは、スーパーラボ棟に

は軽量な金属一体型のかまぼこ型のアモルファス

シリコン薄膜型パネルと一般的な結晶シリコン系

パネルが、メインホール屋根（右）には防水シー

ト一体型のアモルファスシリコン薄膜型のパネル

が設置されている。出力は全体で 30kWh。温水パネ

ルからは湯気が出ている。ビル内には 150～200件

のテナントがあり、ホテルや厨房もあるが蓄電池

は不要で PVのみでまかなえる。オフィスも多く入

居しており消費電力のピークは重なるのでデマン

ド制御に適している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．訪問先： 

豊田市とよたエコフルタウン 

２．日 時： 

平成 24年 11月 30日（金）11:00～12:00 

３．参加者：（敬称略） 

●福島大学 佐藤 理夫教授  

●株式会社エービーシステム 羽田 篤史 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄  

●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、村上 

史成部長、和田 秀勝 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事  

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章  

●イメージスタジオ 村山 隆 

４．概要： 

豊田市の最先端の環境技術開発の取組み 

1)環境モデル都市アクションプラン 

2)豊田市低炭素社会システム実証プロジェクト 

3)次世代エネルギー・モビリティ創造特区 

５．目的： 

平成 24年 5月にオープンしたオールインワンでシ

ステムが体験できるスマートハウスと豊田市の実

証プロジェクトの取り組み内容を理解することで、

本事業における同分野での最新の動向と人材育成

の情報を得ること。また、推進協議会委員が多数

参加し見識を高めることで、今後の推進協議会と

分科会においてより活発な意見を出し議事を進行

できるようになること。 

６．内容 

とよたエコフルタウン  

平成 24年 5月にオープンしたオールイ
ンワンでシステムが体験できるスマー
トハウスと豊田市の実証プロジェクト
の取り組み。 
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パビリオン：最初に訪れるとよたエコフルタウン

の入り口。ここでは、映像やゲームを通じて、豊

田市の低炭素社会に向けた取組や、次世代の環境

技術を、楽しく見て、学ぶことができる。 

 

スマートハウス： 家庭で使用するエネルギーを創

る・蓄える・節約するという３つの視点で、生活

者にとって、環境面・コスト面などで常に最適な

状態に制御する“かしこい家”。ここでは、無理

なく、無駄なく、快適なエコライフを提案してい

る。 

 

①パビリオン 

パビリオンでは、このエネルギーの利用状況を見

ることができ、エネルギーやエコについて最新の

環境技術を体験することができる。 

 

■目的 

豊田市の低炭素社会に向けた取組みによって生活

にもたらされるメリットを実感することができる。

最新の環境技術を体験してもらい、より低炭素社

会な暮らしへとライフスタイルを変えるきっかけ

づくりをする。 

 

■特徴 

大型の液晶画面による映像や体を動かして答える

クイズなど、誰にでも分かりやすく低炭素社会へ

の取組みを知ることができる。 

 

■環境設備 

・太陽光発電パネル：20KWのパネルを屋上に載せ

ており、発電された電気は施設内で使用する。 

・壁面緑化：ワイヤー式壁面緑化（南面、西面）、

コケパネル（北面、東西、西面一部） 

・エコナビゲーション：豊田市の環境に関するこ

れまでの取り組みを映像にて紹介するコーナー。

バス車内に設置したモニタにて環境モデル都市、

次世代エネルギー・社会システム実証など先進的

な取り組みを学習することができる。 

・スマートライフにチャレンジ！：クイズに参加

し、スマートライフを学ぶことができる。 

・スマートプロダクツギャラリー：民間企業の新

しい環境技術を展示、紹介するコーナー。 

・スマートライフギャラリー： 

次世代エネルギー・社会システム実証で進めるＨ

ＥＭＳ（ホーム・エネルギー・マネジメント シ

ステム）、ＥＤＭＳ（エネルギー データ マネ
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ジメント システム）が実現する家庭・コミュニ

ティにおけるエネルギー利用最適化について紹介。 

スマートシティとよたクルージング：豊田市が目

指すスマートシティを自転車に乗りながらＣＧに

て体験できる。 

・デマンドバスシステム：とよたおいでんバス（中

心市街地玄関口バス）の呼び出しシステム。モニ

タに表示されたバス位置情報を確認し、バスをボ

タンで呼び出すことができる。バス停は、パビリ

オンの玄関前に設置されている。 

【協力企業一覧（五十音項）】●株式会社デンソー●豊

田市アーバングリーン協会●トヨタ自動車株式会社●株

式会社豊田自動織機●トヨタホーム株式会社●トヨタメ

ディアサービス●日本信号株式会社●日本節電力開発株

式会社●日本無線株式会社 

 

▲「スマートライフギャラリー」では次世代エネ

ルギー・社会システム実証で進める HEMS、EDMS（エ

ネルギー・データ・マネジメントシステム）が展

示されている。 

 

②スマートハウス モデル棟 

スマートハウスでは HEMS、EV・PHV充電設備、太

陽光発電システム、蓄電池、エコキュート、エネ

ファーム等最先端のスマートハウスが展示されて

いる。 
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▲太陽光発電は 7.748kW 

 

▲HEMSのモニタはリビングの TVでも見られる 

 

▲リビングで丁寧に解説していただいた  

 

▲キッチンの HEMSモニタの説明 

 

▲蓄電池で効率的な電力利用

 

▲ガスで発電・給湯するエネファーム 

 

▲トヨタ車体の超小型 EV 車 COMS 
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１．訪問先： 

三重県津市 国立大学法人 三重大学 

三重大学スマートキャンパス（MIESC）実証事業 

 

スマートキャンパス部門 部門長 大学院地域イ

ノベーション学研究科 

工学博士 坂内 正明 教授 

 

２．日 時： 

平成 24年 12月 11 日（火）10:00～14:00 

 

３．参加者：（敬称略） 

 

●株式会社エービーシステム 羽田 篤史  

●株式会社えこでん 久我 和也 

●情報ネットワーク・リベラ 阿部 恒雄  

●富山情報ビジネス専門学校 小平 達夫 

●専門学校国際情報工科大学校：水野 和哉校長、

村上 史成副校長、和田 秀勝部長 

●学校法人新潟総合学院 双石 茂 常務理事 

●福島新エネルギー総合研究所 長南 輝美 

●福島放尃線総合研究所 内田 章  

●イメージスタジオ 村山 隆 

 

４．概要： 

国立大学法人 三重大学（三重県津市）では経済

産業省の「次世代エネルギー技術実証事業」によ

るスマートキャンパスの実証事業を平成 23年 10

月から平成 26年 3月まで行っている。目標は平成

22年度比で CO2を 24%削減する。 

三重大学スマートキャンパス  

経済産業省の「次世代エネルギー技術実証
事業」によるスマートキャンパスの実証事
業を平成 23年 10月から平成 26年 3月まで
行っている。目標は平成 22 年度比で CO2を
24%削減する。 
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＜事業内容＞ 

(1)再生可能エネルギーを活用した電力需要を制

御するキャンパスコミュニティマネジメント 

(2)学生・教職員による環境活動 

(3)大学内コミュニティ別の CO2削減施策モデルの

作成 

各施設の建設と設置が急ピッチで行われており、

すでに一部稼働しているものある。来年度より本

格的な運用と検証が開始される。 

＜主な施設・機器＞ 

●太陽光発電（60kW 計画では 180kW）●風力発電

(300kW) ●蓄電池(432kW)  

●ガスコージェネレーション（2,000kW）●LED照

明（太陽光発電の直流をそのまま利用） 

●スマートメータ (空調直接制御)  

●EMSエネルギー・マネジメント・システム 

なお、実証期間終了後も 15年間にわたりエネルギ

ーサービス事業として設備の運転を継続する。総

事業費は約 19億円。 

 

５．目的： 

スマートキャンパス実証実験プロジェクトを視察

することで、本事業における同分野での最新の動

向の情報を得る。スマートコミュニティを将来本

校に導入する計画立案に向けて事業概要からシス

テム構築や設備の運用等、予算面も含めて多面的

に情報収集をする。また、教育機関としての特徴

的な取組み等を参考にし、カリキュラム作成に役

立てる。推進協議会委員が多数参加し見識を高め

ることで、今後の推進協議会と分科会においてよ

り活発な意見を出し議事を進行できるようになる

こと。 
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▲大学は海に近く風況・日照も良好なロケーションにあ

る。全学部が一か所にまとまっているが、特に医学部付

属病院でのエネルギー供給は非常に重要である。 

 

  



Ⅳ視察 

236 

 

 

▲上図：電力のピークカットと変動抑制のため様々な機

器が連携している。コージェネレーションでほぼ半分の

電力供給をまかなうのが特徴だ。 

 
▲下図：天候の予測により電力の需要と供給を全自動で

判断し、最適化され安定した電力を供給する。CO2削減の

コミュニティモデルとしての成果が期待される。 

 
 
 
 
 
 

 

６．視察内容：次頄以降の資料参照 

 

① 事業の概要説明 

② キャンパス内施設見学 写真：視察の様子 

③ 事業内容の紹介 

資料：「三重大学のスマートキャンパス実証事業

の紹介」より引用 
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▲駐車場の屋根に太陽光が取り付けられている

 

▲校舎内の発電量モニタ 

 

▲風車の高さは約 60mで出力 300kW 

 

▲風車のタワーの内部 

 

▲コージェネレーション工事 

 

▲配管工事の規模も大掛かりだ 

 

▲坂内教授に丁寧に解説していただいた 

 

▲受講のようす 
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■スマートメータ：課金の仕組み、各部門ごとに

電気料金を調べる 

■蓄電池：蓄電池で夜の電気を平滑化  

■風力発電：60mの風車 騒音・振動の予測＝影響

なし  

■空調機： 

ヒートポンプ  冷暖房  デシカント空調 除

湿 

温度を上げて湿度を下げる 冬は逆 

■ガスコージェネレーション： 

都市ガスから電気 排熱を給湯に CO2削減に大

きく寄与する 配管パイプは外に出せない  

■LED：コンビニ 太陽光で 

■EMS：統合制御 今日の夜中に明日の予測をする 

天気気温 運転自動化 無人化 

 

■目的・期間など 

・設備総額 19億円 期間終了後の 15年間運用 維

持費用は削減した電気代で設備費を回収 

・エネルギーサービス事業 15年間で回収 

・自主的な環境活動 自己申告でポイント付与 

同じ概念をほかの大学でも 中部地区の大学 に

提案  

 

・三重大学全景 学生数 CO2 24%削減 

・コミュニティは複合化しているので大学をひと

つの街として有効にスマート化できる 

・再生可能エネの活用 

・地震で電気が来なくても風力と太陽光だけでも

運用できるか蓄電池導入して信頼性を 

・災害拠点病院に電力供給 

・日照風況がよい バイオマスは含まれていない 

・初期投資に加えて発電にガスを使うと維持管理

費がかかる 1億・15年 

 

・夏の一番暑いとき 

ピーク 8500kw夜は 1/3 

重要カーブ 午後 1時から 4時がピーク 

・ガス発電 2000kw常時稼働 年間 消費量の約半

分をまかなう、太陽光 風車 夜蓄電 

・年間 4億円の電気代、2億円 ガスを買うのでち

ょっと安くなる 

 

■太陽光発電 駐車場の屋根 

現在 1期分 60kw稼働開始した 夏休み中に設置工

事  

 

・年間 22万 kw 250万円から 300万円分 

 

■風力 60m 30万 kwh 350万円~400万円 

・50円の電気 12円の電気 保守費が必要 200

万円・年 

・年 150万円の利益 60年かかる回収 

・本当は 800kwが欲しかったが 音の問題 300kw

に落ち着く 

 

■空調 

・人間吐く息で C02が出るので換気が必要 

・外気が高温 多湿 取り込むときに除湿すると

28℃を 29℃に温度を上げることができる 

・クールビズ対応 冬は逆 加湿して  

学内空調はガスエンジンで 維持費がかかるが  

 

■EMS 契約電力超過のとき２９℃を３０℃に制

御する デマンドレスポンス制御 

９０分の授業の前半と後半で設定を変えてアンケ

ートを取る 

・国内ではダイキン工業のみ 

・項番制空調設備の群管理 

 

■コンビニ 太陽光からの直流電源を変換せずに

高効率利用 LED 
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■夏 

・契約電力 7130kw ピーク 8500kw 

・自家発電設備 運転員が判断 9時から 予測デ

ータをもとに というロジックを入れる 

 

■電力単価 

コージェネ 10円＞買電 12円＞自家発電 20円（オ

イル）で料金が違う 自家発電を使わない 

・学内に概念を周知させる 

 

・18キャンパス内の電力需要 24時間予測してい

く 

 

・19電力需要と外気エンタルピーの相関 

 

・22騒音予測 

 

■質 疑■ 

Q：騒音の問題等はどのように納得してもらったの

か？ 

A：全体の企画は役員会で承認を得た。研究価値と

の兹ね合いで学内の調整はとても大変だった。 

 

Q：吸収式冷凍機を使うメリットは？ 

A：消費電力が尐ないこと。ガスエンジンの排熱を

有効活用して蒸気とお湯を再利用できる。 

アンモニアではなく臭化リチウムを使う。 

 

Q：クールビズ対応の空調の特徴は？ 

A：温度と湿度を別々にコントロールすることで快

適性がアップし省エネも可能になる。設定温度を

1℃シフトすると夏で 13%、冬で 10%省エネになる。 

 

Q：学部学科で関連した授業はあるか？ 

A：現在はないが、環境活動に関しての講義はあり、

省エネの啓蒙活動はかなり浸透している。 

 

Q： 

A：完全稼働で 5400t削減 

 

Q：自家発電の自動制御はいつ頃から開始される

か？ 

A：年内の準備を経て来年 2月 3 月に稼働予定。 
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日時：平成 25年 2月 11日 

参加：（引率） 和田・近内、 

（学生）電気電子工学科 1年 12名・2年 10名、建

築 CAD設計科 1年 10名 

 

 東京ビックサイト西１・２・３ホールにて「住

まいの耐震博覧会」の見学を実施致しました。テ

ーマは「耐震・免震住宅」では有りましたが、ブ

ースの「エネルギーゾーン」では「低炭素住宅、

ゼロエネルギー住宅、スマートハウス」をテーマ

に各国内メーカーを中心とした太陽光パネルの展

示、低炭素住宅の概要、HEMS、蓄電池の展示など

もあり再生可能エネルギーを学んでいる学生達の

良い学習の場でありました。住宅に関する工法や

屋根の仕組み、屋根材の種類など今後の太陽光パ

ネル施工に関する基礎知識も身に付けることが出

来ました。近未来の住宅の姿と電気技術者が目指

すべき姿も見て取れる博覧会でありました。 

 パナソニックなどは住宅用電気機器、ソーラー

パネル、キッチン機器、照明関連など同一メーカ

ーで設置出来るなどの強みの説明も有り電気自動

車への充電装置も含めた販売商品の囲い込み策を

前面に打ち出していたように感じました。今回の

博覧会は実用的なスマートハウスをイメージ出来

る展示内容になっており風力発電などの機器類の

展示は無い状況であり再生可能エネルギー全体を

知るのには物足りない内容でも有りましたが、現

状の住宅事情・エネルギー事情を知るには十分な

博覧会だったと思います。 

 

 

 

 

住まいの耐震博覧会見学  

 

ナイス株式会社 資材事業本部が主催 

テーマは「耐震・免震住宅」 

東京ビックサイト 
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Ⅴ アンケート 
 

再生可能エネルギー・スマートグリッド分野人材について 
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【調査企画】アンケートを行う前の準備として必要な頄目をまとめた。 

 

①背景 再生可能エネルギー分野の人材ニーズを調査する 

②調査目的 同分野の人材に関する情報を収集し、育成カリキュラム作成に反映させる 

③内容把握 各企業の同分野への取り組みと必要とされる人材の確保と職種・資格について現状と

将来に分けて尋ねる 

④調査対象 同分野の事業に関わると思われる産業に属する企業 

⑤調査地域 主に福島県内 

⑥調査時期 平成 25年 1月 20日～2月中旬 

⑦調査対象者の

名簿 

再生可能エネルギー産業フェア出展社リスト、本校就職実績企業リスト、本校取引企

業他 

⑧調査方法 基本的に郵送、FAX返信とするが Webアンケートの準備をする。電話によるフォロー

もしていく。 

⑨サンプル抽出

方法 

名簿クリーニングの後、層化抽出法 比例割り当て  

⑩サンプルサイ

ズ 

配信数 300、サンプルサイズ 100、回収率 33.3%、標本誤差±9.8% 

 

【調査内容の流れ】 

 

企 業 概 要 

所在地・業種・社員数 

再生可能エネルギー スマートグリッド 

現在の取組み 

 

現在の取組み 

関わりの度合い 関わりの度合い 

 

種別 

将来の見込み 

新規や拡大の計画 

種別 

将来の見込み 

種別 

 

人材の職種 

種別 

 

技術者の充足度 

人材確保の方法 

技術者の職種 

持っている資格 

技術者の必要度 

人材確保の方法 

技術者の職種 

 

必要な資格 

 

技術者の充足度 

 

人材確保の方法 

 

技術者の職種 

 

持っている資格 

 

技術者の必要度 

 

人材確保の方法 

 

技術者の職種 

 

必要な資格 
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■500 社に郵送 

しめきり 2月 22日（金） 回答 66件 

■回答 66件 

①郵送 41件（8.2%） 

②再エネフェア出展企業へのメール 18 件

(26.0%) 

③福島ものづくり企業 DBへのメール 7件

(15.6%) 

・3回の催促メールは効果的だったが件数は

伸び悩んだ 

１-1．回答先情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

・従業員数は、30 人以下の中小企業で約半数を占める。 

２-1．現在の再生可能エネルギーへの取り組

みについて

 

・全くないという企業は 17%。尐し関連しているという企業が 39%と最も

多く、何らかの再生可能エネルギーの業務があるいう企業はこれらを含める

と 83%と高い。 
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太陽光発電がダントツでトップ。省エネ・エコ・環境関連は予想通り多かっ

た。 

 

 

 

2-2．現在の再生可能エネルギー関連の人材

（技術者）について 

 

・24.5%の「必要としていない」はさておき、「あまり充足していない」と

「充足していない」を合わせると 40%。これは高いといえるか低いといえ

るか…。「充足している」、「やや充足している」を合わせた数字は 13%。 

 

 

・「いない」という回答が 41%、従事している技術者は 10 人以下と尐ない。 

Q5

回答率 回答数

69.1% 38

20.0% 11

12.7% 7

20.0% 11

7.3% 4

9.1% 5

7.3% 4

7.3% 4

0.0% 0

5.5% 3

58.2% 32

2

55

11

前の質問Q4であると回答した方は該当する再生可能エネルギー

の種別を以下から選んでください。（複数可）

雪氷熱利用

回答選択肢

太陽光発電

風力発電

バイオマス発電

中小規模水力発電

地熱発電

太陽熱発電

温度差熱利用

バイオマス熱利用

バイオマス燃料製造

省エネ・エコ・環境

その他

回答された質問
スキップされた質問

38

11

7

11

4

5

4

4

0

3

32

2

0 10 20 30 40

太陽光発電

風力発電

バイオマス発電

中小規模水力発電

地熱発電

太陽熱発電

温度差熱利用

バイオマス熱利用

雪氷熱利用

バイオマス燃料製造

省エネ・エコ・環境

その他

前の質問Q4であると回答した方は該当する再生可能エ

ネルギーの種別を以下から選んでください。（複数可）
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・人材の確保は「社内での人材育成や配置転換」が最も多く、中途採用新卒

採用ともあまり積極的ではないようだ。 

 

 
・該当なしが 46%と半数近い。電気設備工事の多さが目に付く。 
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・ここでも該当なしが半数。施工管理が多く、プランニング、設計と続く。 

 

 

・IT 系は該当なし 70%。現状では従事者はとても尐ないようだ。 

 

 

分野 職種 

電気工事業 電気工事士 

エコ・省エネ 企画・仕入 

資源、物理、化学など 企画、調査、コンサルなど 

電気設備一般 消防設備 電気工事士 電気工事施工管理技士 消防設備士 

コンサルタント テクニカルアドバイザー 

 

 



Ⅴアンケート 

247 

 

 

・該当なしが半数以上だが、電気工事士は 32%と多い。PV 太陽光施工技術

者は 9 件の回答があったが、この資格が認知されていて選択されたかは疑問。 

 

 
・67%が該当なしとの回答。 
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・9 割が該当なし。現状の IT 系資格は無縁か。 

 

分野 職種 

エネルギー全般 エネルギー管理士 

LED 照明関連 照明コンサルティング（通信教育習得中） 

営業 設計 営業 設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-1．将来の再生可能エネルギーへの取り組

みについて

 

・「ない」と言い切ってしまう回答は 15%。「ある」は 43%、「わからない」

が 41%と多いのは、先行きが不透明な部分を反映しているのか…。「ある」

の 43%という数字は、Q4 の「現在の…」の「ほとんど」、「多くある」、「半

分位」の合計 43%と一致する。 
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・ここでも「現在…」と同様の結果となっている。太陽光、省エネの双方が

回答数 20 件を超えている。風力、小水力に続いて、バイオマス燃料製造が

ここでは数値が伸びている。 

 

・やはり会社の戦略や経営方針による理由が最多だが、人的理由が次に多い

のは人材不足を裏付けているのか。 

 

3-2．将来の再生可能エネルギー関連の人材

（技術者）について 

 

 
・「必要である」と「やや必要」を合わせて 55%。この数値の微妙さをど

う考えるか…。 

 

・「未定」58%が最多。採用しても「若干名」と明確な採用意欲は見えてこ

ない。 
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・「現在」では社内の人材育成が最多であったが、ここでは中途採用に期待

がかかっている。新卒採用との解答件数も「現在の…」に比べて回答数は多

く、若い力に期待している希望が見える。 

 

・「現在の…」Q10 と比較しても同様の傾向である。電気設備工事がトップ。

回路・システム設計の人気も高い。該当なしの回答は減り、将来については

意欲が高いようだ。 

 
・現在 Q11 と比較してもほぼ同様の結果。施工管理のトップは変わらず。

プランニングと設計の数値が伸びている。また、セールスエンジニア、サー

ビスエンジニアのニーズもある。 
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・IT 系は Q12 と比較。全体の回答件数は増えているが目立った傾向は見え

てこない。該当なしの回答が多い。 

 

分野 営業 
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・電気電子の資格ではここでも電気工事士が強い。ここでも太陽光施工技術者が注目されている。 
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・建築士と建築施工管理技士の回答数が多いが、建築・土木分野は「どちらともいえない」の解答が最多だ。 
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・IT 系はやはり重要度は低い。 

 

 

 

技術者 鋳造技術 
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4．将来のスマートグリッドへの取り組みについて 

 

・「重要である」と「やや重要である」を合計した数値だと、①再生可能エネルギー、②蓄電池・燃料電池、コージェネレーション③EV・PHV 電気自動車の

項となる。通信ネットワークや HEMS、スマートハウスなどの頄目は実現性がいまだに明確ではないことを暗に示しているかもしれない。 
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・やはり電気工事士強し。回路・システム設計と制御設計がつづく。セール

スエンジニアとサービスエンジニアもニーズが高いところに注目。 

 

 

 

 

 

・これまでの回答と同様の傾向だが、「プランニング」のニーズが目立つ。 
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Q26 と比較しても同様の傾向。わずかに「ネットワーク」と「通信インフラ」

の回答数が「将来の…」に比べて多い。 

 

分野・自動車修理に関する業務 

技術者・自動車整備士 

 

 

●自動車の動力エネルギーは環境問題なども同時進行的に解決が見込まれ

ることから、石油に代わり蓄電治や燃料電池などへの移行が加速されるもの

と思います。この背景では、革新的技術開発が進められ、それと並行し高度

な技術を備える者の育成と確保が欠かせないものとなりそうです。 

●技術に特化していて詳しい知識を持っている 

●知識の習熟と指導ができる人物 

●営業スキルがある人材施工者はやはり実践しかないと思われるの 

●今有る自然エネルギーを如何に利用出来るか？利用するか？を、常に思考

して生活し、ものづくりを発想できる若い（２０代）技術者を多く育成して

欲しい。これからの日本の産業発展のためにも。また、その様な技術者によ

り日本国内での生産工場を増やしてほしい。 

●専門技術や資格は当然のこととして、様々な業務に柔軟に対応できる人物

が必要になると思います。 

●トータルプランの作れるプランナー 

●専門知識はもちろんのこと、営業も施工も全てできるオールラウンドプレ

イヤー型の人材。各種制度や税制、法規などにもある程度の知識と理解がほ

しい。 

●夢を持ち、仕事に情熱と自信を持って取り組める人 

モバイルアプリの開発ができる 20 代の男性 

 

 

●再生可能エネルギー、スマートグリットなどの取り組みは大企業が参入し

て構築するのではなく、地元企業の参入により築き上げていかなければいけ

ないのではないかと思います。立案から設置・運用まで地産地消することで、

地元の活性化に繋がっていくものと考えます。二本松市の小さな会社ですが、

がんばっていきますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

●企業の人材育成を含めた教育という分野から見たとき、それを全くの無の

状態から積み重ねるという作業を行うより、ある程度の知識や技術を備えた

者への対応は効率的であり、また逆にその様な下地があることにより、設備

技術者として人材確保を行う上での判断基準にもなる為、専門的知識や技術

を学べる教育機関の必要性を感じる。 

●スマートグリットに関しては、まだまだこれからのモノだと考えています。

当面は太陽光発電システムとエコ・省エネ関連の業務が主流だと考えていま

す。 

●当社は不動産販売会社のため、質問には該当しないと思われます。 

●スマートグリットは電力会社の電気を使わずにすることが重要と考える。

●再生可能エネルギーのあらゆる種類を使って発電して生活できることが

望ましい 

●これからの日本の主なる産業と捉え、世界に通用するものをつくり（技術

と品質で）、「将来の地球環境を次世代のために良くする」と言う目標で事

業化できる企業、技術者を増やしてほしい。 

●最近の再生可能エネルギーやスマートグリッド関連業務では海外製を国

内で検査梱包した物が主流になりつつあり、技術者のみ育成しても次世代の

生産技術や製造技術が育たない土壌になっている事から当社及びサンケン

グループでは次世代の為に国内生産を貫いております。 その為のスキルア

ップのご紹介を頂ける際はどうぞ宜しくお願い致します。 

●制度や税制、法律に左右されやすい分野でもあるので、今後の市場動向を

見極めたうえで事業の方向性や拡大縮小を検討していくことが必要だと思

われます。 

●今の全量買取制度は大変疑問である。基本は自家消費、地産地消であろう。

●スマートグリッドは、個々がまずスマート化しないと無理である。 

●スマートグリッドは国の実証事業以外にビジネスモデルの構築が望まれ

る。蓄電池や燃料電池の改良と低価格化を早急に実現できたらいいと思う。 
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（１）再生可能エネルギー分野の教育プログラム 

◆中長期プログラム 

◆プログラムの活用 

本校が平成 25年度に実施・実証するために、平成 24 年度に推進協議会で審議し策定す

る、再生可能エネルギーに対応した電気施工技術者育成プログラムの素案である。 

 

○対象学科：電気電子工学科・エネルギー工学科 

 

○科目：再生可能エネルギー 週 3 時間（50分授業）通年 34週 

 

○学科：エネルギー工学科 1年課程 

 

○時期：4月～3月 

 

（１）履修科目：再生可能エネルギー 

 

・通年で週 3時間×30 週（前期・後期各 15週） 

・太陽光発電 60時間、風力発電 30時間 

・3単位 

・科目名：再生可能エネルギー 

・電気電子工学科向け 

・太陽光モジュール取付の模擬屋根製作時間含まず（約 12 時間） 

 

＜教材等＞ 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの頄参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

 

＜講師＞ 

・本校専任講師、メーカ、エンジニアリング会社の協力、大学講師 
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再生可能エネルギー 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 再生可能エネルギー技術

2 太陽光発電基礎

3 太陽光発電基礎

4 太陽光発電基礎

5 スマートグリッド

6 安全衛生

7 太陽光発電システム

8 太陽光発電システム 償却　売電　積算　見積

9 現場調査 建物調査　電気設備調査

10 現場調査 設置方法　金具　部材

11 太陽光発電設計

12 太陽光発電施工　学科

13 太陽光発電施工　実習

14 太陽光発電施工　実習

15 太陽光発電施工　実習

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 太陽光発電施工　実習

19 太陽光発電施工　実習

20 太陽光発電施工　実習

21 運用保守

22 運用保守

23 風力発電基礎

24 風力発電基礎

25 風力発電機

26 風力発電の開発計画

27 見学

28 見学

29 風力発電施工

30 風力発電施工

31 風力発電運用

32 風力発電の運用と保守

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

モジュール取付　屋根違い

系統連係　取扱説明　完成検査

トラブルシューティング　定期点検

配線　発電

ユニット組立設置

日大工学部

風車と社会

風車の性能評価　発電機

調査　事業計画と設計　建設

太陽光テスト　風力発電概要

注意事項　工具　機器と部材の説明

ラックの取り付け　パネルの取り付け　接続

前回続き　まとめ　テスト

モジュール取付　屋根違い

電気回路　機械系統　点検　保守

布引高原風力発電所

設置台工事

環境政策　関連法規

スマートグリッドの概要

高所作業　屋根の勾配 

システムの構成と仕様　据付場所　屋根

電気電子工学科

学習のねらい・内容・準備資料等

単位数

使用教材

学習目標
太陽光発電と風力発電の学科と実習を主に、再生可能エネルギーや環境政策のスキルを持つエネルギー関連に強い

技術者を養成する。太陽光発電システムメーカーや風力発電所のエンジニアリング会社への就職も視野に入れた実践

的な履修内容である。

中間・期末に筆記試験評価方法

開講時期

科目名

3時間

後期試験

まとめ

後期

前期

地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス

平面図　モジュール配置図

建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線

太陽の科学　電気

太陽光発電

モジュール取付　屋根違い
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（2）専門学校の 1 年課程学科： 

 

１．学科名：エネルギー工学科 

 

２．分野：工業課程 

 

３．修業年限：３年制（昼間）2年時までは電気工事士養成課程。 

 

４．定員：入学定員 20名 男女 

 

５．設置趣旨： 

東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故による復興計画の中でも再生可能エネ

ルギー関連産業の集積施策が今後推進されていくにあたり、復興の使命感に燃える若い

人材を育成するニーズが高まっていくことが予想される。求められている知識と技術を

持つ人材を養成することが急務である。 

 

６．人材育成方針： 

①太陽光発電のシステムを理解し、設計・施工ができる 

②風力発電のシステムを理解し、保守点検に必要な技術を身につける 

③環境やエネルギーに精通し、地域や顧客にあった企画提案ができる 

④電気工事、住宅建築、住宅設備の知識と技術を持っている 

 

７．取得可能な資格：第二種電気工事士 

 

８．卒業後の代表的な職種・職業 

太陽光発電システムメーカー、エネルギー関連エンジニアリング会社、 

電気設備会社、住宅設備会社、住宅メーカ、電力会社、電機メーカ 
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９．カリキュラム 

①科目・内容・時間・単位数 

 

 

 

②カリキュラム表 

 

 

 

 

 

履修期間

習得技術

科目 期間 週授業時間 年間授業時間 取得単位

学
科

再生可能エネルギー 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

就職実務 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

スマートグリッド 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

電気工事 通年 ３ 時間 １０２ 時間 6

太陽光発電システム 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

太陽光発電設計・施工 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

住宅建築 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

住宅設備 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

風力発電システム 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

風力発電機器 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

安全衛生 臨時 ３ 時間

実
習

施工・保守・点検実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

電気工事実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

計 週 ３０ 時間 １,０２０ 時間 48

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

現場調査、太陽光発電・風力発電システムの施工とメンテナンス

風量発電機の電気と機械の基礎知識　タワー　増速機　ブレード

構成機器、設置条件、導入効果、積算、見積

講座期間 週30時間×34週　計1020時間

主な科目の概要

オール電化機器　電力会社　電気料金　ガス設備

対象 専門学校

太陽光発電・風力発電の基礎知識

電気工事施工　電気基礎　電気機器　電子技術　制御技術

建築の基礎知識　屋根　増改築　エコロジー住宅

風力発電の原理　風車の構造　機種　風力発電の導入と開発計画

業界研究　自己分析　応募書類作成　面接対策　ビジネスマナー

電気配線まで、電気工事に関する総合的な技術　電気設備管理

1年間

再生可能エネルギー技術

スマートグリッド　環境関連法規　ビジネス　環境技術に関する最新の動向と情報

平面図、配置図作成、設置方法、屋根材毎に異なる施工方法の知識

SEQ 科目

1 就職実務

2 再生可能エネルギー

3 スマートグリッド

4 電気工事

5 太陽光発電システム

6 風力発電システム

7 太陽光発電設計施工

8 風力発電機器

9 住宅建築

10 住宅設備

11

12 施工保守点検実習

13 電気工事実習

4

4/9 4/16 4/23

0 1 2

2 2

2 2

2 2

3 3

3 3

3 3

3 3

6 6

6 6

5 6 7

5/7 5/14 5/21 5/28 6/4 6/11 6/18 6/25 7/2 7/9

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

8 9 10 11 12

8/20 8/27 9/3 9/10 9/17 9/24 10/1 10/8 10/15 10/22 10/29 11/5 11/12 11/19 11/26 12/3 12/10

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

1 2

1/14 1/21 1/28 2/4 2/11

30 31 32 33 34

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

6 6 6 6 6

6 6 6 6 6

合計時間

68

68

68

102

51

51

51

51

51

51

0

204

204

0 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

0

1020
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③時間割例 

 

④備考 

・専門学校の教育課程 1年に準拠 週 30時間×34週 

・通年 34週（前期・後期各 17 週）年間授業時間数 1020 時間 

・前期太陽光発電中心、後期風力発電中心 

・テスト等評価の期間を含む 

・電気電子工学科・エネルギー工学科等に 2年課程を修了後 3 年目の課程として 

・1年課程で履修する場合でも第二種電気工事士の受験資格が得られる 

 ◆シラバスは平成 24年度の成果をもとに作成する予定 

 

⑤教材等 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの頄参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

⑥講師 

・ 専門学校専任講師、メーカ、エンジニアリング会社の協力、大学講師 

 

月 火 水 木 金

就職実務

再生可能

エネルギー

スマート
グリッド

電気工事

前期

太陽光発電

システム

後期

風力発電

システム

前期

住宅建築

後期

住宅設備

６時限

２時限

３時限

４時限

５時限

１時限

前期

太陽光発電

設計・施工

後期

風力発電

機器

電気工事実習
施工保守点検

実習
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再生可能エネルギー 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

後期試験

試験講評とまとめ

前期

後期

スマートグリッドのネットワーク　6LowPAN

スマートフォンで電力料金をみる

セキュリティ対策

電力の貯蔵

電気自動車

電気自動車

スマートグリッドの概要

電力システムとスマートグリッドの関係

地球温暖化問題

電力系統・電力潮流-1

電力系統・電力潮流-2

電力システムの制約

法規・法令-3

前期試験

試験講評

環境政策-1　低炭素社会　温室効果ガス削減

環境政策-2　低炭素社会　補助金制度

環境政策-3　RPS法　FIT法　グリーン電力制度

直接発電の方法

電力の制御と安定

畜エネルギー

スマートメータ

法規・法令-1

法規・法令-2

大型発電所　コンバインドサイクル　コージェネレーション　系統連係と節電について

エンジニアへの期待

人間活動と気温上昇　

自然エネルギーと新エネルギー

電気　電力化率　電気と水素

発電の方式

学習目標
エネルギー・環境問題と再生可能エネルギー
スマートグリッド　環境政策及び環境に関する法規について学習する

評価方法 確認テストを実施

再生可能エネルギー技術概論-1　太陽光・風力

再生可能エネルギー技術概論-2　地熱・水力・バイオマス

科目名

単位数 2時間

使用教材 -
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太陽光発電システム 指導担当者名

3単位/前期 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

設備費用の償却　光熱費の削減効果　売電

システムの積算方法　見積書の作成-1

システムの積算方法　見積書の作成-2

販売　営業について

前期試験

試験講評

セルとモジュール　システム　設置　-2

変換効率

屋根の条件　

設置条件基準(積雪・塩害・風圧)　

据付場所　

システム構成　発電効率

学習目標 太陽光発電システムの概要を理解し、機器と設置条件、導入効果、積算・見積作成を演習する

評価方法 確認テストを実施

前期

太陽光発電システムの概要

設置角度　日照時間と障害物　製品概要

システムの仕様　設置の留意点

電気配線工事　配線の種類とサイズ

セルとモジュール　システム　設置　-1

科目名

単位数 3時間

使用教材 メーカー資料　カタログ

太陽光発電施工 指導担当者名

3単位/前期 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

モジュール配置-1

モジュール配置-2

部材選定と見積　発電シミュレーション-1

部材選定と見積　発電シミュレーション-2

前期試験

試験講評

屋根ごとの設置方法　ラック・金具-2

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系-1

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系-2

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系-3

屋根と外壁の平面図を描画-1　切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと

屋根と外壁の平面図を描画-2　切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと

学習目標 建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異なる施工方法

評価方法 プリントアウトして提出

前期

太陽光発電施工の概要

システム部材

施工手順と工程

墨出し

屋根ごとの設置方法　ラック・金具-1

科目名

単位数 3時間

使用教材 メーカー資料　カタログ
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施工・保守・点検実習 指導担当者名

6単位 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28 風力発電施工-2　設置台工事

29 風力発電施工-3　ユニット組立　配線　

30 風力発電施工-4　発電確認　発電量チェック　測定データ分析

31 風力発電保守点検-1　回路構成　保護装置　発電機　変圧器　遮断機　コンバータ

32 風力発電保守点検-2　定期点検　メンテナンス

33

34

後期試験

試験講評とまとめ

風力発電施工-1　設置場所の確認と基礎工事

後期

現場調査-3　建物調査　電気設備調査　設置方法　金具・部材の確認

運用・保守-1　系統連系　発電確認

運用・保守-2　取扱説明

運用・保守-3　完成検査

運用・保守-4　トラブルシューティング　不具合事例

運用・保守-5　定期点検

運用・保守-6　アフターサービス　保証システム

現場調査-4　風力発電

風力発電システム　施工基礎

施工-8　アンカー方式でのモジュール取付

施工-9　陸屋根における架台の取付作業

施工-10　地盤設置型の基礎の工法

現場調査-2　建物調査　電気設備調査　設置方法　金具・部材の確認

前期試験

試験講評

施工-2　支持金具方式でのモジュール取付

施工-3　粘土系瓦屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-4　スレート屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-5　金属板金屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-6　金属折板（ハゼ折板）屋根における支持金具方式でのモジュール取付

施工-7　金属折板（重ね折板）屋根における支持金具方式でのモジュール取付

学習目標
モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。小型の風力発電ユニットを安全な

場所に組立設置をする。

評価方法 設置・動作確認

前期

現場調査-1　建物調査　電気設備調査　設置方法　金具・部材の確認

施工手順基礎-1　作業前準備　墨だし

施工手順基礎-2　架台支持金具の取付　架台の取付　モジュールの取付　結線　配線

施工手順基礎-3　アース工事　アレイ出力確認

施工-1　支持瓦方式でのモジュール取付

科目名

単位数 6時間

使用教材 模擬屋根　太陽光モジュール取付機材一式　小型風力発電ユニット一式
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（3）社会人向けプログラム： 

 

１．名称：太陽光発電システム施工技術者養成課程 

 

２．期間：６週間と２日 

 

３．時間：１９２時間 １日６時間、週５日 

 

４．定員： 10名程度 

 

５．対象者：一般社会人等 

 電気工事、建築板金、金属屋根、防水工事、瓦屋根、鳶の経験があると望ましい 

 

６．人材育成方針： 

①太陽光発電のシステムを理解し、設計・施工ができる 

②環境やエネルギーに精通し、地域や顧客にあった企画提案ができる 

③電気工事、住宅建築、住宅設備の知識と技術を持っている 

 

７．取得可能な資格：第二種電気工事士 

 

８．卒業後の代表的な職種・職業 

太陽光発電システムメーカー、エネルギー関連エンジニアリング会社、 

電気設備会社、住宅設備会社、住宅メーカ、電力会社、電機メーカ 
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学生数

習得技術

科目 時間

再生可能エネルギー
と環境政策

８ 時間

太陽光発電基礎 ６ 時間

太陽光発電システム ６ 時間

太陽光発電設計 ３ 時間

太陽光発電施工 ３ 時間

安全衛生 ３ 時間

電気工事 ７０ 時間

現場調査実習 ６ 時間

施工実習 ８０ 時間

運用・保守実習 ５ 時間

開講式
オリエンテーション

１ 時間

アンケート
修了式

１ 時間

計

第二種電気工事士試験対策　電子機器設置施工　低圧電気取扱

192時間

取り付ける屋根の現場を調査する

実際に発電、運用しメンテナンスの技術を身につける

講座期間 6時間×32日（約6週間）　計192時間 太陽光発電設備の施工・運用

主な科目の概要

エネルギー・環境問題と太陽光発電など再生可能エネルギー
環境政策及び環境に関する法規

システムを構成する各機器の意味と役割、設置条件など構成機器類の関する知識
設備費用の償却、光熱費の削減効果、売電による導入効果のシュミレーション演習
積算方法を習得し見積書の作成の演習

建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異な
る施工方法とその特徴の知識

学
科

PCシステムを使用し平面図、モジュール配置図作成を学ぶ

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

太陽エネルギー　電気と発電の基礎　太陽光発電の原理（太陽電池）
スマートグリッド　モジュールの仕組み

太陽光発電システム施工技術者養成課程カリキュラム

対象 社会人向け 10名程度

カリキュラム時間割の説明

授業アンケート記入　確認テスト

モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。
屋根の種類別の取付　電気機器・安全器具取扱

実
習
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（２）EV 分野教育カリキュラム 

 

■電気自動車工学科 3 年時のカリキュラム 

 

■取得資格： 2 級自動車整備士＋第二種電気工事士＋EV 設備工事技術者＋自動車電装整備士 

 

履修期間

習得技術

科目 期間 週授業時間 年間授業時間 取得単位

学
科

就職実務 通年 １ 時間 ３４ 時間 4

再生可能エネルギー 前期 ２ 時間 ３４ 時間 2

スマートグリッド 後期 ２ 時間 ３４ 時間 2

電気工事 通年 ３ 時間 １０２ 時間 6

電気自動車概論 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

モーター技術 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

電池・充電設備理論 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

実
習

EV整備実習 通年 ３ 時間 １０２ 時間 6

EV設計実習 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

EV車両制作実習 通年 ３ 時間 １０２ 時間 3

電気工事実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

計 週 ３０ 時間 １,０２０ 時間 41

太陽光発電・風力発電の基礎知識

スマートグリッド　環境関連法規　ビジネス　環境技術に関する最新の動向と情報

長期：再生可能エネルギー技術者養成講座カリキュラム

対象 専門学校 1年間

講座期間 週30時間×34週　計1020時間 EV電気自動車工学

主な科目の概要

業界研究　自己分析　応募書類作成　面接対策　ビジネスマナー

EV車両の設計

オリジナルEV　電動カート等を製作

電気工事施工　電気基礎　電気機器　電子技術　制御技術

EV基礎理論　構造　機能

モーターの原理と種類　設計基礎・製造技術と絶縁技術

電池と充電設備の理論　電気回路　電気制御　充電設備の施工　低電圧講習

車両構造　モーター・バッテリー　電気電子　EV整備

電気配線まで、電気工事に関する総合的な技術　電気設備管理
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電気自動車概論 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 オリエンテーション

2 電気自動車の方向 -1

3 電気自動車の方向 -2

4 電気自動車の方向 -3

5 電動車両の種類

6 電気自動車の技術-1

7 電気自動車の技術-2

8 電気自動車の要素技術-1 バッテリ

9 電気自動車の要素技術-2 バッテリ

10 電気自動車の要素技術-3 リチウムイオン電池

11 電気自動車の要素技術-4

12 電気自動車の要素技術-5

13 電気自動車の要素技術-6

14 電気自動車の要素技術-7

15 電気自動車の要素技術-8

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 電気自動車の要素技術-9

19 電気自動車の要素技術-10

20 電気自動車の要素技術-11

21 電気自動車の要素技術-12

22 電気自動車の要素技術-13

23 電気自動車の要素技術-14

24 電気自動車の要素技術-15

25 電気自動車の要素技術-16

26 電気自動車の性能計画 -1　

27 電気自動車の性能計画 -2　

28 電気自動車とエネルギネットワーク -1

29 電気自動車とエネルギネットワーク -2

30 電気自動車と情報ネットワーク-1

31 電気自動車と情報ネットワーク-2

32 今後の課題 

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

性能計画-2

V2H,V2G 

V2H,V2G 

スマートグリッド、CDM、ITS 

スマートグリッド、CDM、ITS 

後期試験

まとめ

後期

充電インフラ-1

充電インフラ-2

充電インフラ-3

充電インフラ-4

強電システム

エアコン

DCDCコンバータ

ブレーキ 

性能計画-1

モータ-2

インバータ-1

インバータ-2

最新のモータ　インバータ

学習のねらい・内容・準備資料等

前期

電気自動車とは　開発の歴史と背景

電気自動車と社会、モビリティとの調和 

国際的なモータリゼーション 

スマートグリッドと電気自動車

EV,HEV,PHEV,FCEV 

ガソリン車との比較 

安全（高圧安全、電気自動車固有安全） 

モータ-1

学習目標
電気自動車の基礎理論。バッテリ、モータ、充電インフラなどの電気自動車の要素技術を学ぶ。エネルギーネットワー

クやスマートグリッドとの関係も理解する。

評価方法 中間・期末に筆記試験

単位数 3時間

使用教材

科目名

開講時期 電気自動車工学科
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電池・充電設備概論 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 オリエンテーション

2 充電設備の標準規格と種類

3 建築電気設備・電動車両用受給電設備

4 電動車両用充電設備

5 充電設備の適用法規と規格基準

6 電気自動車の適用法規と規格基準

7 普通充電設備の設計-1

8 普通充電設備の設計-2

9 普通充電設備の設計-3

10 急速充電設備設計-1

11 急速充電設備設計-2

12 急速充電設備設計-3

13 急速充電設備設計-4

14 急速充電設備設計-5

15 急速充電設備設計-6

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 過電圧保護

19 地絡（感電）保護

20 電源品質

21 安全衛生

22 バッテリー-1

23 バッテリー-2

24 バッテリー-3

25 低圧電気-1

26 低圧電気-2

27 低圧電気-3

28 低圧電気-4

29 低圧電気-5 低圧充電電路の停電・復電の確認

30 低圧電気-6 作業充電部が露出している開閉器の操作方法

31 充電設備施工-1

32 充電設備施工-2

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

科目名

開講時期 電気自動車工学科

単位数 3時間

使用教材

学習目標
電気自動車の基礎理論。バッテリ、モータ、充電インフラなどの電気自動車の要素技術を学ぶ。エネルギーネットワー

クやスマートグリッドとの関係も理解する。

評価方法 中間・期末に筆記試験

低圧用の安全作業用具に関する基礎知識

低圧の活線作業及び活線近接作業の方法

関係法令

電源設備の設計

後期

学習のねらい・内容・準備資料等

前期

国際標準規格と日本の標準

電動車両と電力供給

EV PHVの現在と電気需要設備としての電動車両

電気設備の技術基準の解釈と普通充電回路の施設

保安法令　製品規格　施工規定

法規　国際調和　安全技術基準　電気自動車の規格

充電設備の選択　電気的特徴

幹線設計　分岐回路設計　配線設計　

充電設備の据付

CHAdeMO方式　急速充電器　電力需給計画

後期試験

設置の留意点　設置工事

関連法規　メンテナンス　故障発生時の対応

セキュリティ対策　ユーザーサービス

施工事例　戸建・集合住宅・オフィス

雷による被害　インパルス耐電圧

まとめ

普通充電設備

急速充電設備

低圧の電気に関する基礎知識

地絡リスク　地絡保護　地絡電流の検出

電源品質の影響　現状　電圧変動対策手法

安全衛生作業講習

バッテリー　電池　蓄電池　の種類としくみ

リチウムイオン電池

電気自動車とバッテリー
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モータ技術 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 オリエンテーション

2 自動車用モータの歴史

3 モータの役割

4 モータの動作原理と制御-1

5 モータの動作原理と制御-2

6 モータの動作原理と制御-3

7 自動車用小型モータ-1

8 自動車用小型モータ-2

9 自動車用小型モータ-3

10 自動車駆動用モータ-1

11 自動車駆動用モータ-2

12 自動車駆動用モータ-3

13 自動車駆動用モータ-4

14 自動車駆動用モータ-5

15 自動車駆動用モータ-6

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 パワーエレクトロニクス-1

19 パワーエレクトロニクス-2

20 パワーエレクトロニクス-3 コンバータ

21 パワーエレクトロニクス-4 インバータ-1

22 パワーエレクトロニクス-5 インバータ-2

23 モータ制御-1 直流モータのサーボ制御

24 モータ制御-2 誘導モータのインバータ制御-1

25 モータ制御-3 誘導モータのインバータ制御-2

26 モータ制御-4 誘導モータのセンサレス制御

27 モータ制御-5 BLDCMとその制御-1

28 モータ制御-6 BLDCMとその制御-2

29 モータ制御-7 SRMとその応用

30 モータドライブ-1 モータドライブの動向-1

31 モータドライブ-2 モータドライブの動向-2

32 モータドライブ-3 モータドライブの動向-3

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

科目名

開講時期 電気自動車工学科

単位数 3時間

使用教材

学習目標
電気自動車の基礎理論。バッテリ、モータ、充電インフラなどの電気自動車の要素技術を学ぶ。エネルギーネットワー

クやスマートグリッドとの関係も理解する。

評価方法 中間・期末に筆記試験

学習のねらい・内容・準備資料等

前期

電気自動車の動向

自動車用モータの特徴

DCモータ　同期モータ

DCモータ　同期モータ

DCモータ　同期モータ

始動・発電系モータ

電動パワーステアリング

その他の小型モータ

EV

PHV

DCM（直流モータ)

SM(永久磁石型同期モータ）

IM（誘導モータ）

まとめ

後期試験

SRM(ｽｲｯﾁﾄﾘﾗｸﾀﾝｽﾓｰﾀ)

後期

パワーエレクトロニクス

電力用半導体デバイス
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EV整備実習 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 オリエンテーション-1

2 オリエンテーション-2

3 リーフ　ZE0　構造・作動-1

4 リーフ　ZE0　構造・作動-2

5 リーフ　ZE0　構造・作動-3

6 リーフ　ZE0　構造・作動-4

7 リーフ　ZE0　構造・作動-5

8 リーフ　ZE0　構造・作動-6 減速機　電制シフト　

9 リーフ　ZE0　構造・作動-7 電動型制御ブレーキ　　

10 リーフ　ZE0　構造・作動-8

11 リーフ　ZE0　構造・作動-9

12 リーフ　ZE0　構造・作動-10

13 リーフ　ZE0　整備点検-1

14 リーフ　ZE0　整備点検-2

15 リーフ　ZE0　整備点検-3

16 前期試験

17 試験講評 まとめ

18 リーフ　ZE0　整備点検-4

19 リーフ　ZE0　整備点検-5

20 リーフ　ZE0　整備点検-6

21 リーフ　ZE0　整備点検-7

22 プリウス　NHW20（ZVW30）構造・作動-1

23 プリウス　NHW20（ZVW30）構造・作動-2

24 プリウス　NHW20（ZVW30）構造・作動-3

25 プリウス　NHW20（ZVW30）整備点検-1

26 プリウス　NHW20（ZVW30）整備点検-2

27 プリウス　NHW20（ZVW30）整備点検-3

28 プリウス　NHW20（ZVW30）整備点検-4

29 プリウス　NHW20（ZVW30）整備点検-5

30 プリウス　NHW20（ZVW30）整備点検-6

31 追加解説・作業-1

32 追加解説・作業-2

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

インバータ用冷却水の交換

高圧電気端子の脱着

駆動モータ　インバータ

降圧・昇圧コンバータ　駆動用バッテリ

点検整備の注意事項　

サービス・プラグ・グリップ

整備モード

ブレーキ・フルード取替

EVの注意事項　サービスプラグの取り外し

車両接近通報装置　2ステップ&3ステップタイプコネクタ

エアコンシステム

電動インバータ・エアコン

減速機のアース・ブラシ

テスト

電動パーキングブレーキ

コンデンサの放電点検

科目名

開講時期 電気自動車工学科

単位数 3時間

使用教材

学習目標 EV・PHV車の実車を使いながら学科の授業で学んだ内容を実践し点検と整備の技術を身に付ける。

評価方法 中間・期末に筆記試験

学習のねらい・内容・準備資料等

前期

低圧電気の基礎知識　低圧電気　交流・直流

起動　モータ　高電圧　バッテリ　エアコン　可変電圧　バッテリ

駆動モータ　インバータ

コントローラ　モジュール　温度センサ　バッテリ制御　回路図

車載充電器　スイッチ　ポート　インジケータ　モード

電動パーキングブレーキ

HV・EV基礎　点検・整備時の注意事項

性能　コントロールシステム　構成部品　システム概要　回路図

後期試験

後期

ブレーキ・フルード

高電圧冷却水の交換

性能　THSⅡ概要とシステム　

HVバッテリ　パワーケーブル

まとめ

ヒータ・フルードの交換
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EV車両制作実習 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 オリエンテーション

2 カーロボスティクス-1

3 カーロボスティクス-2

4 システムデザイン

5 開発プロセス

6 センサ-1

7 センサ-2

8 自動制御とV字プロセス カーロボスティクスプラットフォームを使用した実験

9 モータ制御-1 モーター制御学習キットを使用した実験

10 モータ制御-2

11 モータ制御-3 C言語プログラミング-1

12 モータ制御-4 C言語プログラミング-2

13 モータ制御-5 ブレッドボードを使用した基本回路の演習

14 モータ制御-6 H8　CPUを用いたプログラミング演習

15 モータ制御-7 CPLDを活用したハードウェア設計

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 バッテリマネジメント-1

19 バッテリマネジメント-2

20 車輪型ロボット-1

21 車輪型ロボット-2

22 車輪型ロボット-3

23 システム設計まとめ実装と検証-1

24 システム設計まとめ実装と検証-2 実車サイズ　超小型電気自動車　RoboCar Micr oEV の実験

25 一人乗りEV車の製作-1 製作作業

26 一人乗りEV車の製作-2 製作作業

27 一人乗りEV車の製作-3 製作作業

28 一人乗りEV車の製作-4 製作作業

29 一人乗りEV車の製作-5 製作作業

30 一人乗りEV車の製作-6 製作作業

31 一人乗りEV車の製作-7 製作作業

32 一人乗りEV車の製作-8 製作作業

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

概要　事例・特徴・用途

次世代モビリティ実証実験の事例研究

倒立振子・倒立二輪型ロボットを使用した実験

マイコン通信　PD　PID制御

科目名

開講時期 電気自動車工学科

単位数 3時間

使用教材

学習目標

一人乗りEV車の自動運転制御システムを、学生が分担して開発する。超小型EV車または小型EV車を用いた制御シス

テム開発と、車両シミュレータを用いた制御シミュレーションを行う。小型EV車自動運転制御を本格的に行う。EV車を複

数台使用し、班に分かれて、センサ実装、自己位置認識、障害物認識、ルート探索、走行制御を学生が分担し、共同し

て開発する。最後に開発したEV車で、自動運転実験を行い、開発成果を競う。

評価方法 中間・期末に筆記試験

学習のねらい・内容・準備資料等

前期

次世代モビリティと電気自動車の研究開発

制御システムの概要

ソフトウェアとハードウェア

コンピュータとセンサ

カメラと画像認識機能

モータ制御の基本

倒立台車の制御系設計

RoboCar　1/10　を使用した実験のまとめ

まとめ

後期試験

後期

バッテリマネジメントシステム教材を使用した実験

充放電の制御装置　リチウムイオン電池の運用
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（３）IT 分野教育カリキュラム 

◆以下 2 科目のシラバスを作成 

⑫ スマートグリッド概論 2時間/週 34 週 68時間  

⑬ スマートグリッド演習 2時間/週 34 週 68時間 組込系とネットワーク 

◆今年度作成する教育プログラム 

・対象学科： 情報システム工学科 スマートグリッド専攻 

・修業年限： 3 年課程のうちの 3 年時の教育課程 

・取得技術： 応用情報技術者試験、データベーススペシャリスト試験、情報セキュリティスペシャ

リスト試験、C、Java、PHP 

 

 

スマートグリッド概論 指導担当者名

2単位 時間数

日 時間 指導項目

1 スマートグリッド基礎-1

2 スマートグリッド基礎-2

3 電力システム（電力系統）基礎-1

4 電力システム（電力系統）基礎-2

5 電力システム（電力系統）基礎-3

6 通信ネットワークと通信技術-1

7 通信ネットワークと通信技術-2

8 通信ネットワークと通信技術-3

9 通信ネットワークと通信技術-4

10 通信ネットワークと通信技術-5

11 通信ネットワークと通信技術-6

12 サイバーセキュリティ-1

13 サイバーセキュリティ-2

14 サイバーセキュリティ-3

15 前期まとめ

16 前期試験

17 試験講評

18 エネルギー管理システム-1

19 エネルギー管理システム-2

20 エネルギー管理システム-3

21 スマートグリッドのビジネスとサービス-1

22 スマートグリッドのビジネスとサービス-2

23 スマートメーター-1

24 スマートメーター-2

25 分散型電源技術と再生可能エネルギー-1

26 分散型電源技術と再生可能エネルギー-2

27 電力貯蔵技術と蓄電池

28 EV電気自動車-1

29 EV電気自動車-2

30 国際標準化と各国の取り組み-1

31 国際標準化と各国の取り組み-2

32 後期まとめ

33 後期試験

34 試験講評

各国の展開と実証実験の事例　

揚水発電　リチウム電池　超電導

EVの背景と現状　充電　インフラ

EVの技術

スマートグリッドの国際標準化

通信基盤AMIシステムとスマートメーター

HAN（ホームエリアネットワーク）　MDMS（健診データ管理）

太陽光発電と風力発電　

その他の自然エネルギーと系統連系技術

HEMS　BEMS　

FEMS　CEMS

スマートグリッドのビジネスの展開　各国の事例

エネルギーサービスとしてのHEMSの役割

セキュリティの課題-2　情報通信基盤の領域、事業者の領域

前
期

後
期

スマートグリッドの概要　定義、目的、

国際標準化活動、社会環境問題

電力系統の安定的運用

分散型電源（太陽光・風力）の導入

系統監視と制御技術

スマートグリッド環境の通信ネットワーク

日本の電力会社での通信ネットワーク

需要家用エネルギー管理システム：マイクロEMSの役割

スマートグリッドに必要なICT技術-1

スマートグリッドに必要なICT技術-2

通信技術IEFT系：6LowPAN  ROLL  CoRE

通信技術IEEE系：ZigBee  WiFi  BPL  SUN

スマートグリッドにおけるセキュリティの基本

セキュリティの課題-1　双方向通信領域、AMI領域、

2時間

評価方法

学習目標 IT技術者に必要なスマートグリッドの技術の理論を学ぶ

設置・動作確認

科目名

単位数

使用教材 スマートグリッドの教科書
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スマートグリッド演習 指導担当者名

2単位 時間数

日 時間 指導項目

1 オリエンテーション

2 アナログ回路

3 ディジタル回路

4 電子回路設計

5 プログラミング・アルゴリズム-1

6 プログラミング・アルゴリズム-2

7 プログラミング・アルゴリズム-3

8 プログラミング・アルゴリズム-4

9 マイクロコンピュータ-1

10 マイクロコンピュータ-2

11 マイクロコンピュータ-3

12 インターフェイス-1

13 インターフェイス-2

14 インターフェイス-3

15 前期まとめ

16 前期試験

17 試験講評

18 組込ソフトウェア-1

19 組込ソフトウェア-2

20 組込ソフトウェア-3

21 ファームウェア-1

22 ファームウェア-2

23 ファームウェア-3

24 組込機器製作-1

25 組込機器製作-2

26 組込機器製作-3

27 組込機器製作-4

28 ネットワークシステム-1

29 ネットワークシステム-2

30 ネットワークシステム-3

31 ネットワークシステム-4

32 後期まとめ

33 後期試験

34 試験講評

HDL-3　シミュレーション　書込み　動作確認

基本設計　回路試作と実験

ソフトウェア設計

回路設計

組立と試験調整

後
期

組込オペレーティングシステム

組込ソフトウェア技術-1

組込ソフトウェア技術-2

HDL-1　基本

HDL-2　回路記述　

通信技術IEFT系：6LowPAN  ROLL  CoRE

通信技術IEEE系：ZigBee  WiFi  BPL  SUN

サイバーセキュリティ

通信基盤AMIシステムとスマートメーター

各種回路の活用　入出力回路

インターフェイス回路設計

C言語によるマイコン制御プログラミング　タイマー

C言語によるマイコン制御プログラミング　I/Oとタイマー

A/D変換

PWM制御　LED制御

OPアンプ　フィルタ回路

フリップフロップ回路　カウンタ回路　シフトレジスタ　AD,DA変換

電子製図　回路図　アートワーク　組立

C言語によるマイコン制御プログラミング　レジスタ　I/Oポート

評価方法 設置・動作確認

前
期

ガイダンス　組込系プログラミング概要

C言語によるマイコン制御プログラミング　演算子　論理演算

A/D変換回路

PWM制御　モータ制御

使用教材 スマートグリッドの教科書

学習目標 IT技術者に必要なスマートグリッドの技術の演習

科目名

単位数 2時間
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(4)総括 事業成果報告会（一部） 3月 5日（火） 

＜まとめ＞ 

①実証授業：後期の授業に平成 23年度の実績を導入し検証できた。 

②視察：十分な情報収集ができた。「スマートグリッド」分野は実証段階からビジネスモデルへの発展が望まれる。 

③アンケート：「太陽光発電システム施工の技術と第二種電気工事士の資格を持つ電気工事施工技術者」が最もニーズ

が高いという結果が出たことで、本事業の方向性が正しいことを明確に証明できた。 

④教育プログラム開発：再生可能エネルギー分野は特に太陽光発電システム施工技術が教育の重点目標として構築でき

た。一方で EVと IT分野においてはさらなる調査と試行授業等の検証が必要で次年度以降の課題である。 
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